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特別活動　指導資料
　平成25年６月に閣議決定された「第2期教育振興基本計画」において，少子化・
高齢化の進展による社会全体の活力の低下や，グローバル化の進展による我が国
の国際的な存在感の低下など，我が国を取り巻く危機的状況を踏まえ，今後の社
会の方向性として，「自立」 「協働」 「創造」の三つの理念の実現に向けた生涯学習
社会の構築を掲げています。また，学校には，学習意欲の向上，いじめ等の未然防止，
道徳教育の充実など様々な教育課題への対応が求められています。
　このような中で，これらの理念の実現や学校教育の課題への対応に向けては，
望ましい集団活動を通して，集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こう
とする自主的，実践的な態度を育てるとともに，自己の生き方についての考えを
深め，自己を生かす能力を養おうとする特別活動が果たすべき役割は大きいと言
えます。
　近年，全国的に若手教員の増加傾向が見られるとともに，特別活動には教科書
等の基礎的な資料がないことなどから，先輩教員からの指導技術の継承が円滑に
行われなかったり，特別活動の教育的意義が十分に理解されなかったりするなど，
特別活動の時間が必ずしも効果的に活用されていないという課題が散見されます。
　本指導資料は，平成25年7月に公表した「楽しく豊かな学級・学校生活をつくる
特別活動（小学校編）」（リーフレット版）を基に，学級活動，児童会活動，クラブ
活動及び学校行事の各内容について，指導のポイントや留意点などを実践事例と
ともに具体的に紹介しています。
　各教育委員会及び各学校において，本書が積極的に活用され，特別活動の一層
の充実が図られることを期待しています。
　最後に，本書の作成に当たり，御協力いただいた作成協力者をはじめとして本
書の作成に御協力くださった方々に心から感謝の意を表します。
　　平成26年６月
国立教育政策研究所次長
（教育課程研究センター長）
勝野　頼彦
ま え が き
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特別活動に期待されることって何？
【学級活動(1)】学級や学校の生活づくり
　学級会をどう指導するの？
　学級会の事前の指導は？
　学級会の時間の指導は？
　学級会の事後の指導は？
　係活動をどう指導するの？
【学級活動(2)】日常の生活や学習への適応及び健康安全
　目標をもって生活できるようにするには？
　生活上の課題をどう授業にするの？
児童会活動をどのように児童の活動にするの？
クラブ活動をどのように児童の活動にするの？
学校行事で学校生活をどのように豊かにするの？
教室経営の工夫で特別活動をどのように充実させるの？
特別活動の充実で学校はどのように変わるの？
今，特別活動が期待されています
　道徳教育の充実に役立ちます
　学級経営の充実に貢献します
　各種の「◯◯教育」に期待されています
　生徒指導の中核的な役割を果たします
特別活動の充実で学校が変わります
　いじめの未然防止につながります
　学力向上につながります
　自己有用感を育むことにつながります
　評価の工夫で学級や学校の生活が更に充実します
学級や学校の生活づくり
　学級活動（1）で育てる力は？
　学級会のオリエンテ－ションは？
　問題発見，議題収集の指導のポイントは？
　議題選定のポイントは？
　計画委員会での活動計画の作成の仕方は？
　提案カードや学級会ノートの活用の仕方は？
　問題の意識化のポイントは？
　「出し合う→くらべ合う→まとめる」の指導過程は？
　「出し合う」段階の指導のポイントは？
　「くらべ合う」→「まとめる（決める）」段階の指導のポイントは？
　指導・助言のタイミングは？
　児童の思考や話合いの流れが分かる板書の工夫は？
　終末の教師の話は？
　話合いの振り返りは？
　話合い活動の意欲を高める工夫は？
　話合いを円滑に進めるために準備しておくとよいものは？
　話合い活動の隊形の工夫は？
　事後の活動の指導のポイントは？
　指導案の作成の仕方は？
　係活動の指導のポイントは？
　集会活動の指導のポイントは？
◆学級活動（1）のチェックリスト
日常の生活や学習への適応及び健康安全
　学級活動（2）で育てる力は？
　年間指導計画の作成の仕方は？
　授業展開のポイントは？
　問題意識を高める事前指導は？
　本時の指導過程は？
　目標実現への意欲を高める事後指導は？
　題材設定の仕方は？
　「望ましい人間関係の形成」の展開の仕方は？
　「関連」や「統合」とは？
　指導案の作成の仕方は？
◆学級活動（2）のチェックリスト
児童会活動
　指導計画の作成の仕方は？
　担当の教師と学級担任との連携の仕方は？
　代表委員会の充実のためには？
　委員会を設置するときの留意点は？
　いじめ防止につながる自主的な取組は？
◆児童会活動のチェックリスト
クラブ活動
　組織（設置と所属）の決め方のポイントは？
　クラブの計画や運営をスムーズに進めるための工夫は？
　「クラブを楽しむ活動」を，よりよい活動にするための工夫は？
　「クラブの成果の発表」の仕方は？
◆クラブ活動のチェックリスト
学校行事
　体験活動の充実で育まれる力は？
　長期の集団宿泊活動の意義を踏まえた指導の工夫は？
　特色ある学校づくりを進めるためには？
　言語活動の充実を図るためのポイントは？
　自主性，協調性を育成するためには？
　異年齢集団による交流の進め方は？
　家庭や地域との連携の仕方は？
　年間指導計画の作成の仕方は？
◆学校行事のチェックリスト
特別活動を活性化させる教室環境
　児童が意欲的に活動できる教室環境は？
　学級会コーナーの効果的な活用は？
　活動の活性化を図る係活動コーナーの工夫は？
　学級活動（2）の共通事項の指導を生かす教室掲示は？
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特別活動
リーフレット
●本書の活用に当たって
特別活動　指導資料 ??
特別活動【小学校編】楽しく豊かな学級・学校をつくる
　全国の教育委員会，学校，学級などにおいて，これまで以上に特別活動が適切
に指導されたり，効果的に展開されたりすることを願い，「次に示したような活用」
を期待し，本書を作成しました。
　Ⅰ 総論では，特別活動の教育課程上の役割や教育的意義について示しています。
特に，教育委員会や管理職の皆様に，行政説明会や研修会などにおいて，又は学
校経営の一つの視点として生かしてもらいたいと思います。
　Ⅱ 学級活動（1），Ⅲ 学級活動（2），Ⅳ 児童会活動・クラブ活動，Ⅴ 学校行事では，
各ページの上段に掲載内容が一目で分かるようにＱ＆Ａで示すとともに，指導の
ポイントを示し，展開例を紹介しました。また，補足したいことを破線でつなぎ
側注として付記しています。さらには，各編の最終ページには，教師チェックリ
スト例も掲載しました。これらは，教育委員会が特別活動の指導の一般化・定着
化を図るために活用したり，各学校や学級担任が，自校及び自己の指導の現状を
振り返り，その改善に役立てたりする際に活用してもらいたいと思います。
　Ⅵ 教室経営では，特別活動の指導を充実させる視点から教室環境の工夫例を
紹介しています。各学校において校内で統一すべきことを見定め，学級として更
に工夫を加えたい場合などに参考にしてもらいたいと思います。
　特別活動は，昭和33年に教育課程に位置付けられて以来，半世紀以上にわたっ
て共生社会の担い手として欠かせない自治的能力や人間関係形成能力などを育成
してきました。また，このような「子供たちによる子供たちのためのよりよい生
活や人間関係づくり」の活動は，学力向上，いじめ等の未然防止などにもつなが
る学級や学校の支持的な風土も醸成してきました。
　各教育委員会や学校，先生方などにおかれましては，これら特別活動が担って
きた役割とともに，本書が文部科学省国立教育政策研究所として作成・発信され
ることになったことなどを重く受け止め，是非，本書を有効に活用し，特別活動
の指導が一層充実されるよう努めてもらいたいと思います。
　　平成26年６月
（併）国立教育政策研究所研究開発部教育課程調査官
文部科学省初等中等教育局視学官　　　杉田　洋
本書の活用に当たって
集団活動であること
　よりよい生活や人間関係を築くために，目標やその達成の方法や手段などを
決め，みんなで役割を分担してその実現を目指す協働的な集団活動です。
自主的な活動であること
　自ら楽しく豊かな学級や学校の生活をつくりたいという課題意識をもって，
指示待ちではなく，自分たちで問題を見付けたり話し合ったりして解決するな
ど，「児童による，児童のための活動」です。
実践的な活動であること
　楽しく豊かな学級や学校の生活づくりのための諸問題を話し合ったり，話合い
で決めたことに友達と協力して取り組み，反省を次に生かしたりするなど具体的
に実践する活動です。
●自分たちで生活の諸問題を解決しようとするたくましい児童
が育ちます。
●児童相互，児童と教師との人間的な触れ合いが深まります。
●友達と協力して，チームで活動しようとする児童が育ち，い
じめ問題等の未然防止に役立ちます。
●切磋琢磨できるよりよい人間関係が育ち，効果的に学力を向
上するための土壌づくりになります。
●共生社会の担い手としての豊かな人間性や社会性を身に付け
ることができます。
特質は？ 教育的意義は？
目標
特質
意義
◆活動の目標をみんなでつくります。
  ◆目標達成の方法を話し合って決めます。
   ◆役割分担をし，協力して取り組みます。
望ましい集団活動とは
  以下のような活動です。
内容
　望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を
図り，集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主
的，実践的な態度を育てるとともに，自己の生き方についての考えを深
め，自己を生かす能力を養う。
特別活動の目標 小学校学習指導要領第6章 特別活動
  学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事は，
 望ましい集団活動を展開することが前提です。
小学校学習指導要領解説  特別活動編Ｐ8
特別活動 って
どんな教育活動なの？
いじめや不登校などの問題に対する予防薬
的な役割を果たすなど，
児童の成長に欠かせない教育活動です。
特別活動は，児童の自治的な能力や自主的な態度を育て，
学力向上の基盤に必要な望ましい人間関係を築き，
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せっ　さ　たく　ま
学級経営の充実に貢献します
小学校学習指導要領では，第1章 総則の「学級経
営の充実を図り…」について，あえて第6章 特別活
動でも重ねて記述し，強調しています。
このことは，学級経営の充実のために，児童による
よりよい生活づくりや人間関係づくり，日常の生活や
学習への適応などを内容とする特別活動が重要な役割
を果たすことを示したものです。
特別活動の充実によって，児童の自治的な能力を高
めるようにしたり，生活や学習に適応できるようにし
たりします。また互いのよさを生かして自分たちの学
級生活をよりよくしようとする意識が高まり，児童一
人一人が生き生きと生活や学習に取り組むようになる
など，よりよい学級経営の実現につながります。
目標の「自己の生き方についての考えを深め」や学
級活動の内容の「協力し合って楽しい学級生活をつく
る」など，特別活動と道徳の目標や内容は共通してい
る点が多くあります。
これは，同学年や異学年の友達，地域や施設などの
多様な人々，自然などとふれあう特別活動における望
ましい集団活動や体験的な活動が，道徳性を養うため
の重要な場になっているからです。
道徳の時間は，資料などを通して例えば「協力とは何
か」を考えますが，特別活動では，「協力するためには，どう
したらよいか」について話し合い，決めたことを実行しま
す。その上で活動を振り返り，「協力とは何か」について
考えることができるようにするのです。
今，学校には，キャリア教育，保健や食育などの健
康教育，人権教育，福祉教育，環境教育，法教育，防
災や防犯などの安全教育，情報教育など，様々な教育
の充実が求められています。
これら各種の「○○教育」は，学級活動の共通事項
で示した内容として，授業で取り上げることができま
す。また，児童会活動や学校行事として，関わりの深
い活動を多様に展開することもできるなど，特別活動
の果たす役割が期待されています。
これらを取り扱う際は，特別活動の目標や特質に即
して活動できるようにします。また，適切な授業時数
を充てるなどして年間指導計画に位置付け，指導しま
す。
小学校学習指導要領では，第1章　総則の「生徒指
導の充実を図る」ことについて，あえて第6章 特別
活動でも重ねて記述し，強調しています。
また，生徒指導提要（平成22年3月 文部科学省）
には「学級活動などの特別活動は，集団や社会の一員
としてよりよい生活や人間関係を築き，人間としての
生き方について自覚を深め，自己を生かす能力を養う
場であり，生徒指導のための中核的な時間となると考
えられます。」とあります。
このように特別活動は，自己指導能力や自己実現の
ための態度や能力の育成をねらいとする生徒指導を推
進する上で最も関わりの深い教育活動なのです。特に
学級活動（2）は，かつて学級指導（学級で行う生徒
指導の授業）と言われたように，重要な学習です。
生徒指導の中核的な時間です
道徳教育に役立ちます 各種の「○○教育」に期待されています
議題「どうぞよろしくの会をしよう」（3学年）を例に
●議題の提案へつながる児童のつぶやきなどを見付け，
助言することで，問題を発見する視点を伝えます。
【議題の集め方】
●議題ポストへの提案から。
●朝の会や帰りの会で，話題になったものから。
●学級日誌などに書かれていることから。
●係活動や当番活動の感想から。
●代表委員会や各委員会などの児童会から依頼されたこ
と，又は学級から児童会に提案したいこと。
小学校学習指導要領解説 特別活動編 Ｐ59参照
小学校学習指導要領解説 特別活動編 Ｐ29参照
小学校学習指導要領解説 特別活動編 Ｐ24参照
問題の発見
Ｃ「クラス替えをしたから，みんなのことを知って
　   早く仲よくなれるような集会がしたいな。」
Ｔ「なるほど。議題ポストに提案してごらん。」
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●提案された議題の中から，取り上げる議題を選びます。
●選ばれなかった議題の取扱いについて提案者に伝えます。
【児童に任せることができない内容】
●個人情報やプライバシーに関わること
 （例）個人情報の公開，など
●相手を傷付けるような結果が予想されること
 （例）個人を責める内容，人権に関わる内容，など
●教育課程に関わること
 （例）時間割の変更，学級単独での遠足，など
●校内の決まりや施設・設備の利用に関わること
 （例）体育館等の使用，菓子の飲食，など
●金銭徴収に関わること
 （例）プレゼント代の集金，など
●健康・安全に関わること
 （例）危険を伴うゲーム，など
●活動計画は計画委員の児童と教師で作成します。学級
会を進行する上で活用できるように具体的な内容にし
ます。
【計画委員会で話し合うこと】
●提案者の思いを生かして提案理由を明確化する
●「学級会で話し合うこと」（話合いの柱）を決定する
●役割を分担する
●進め方，気を付けることを確認する
【提案理由に入れる内容（例)】
1 現状の問題点
  （今，こうなってしまっている）
2 考えられる解決の方法
  （こうすることで）
3 解決後のイメージ
  （こうしたい，こうなりたい）
活動計画の作成（計画委員会）
Ｔ「1時間かけて全員で話し合う必要があるのは，
　　どのようなことでしょう。」
Ｃ「学級会では，どんな遊びをするか，どんな係が
　　必要か，などについて話し合おう。」
3
小学校学習指導要領解説 特別活動編 Ｐ36参照
議題の選定（計画委員会）
Ｔ「学級の全員に関係があって，今やるべき議題は
　　どれでしょう。」
Ｃ「そう考えると，今回は『どうぞよろしくの会を
　　しよう』がいいね。」
2
問題の意識化
Ｃ「今度の学級会で，どんな “どうぞよろしくの会” 
　　にしたいか話し合おう。」（計画委員）
Ｔ「学級会ノートに自分の考えを書いておきましょう。」
4
次のページ　学級会へGo!
【計画委員会の準備】
●学級会ノートを配布し，各自が自分の考えを記入しま
す。教師は助言や励ましの言葉を書いて返し，自信を
もって発言できるようにします。
●事前に議題や提案理由，話し合うことなどについて学級
会コーナーに掲示し，共通理解を図ります。
●必要に応じてアンケート結果をまとめた資料などを用意
し，議題への切実感を高めます。
●計画委員会の児童は，教師の
指導の下，司会や記録の仕方
の確認などの準備をします。
※初めは教師が助言したり，ときには
　例示したりすることも必要です！
※計画委員は輪番制で行い，全員が経験できる
　ようにします。
特別活動に期待されることって何？
　学級の諸問題について話し合って解決する活動
を通し，望ましい人間関係や社会参画の態度を育
てます。また違いや多様性を超えて，〝合意形成を
する言語能力〞の育成を図ります。
学級活動（1）  学級や学校の生活づくり
学級会をどう指導するの？
学級会の事前の指導は？
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まとめる（きめる）⬅ くらべ合う ⬅ 出し合う    まとめる（きめる） ⬅ くらべ合う ⬅ 出し合う
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ゲームをしながらみんな
の名前を覚えたいな。
まだよく知らない友達がいる
から，ただゲームをするんじゃ
なくて，自己紹介してからやっ
たほうがいいと思う。
「教師の指導・助言」のタイミング
学級活動ノートの活用
?????????
?????????
?
????
?
??
?
?? ??
●人権を侵害するような発言があったときや話合いが混
乱したとき，提案理由や話合いのめあてからそれたと
きなどは，その場で指導・助言を行います。
●司会の児童だけではなく，全員に対して助言し，学級
全体の話合いの力が高まるようにします。
●低学年などにおいて，初めに教師が話す時間をとって
いる場合には，提案者の思い等を確認することが考え
られます。
めやすの時間は？
●めやすの時間を示し，時間を意識して話
し合うことができるようにします。
●重点を置く内容により多くの時間をかけ
られるようにします。
「話し合いのめあ   　て」の設定は？
●必要に応じて，計画 委員会で「話し合いのめ
あて」を設定してお くことが考えられます。
●合意形成のための よりどころやそのための
話合い方などのめ あてを設定します。
学級会の「議題」は？
●本時だけでなく，事前から事後までの一
連の流れを議題と捉えます。
提案理由とは？
●｢何のために話し合うか」を明確にし，
事前に共通理解を図ります。
　※P7【提案理由に入れる内容（例）】を参照
●学級会の前に書き，自分の考えをもって話
合いに臨むことができるようにします。
●事前に教師が目を通し，提案理由からそ
れた意見は，個別に指導しておきます。
●4月から継続的に使用し，学級会だけでな
く，活動後の振り返りも記入できるよう
にします。また，活動内容（2）のワーク
シートなどを貼ることも考えられます。
短冊の活用
●事前に議題等を，厚紙や短冊黒板等を活
用して学級活動コーナーに掲示しておき
ます。それをそのまま学級会で黒板に貼
り，使うこともできます。
「決まっていること」の提示は？
●集会の場所や時間，決める遊びの数などの「条
件」を明確にします。
●ホワイトボードなどに書いて掲示しておき，話
合いのときにそのまま使う方法もあります。
「話し合うこと」の設定は？
●45分間かけて話し合う価値のある内容に絞ります。
●基本的には，「何をするか」「どのようにするか」「係
分担はどうするか」の三つの大きな課題を話し合いま
す。（議題によっては二つに絞って話し合うことも考
えられます。）
●発達の段階を踏まえ，「どのようにするか」に重点を置
きます。
●｢何をするか」については，学級活動コーナーに掲示
するなど，事前に考えを出し合っておき，本時は賛
成・反対の「くらべ合う」から行う方法もあります。
●提案理由や話合いのめあてに沿って，自分の考えを自
分の言葉で発表できるようにします。
●前回の学級会と比べてよかったこと
●次回の学級会に向けての課題
●司会グループへのねぎらい
上記の3点についてコメントするとともに，実践
への意欲を高める声掛けを行います。
終末の「先生の話」のポイント
○なかよくしよう集会を
しよう
○係を決めよう
○学級の歌をつくろう
○みんなで遊ぶ日の約束
を決めよう
○スポーツ集会をしよう
○雨の日の過ごし方を考
えよう
○仲よし学級の２年生と
もっと仲よくなろう
○楽しいバスのレクリ
エーションを考えよう
○学級ボールの使い方の
やくそくを決めよう
○交流遊びの計画を立て
よう
○計画委員会を中心に適
切な議題を自分たちで
選択する。
○計画委員会で話し合う
事柄や順序などについ
て話し合うことができ
るようにする。
○事前に考えてきたこと
について，理由を明確
にして話すようにす
る。
【関心・意欲・態度】
•学級生活の充実と向上
に関心をもち，計画委員
会の活動や話合いの準
備などに，意欲的に取り
組もうとしている。
【思考・判断・実践】
•議題について自分の考
えをもち，計画委員会
の運営や話合いの活動
計画について考え，準
備して●●。
【知識・理解】
•計画委員会●●●●●
●●仕方など，●●●
●●●●●●●る。
【関心・意欲】
•司会や●●●●●●●
●●●●●●●。
予想される議題例 指導上の留意点
＜話合い活動＞
活動形態別の評価規準
?
??
???
② 年間指導計画
年間指導計画の活用
(※平成23年11月国立教育政策研究所「評価方法等の工夫改善のための参
考資料【小学校　特別活動】」より）
●活動内容（1）に示している「なかよくしよう集会をしよう」は，あくま
でも予想される議題例です。本事例は学級の実態や児童の思いから，「ど
うぞよろしくの会」という議題にして話し合ったものです。
思考の可視化・操作化・構造化
●意見を短冊に書き操作しながら，分類・整理して比べやすくします。
●賛成・反対マークを，色を変えて貼るなど，話合いの過程が分かるよ
うにします。
●｢出し合う→くらべ合う→まとめる（決める）」の話合いの流れが分かるよ
うに示し，見通しをもって時間内に決めることができるようにします。
提案理由のことを
もう一度確かめま
しょう。
　計画委員会への事前の指導は積極的に行いますが，学級会では児童の話合いを見守ることが基本になります。
適切なタイミングで指導・助言を行いながら，児童が自分たちでよりよい集団決定ができるようにします。
学級活動（1）  学級や学校の生活づくり
学級会をどう指導するの？
学級会の時間の指導は？
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●互いの活動の進み具合や，お願いしたいことなどを連絡
し合うことで，活動意欲を高めます。
●準備は大切な集団活動です。進んで活動している係を称
賛するとともに，活動が滞っている係や児童には，仕事
の内容を明確にするなど，個別に助言します。
●学級会の時間に余裕がある場合は，学級会の中で役割分
担まで決めることもできます。
係活動コーナーに掲示するポスターは，係ごとに形や色を
工夫し，係の内容やアピールを書きます。話合いや活動等を
生かして，書き加えたり修正したりすることも大切です。
自主的な活動ができるように係活動ロッカーを設置しま
す。（※P20「係活動コーナー」参照）
自分の係だけではなく，学級の係全体が盛り上がるよう
にアイデアを出し合える係ポストを設置したり，朝の会や
帰りの会で取組を報告し合ったりすることも効果的です。
また，係活動発表会を行うことによって，係ごとのよさ
を認め合ったり，改善策や係相互の協力関係が生まれたり
して活性化が図られます。
当番活動は，学級の生活が，円滑に運営されていくために学級の仕事をみんなで分担し，担当し
なければならない活動で，学級生活の充実に資するものとも言えます。
それとは違って，係活動は，児童がその仕事を見いだして創意工夫し，学級の生活をより主体
的，自主的で豊かなものにしていく活動で，学級生活の向上に資するものです。
年度始めの時期に，係活動と当番活動の違いをはっきりと意識させる指導が必要です。低学年で
は，当番的な活動の中から，工夫が広がるような言葉掛けが大切です。
係の種類や活動内容については，係ごとに考えたり，学
級会等で話し合ったりして創意工夫して取り組めるように
します。
●実践でも，話合いのときの提案理由に立ち返り，めあて
をもって活動できるように助言します。
【どうそよろしくの会（例）】
①始めの言葉
②歌
③名し交かん
④ゲーム
　•わたしはだれでしょうゲーム
　•なんでもバスケット
⑤感想発表
⑥先生のお話
⑦終わりの言葉
バースデー係
活動で
大事なのは
創意工夫
当番活動とは
違う活動
学級生活を豊かにするために，自分が役割を果たせる活動の場が見付かり，自己有用感が高まります。
学級のために働くことに喜びを感じる活動を通して，勤労奉仕の大切さや意義を理解できます。
係の活動が友達づくりのきっかけになり，協力や信頼に基づく友情を大切にする意識が高まります。
協力して
学級生活を
楽しくする
活動
発達の段階による指導上の留意点は？
低学年では，自分たちでできる仕事を見付け，仲よく助け合って活動します。当番的な
活動を含む場合もあります。
中学年では，楽しい学級生活をつくるために工夫し，協力し合って意欲的に活動しま
す。当番活動とは明確に分化して行うようにします。
高学年では，自分のよさを積極的に生かし，豊かな学級生活をつくるために工夫し，信
頼し支え合って活動します。
(※平成23年11月国立教育政策研究所「評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学
校　特別活動】」参照）
♥毎月1日にその月のたん生日をお
いわいします。
♥バースデー係から手作りのプレゼ
ントをわたします。かざり係にとく
べつなかざりつけをしてもらった
り，あそび係に学級のみんなで遊
ぶ計画を立ててもらったりして，一
人一人のたん生日をもり上げます。
個人や集団の頑
張りを称賛し，
児童が
自信をもてるよ
うにします。
特別活動の評価の観点は，育てたい資質や能力などに即
し，各学校で設定します。
文部科学省からは
●集団や生活への関心・意欲・態度
●集団の一員としての思考・判断・実践
●集団や生活についての知識・理解
の三つの観点が例示されています。
このうち「集団の一員としての思考・判断・実践」の
「実践」とは，思考・判断したことを表現するにとどまら
ず，実践することまでを評価の対象としていることを示し
ています。
このように，特別活動の評価は「なすことによって学
ぶ」という，特別活動の基本的性格を踏まえた視点を大切
にして，指導に生かせるようにします。
評価について
振り返りを生かして
次の活動へ！
新たな議題の提案
よりよい生活づくりを目指して
●よさを見付ける視点について指導し，自分の言動を振
り返る自己評価や，互いによさを認め合う相互評価を
取り入れ，成果と課題について整理します。
●個人の評価は積み重ねて，自己の変容を振り返る資料
とします。
●全体についての成果と課題は学級活動コーナーに掲示
し，次の活動へ生かせるようにします。
●学級便り等を通じて，家庭にも活動の様子や成果を伝
えることで，理解が得られるようにします。
●事前･本時・事後の一連の活動を終えるたび
に振り返り，次に生かすことで成長すること
ができます。
メンバー
●● △△ ◇◇
○○ ▼▼
実践の準備
Ｃ「決まった役割の分担を決めよう。」
Ｔ「係ごとに，予定を立てて協力して準備をしましょう。」
Ｃ「みんなが楽しくなるように工夫しようね。」
1
一連の活動の振り返り
Ｃ「友達のよいところをたくさん見付けることができ
ました。」
Ｃ「提案理由を意識して，新しい友達ととても仲よく
なれたので，やってよかったです。」
3
学級会で決まったことの実践
Ｃ「提案理由を意識して，みんなで楽しくやろう。」
Ｃ「時間にも気を配って進めよう。」
Ｃ「　　さんは，ふだんはおとなしいけれど，声が大
きくて司会が上手だな。」
2
???????
??
係活動をどう指導するの？
学級活動（1）  学級や学校の生活づくり 学級活動（1）  学級や学校の生活づくり
学級会をどう指導するの？
学級会の事後の指導は？
　係活動は，児童の力で学級生活を豊かにす
るために，自分たちで話し合って係の組織を
つくり，全員でいくつかの係に分かれて自主
的に行う活動です。
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5年生になって4 25
ほご者の願い
みんなの願い
• 学校図書館を利用して
• 家庭学習を計画的に
（自主勉強ノートを！）
• 学級会や児童会にてい案を
• 朝運動に取り組んで
• 読書計画を立てて取り組んで
どんな目標が考えられる？
カードに書きましょう
自分の目標を決めよう！
林間学校
新しい友達
委員会活動
陸上大会
楽しみなこと
新しい勉強
友達
陸上大会
委員会活動
心配なこと
高学年らしく
進んで勉強
協力する子
明るく元気
こんな5年生に
仲がいい
協力できる
楽しい活動
明るく元気
どんな学級生活にしたいか
5年生の学習・生活とは？
• 新しく家庭科，外国語活動が
　始まる
• 委員会活動が始まる
• 高学年としての役わり
（6年生を助けて）
• グループ新聞コンクール
  など活発に
• 　　 大会がある
• リーダーの機会がふえて
  不安
楽しみなこと
心配なこと
いろいろな目標が考えられるんだな。○○さんが
考えている目標は，ぼくのと似ているな。
よし，自分はこの目標で頑張っていこう。
ここまで頑張ることができたわ。
ちょっと自信が付いてきたな。
ぼくもついに高学年の仲間入りだ。
楽しみだけど，ちょっと不安だな。
学級活動（2）の本事例以外の，友達へ
の接し方などの人間関係，家庭学習を含
めた基本的な生活習慣や当番活動等の
役割と働くこと，食習慣や健康・安全への
取組，学校図書館の利用などについても
自己の目標を決めて取り組めるように
し，健全な生活態度を育てます。
本事例以外の題材でも…
つかむ問題意識をもつ さぐる 見付ける 実行する決める
事前指導 事後指導本時の展開
児童には，5年生になって楽しみなこ
とや，心配なことについて尋ねます。
また，保護者にも「こんな子に育って
欲しい」という願いや，担任へ望むこと
などについて尋ねます。
学級会の役割や意義などを再確認し，
前年度までの学級会の様子や，これから
やってみたいことなどについて話し合
い，学級会への実践意欲を高めます。
児童・保護者にアンケート等を実施し，
本時で提示する資料を作成します。
児童や保護者等のアンケート結果や児童
との話合いを基に，「目指す5年生像」
（学級教育目標）を設定します。
この際，「理想の学級・学校生活」に関
するアンケートもまとめておきます。
「目指す5年生像」（学級教育目標）を教
室の前面などに掲示します。
アンケートの結果（楽しみなこと・心配
なこと）を基に，「期待や不安」につい
て話し合います。
各自，目標に取り組みます。
各自の個人目標や「目指す5年生像（学級
教育目標）」について，定期的に振り返る
時間を設け，よりよい方法を話し合うよ
うにし，実践意欲の継続化を図ります。
アンケート結果や本時で話し合った「理
想の学校・学級生活」については，壁面
に掲示しておきます。
家庭と連携し，日常生活での意識化を図
ります。
目指す5年生像や理想の学校生活などの
話合いを参考に，児童が自ら努力する目
標を自己決定できるようにします。
目標は，カード等に記入し，掲示できる
ようにします。
（カード例）
例えば，「生活」「学習」「運動」の欄を設けま
す。「  」（空欄）を作り，そのほかの目標を加え
られるようにすることも考えられます。
目標に向かって，互いに励まし合って取
り組んでいけるよう助言します。
私だけじゃなくて，友達も楽しみなこと
や心配なことがあったんだ。少し安心し
たな。
資料を基に「理想 の5年生の学
級・学校生活」や 「新しい教科の
学習」「高学年とし ての心構え」な
どについて話し合 います。
事前に設定した「目 指す5年生像
（学級教育目標）」 や担任の方針な
ども具体的に説明 し，安心感や期
待感を高めるよう にします。
学級会や児童会活 動のオリエン
テーションも取り 入れます。
初めての委員会。新しい学 習も始まる。家の人
などの願いを考えると，み んなと協力しながら
楽しい学級・学校生活をつ くっていきたいな。
「目指す5年生像」
（学級教育目標）を設定する
5年生の期待や不安
について話し合う
よりよい学級生活や学習にするための
自分の目標を決める
実践と評価を繰り返しながら，
目標の実現を目指す
「理想の学　  級生活」
について話し  　     合う
「やらされていることには本気で取り組まない」「願わないことは叶わない」「内省のないところに成長はない」こ
のことを踏まえ，自分たちで目標をしっかり定め，反省と改善を繰り返しながら追求できるようにすることで集団
も個人もよりよく成長させたいものです。新生活等への期待や不安が折り重なる年度当初は特に大事です。
児童が，よりよい「理想の学級・学校生活や学習」について話し合い，これを基に各自が自分の目標を決めて，
集団として協力し，個人として努力しながら前向きに取り組めるようにすることは，児童の大きな成長につながり
ます。
願わないことは叶わない学級活動（2）  日常の生活や学習への適応及び健康安全
ア　希望や目標をもって生きる態度の形成
題材「5年生になって」（5学年）の例
目標をもって生活できるようにするには？
例えば「学級・学校の生活や学習に希望や目標をもって取り組む態度を形成する」ためには
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　日常の生活上の課題は，始業前などに20分程度の時間を設け計画的に指導する
とよいでしょう。その際に「こうしなさい」と教えるのではなく「あなたはどうす
るの」と問い掛ける指導にします。特に重要な課題は45分間の授業として取り上
げます。その際は，効果的な資料の活用，養護教諭，栄養教諭，学校栄養職員，地
域の講師などとの協力的な指導の工夫が効果的です。
自分の生活を
もっとよくしたい生活上の課題をどう授業にするの？
例えば「望ましい食習慣を形成する」ためには
バランスのよい食じ1 23
• 頭のはたらきをよくする
• 力のもとになる
• つかれにくくなる
• かぜをひかない
• おなかをそうじする
• 目がつかれにくい
• きん肉をつくる
• ほねを強くする
• すきなものはあとから食べる
• 少しでもかならず食べる
• あじつけをくふうしてもらう
• すきなものといっしょに食べる
• がんばりカードに書こう
きらいな食べものアンケ トーのけっか
野さいがきらいな人が多い
どうしてバランスよく食べる           といいの？           
にがてなものを食べるくふうを話し合おう
自分ががんばること
がんばりカード　名前
?
 ?
 ?
　児童の問題意識を高めるた
めに，アンケート結果，実物
や写真などを活用します。
　絵や図を効果的に配置する
など，学習の流れが分かるよ
うに板書計画を構造化します。
　課題別グループで話し合う
などして，個々の考えを深め
たり，広めたりします。
　具体的な実践方法を
自己決定できるように
します。
にんじん
ねぎ
シイタケ
ブロッコリー
しそ
ピーマン
セロリ
0  　　　　5  　　　　10 　　　　15
さぐる
展開例
「ウ 望ましい人間関係の形成」
の例  
題材例：すてきな言葉
1．とても気持ちのよい言葉が増え
ていますね。
2．嫌な言葉を言われたことがあり
ますか。
3．どんな言葉が気持ちがよいのか
考えてみましょう。
4．それぞれができることを決めて
目標を立てて頑張りましょう。
つかむ 見付ける 実行する
課題をつかむ 原因を追求する 解決方法を考える 決まったことを実行する
ここに原因があるんだな。 こんな解決方法もあるのか。
こんな問題があるのか，
なんとかしなくちゃ。
決める
個人目標を自己決定する
自分は，
このめあて・方法で
やってみよう。
自己決定したことを努力してやってみます。
1週間程度やってみて，実践状況を話し合います。
帰りの会などでも実践を振り返ります。
???
???
??? ????
給食のときも
努力することが
大切なんだな。
とてもよく
頑張っているね。
○○するともっと
よくなりそうだね。
○○さんは今日の給食で
苦手な野菜をとてもよく
頑張って食べていました。
■定期的に振り返りの時間を設け，
　実践意欲の継続化を図ります。
■学年，学級便り等を通して家庭と
　連携し，日常生活での意識化
　を図ります。
アンケートや調査結果
を活用し，自分自身の
問題として捉えられる
ようにします。
写真やビデオ映像など
も資料として活用でき
ます。
原因を整理して，解決
に向けての方向性を
はっきりとさせます。
改善の必要性を実感
し，改善すべき点に気
付くようにします。
強い決意をもって，個
に応じた，具体的な実
践方法やめあてが決め
られるようにします。
自分の力で実現可能で
自己評価できる内容に
します。
資料を活用して必要な
情報を提示します。
児童の情報交換の場を
つくります。
みんなで話し合い，協
力して自己決定へと向
かっていけるようにし
ます。
??????
学級活動（2）  日常の生活や学習への適応及び健康安全
キ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
題材「バランスのよい食事」（3学年）を例に
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???
 ?????
??????
??
???????????????
??????
??????????
 ?
????????????????
??????
 ?
???????????????6-1
??????
?????????????
6-2
??????
????? ?????
5-1
??????
????
5-2
???????
???????
???????
??? ?????? ? ??
　朝の時間などを利用
して，クラスで話し合っ
たことを持ち寄り，整理
しながら，よりよいもの
を決めていきます。
?????????????????
?? ???????????? ??? ????????? ?
　　　　  代表委員会　活動計画
４　役割分担とめあての決定
 　年間計画の作成
５　運動会に向けて
６　運動会の反省
 　学校生活の諸問題について
７　各委員会からの活動報告
１　クラブ発表会の計画
２　６年生を送る会の計画，準備
３　１年間のまとめ
 　次年度に向けて
　　１年生を迎える会について
児童会
ポスト等
活動計画
より
議題を
選定する
話合いの
計画を
作成する
内容や方法を
集団決定する
決定したこと
を知らせる
全校で
実施する
活動を振り返り
次に生かす
●学級活動の経験は，児童
会活動の充実につながり
ます。
●児童の思いやアイデアを
生かします。
●低学年・中学年の意見も
反映できるように工夫し
ます。
　代表委員会の計画や準備等を行い円滑に運営する組織として，児童会計画委員会
を設置し，その代表委員は適宜交代して経験できるようにします。なお，委員会の
所属は，通年制で行います。
代表委員会
委員会代表
児童会計画委員会
学級代表 クラブ代表
年間指導計画に基づい
て， 児童の活動計画の作成
を支援します。
「この学校をよくするため
には君たちの頑張りが必要
だ」などと期待感を伝えるよ
うにします。
　クラブ活動は，楽
しみにしている大好
きな時間なんだ。
　活動計画に基づいて，同学
年や異学年の友達と仲よく協
力して創意工夫をしながら，
活動を楽しみます。
（2）クラブを
楽しむ活動
　クラブ発表会で，全校の児童
や地域の人々に成果を発表し
ます。そのほか学校行事や全
校集会での発表や一定の期
間，校内放送，展示，実演などの
方法で発表することも考えら
れます。
（3）成果の発表 　クラブ活動における適切
な授業時数は，クラブ活動
の目標が十分に達成され，
三つの内容が行える時数で
す。時間割に明確に位置付
け，継続的に活動できるよう
にします。
　「自分のよさを生かせるものや
興味のあるものは何だろう？」
「どんな活動をしてみたいかな？」
という児童の思いを大切にし，　
決定します。
設置と所属
　年度末のクラブ発表
会をはじめとした「クラ
ブの成果の発表」は，次
年度の設置希望の調査
に活用することもでき
ます。
　クラブに所属する児童全員
の話合いによって，活動の内
容や役割分担などの計画を決
めます。
（1）計画と運営
　教師が作成した
指導計画に基づ
き，児童が協力し
て活動計画を立て
ます。
　外部講師を活用する
ときは，事前に十分な打
合せを行い，クラブ活
動のねらいをしっかり
と理解してもらうよう
にします。
○楽しい雰囲気の中で，同好の集団としての仲間意識をも
高め，実験科学クラブへの意欲を高めるようにする。
○リーダーシップやメンバーシップを意識させ，役割分担
の必要性に気付かせ，異年齢集団による自発的，自治的
な活動が効果的に展開できるようにする。
○一人一人の思いや願いを大切にし，全員が意欲的に取り
組める実験や制作を考えられるようにする。
○みんなが楽しめる実験や制作を話し合い，実践できるよ
うにする。
○クラブ発表会に向けて，発表内容や，方針などの計画を
考え，協力して準備できるようにする。
???
 
?    ???
?          ???
予想される主な活動
〈年間指導計画〉
○クラブの計画や運営
・はじめの会
・年間活動計画，組織づくり
・異年齢を基にしたグループ編成
○クラブを楽しむ活動
　◦実験や制作の計画を立てる。
　◦実験や制作をする。
　◦実験や制作を振り返る。
・学期ごとの振り返り
○クラブの成果の発表
・クラブ発表会
指導上の留意点
児童会活動と同様に，
年間指導計画に基づい
て， 児童の活動計画の作
成を支援します。
「クラブ活動は，児童
の創意工夫で楽しむ活
動」であることを伝えま
す。
（1）児童会の計画や運営 （2）異年齢集団による交流 （3）学校行事への協力
　みんなが楽し
めるような計画
をつくり，発表会
を目指して頑張
ります。
　代表委員会と各種
委員会を並行して実
施することは避け，そ
れぞれの役割が果た
せるようにします。
　先生の指導を受け
ながら，自分たちで年間
の活動計画を立てまし
た。よりよい学校をつく
るために，先頭に立って
頑張りたいです。
クラブ活動をどのように
児童の活動にするの？
児童会活動をどのように
児童の活動にするの？
　クラブ活動では，主として第4学年以上の共通の興味・関心をもつ
児童によって組織されます。年間，学期ごと，月ごとなどに適切な授
業時数を確保するようにします。どの学年のメンバーも楽しめるよ
うに工夫することを通して，豊かな人間性，社会性を育てます。
　児童会は，全児童によって組織しますが，運営
は主として高学年が行います。代表委員会，委員
会活動，児童会集会活動の三つの形態があります
が，ここでは，代表委員会について説明します。
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 ４月　    ５月　    ６月　    ７月　 ８月　 9月　  　   　10月 　    11月　    12 月　    １月　    ２月　    ３月
?????????????????????? ?????????????
仲間体験，感動　　体験，本物体験 !!
?
?????
?
?
???????
学校行事の充実は，学校生活に彩りを与えて豊かな　　ものにし，家庭や地域の信頼を得ることにつながります。
儀式的行事
清新な気分を味わう
文化的行事
文化や芸術に親しむ
健康安全・体育的行事
健康な心と体，安全な生活をつくる
遠足・集団宿泊的行事
友情を深め，助け合うことの大切さを知る
特色ある学校づくり
●学校行事は，各学校の創意工夫を生かしやすく，特色ある学校づくりを進める上で有効な教育活動です。
何を学ばせたいかを明確に示し，教師全員がそれを理解して指導に当たることが大切です。
●地域や保護者のニーズ，児童の実態，教師の教育観などから，毎年新鮮な目で学校行事を見直し，改善
を図るようにする必要があります。
言語活動の充実
●体験活動を通して気付いたことを振り返り，まとめたり発表したりする活動を充実させることが言語力
の育成につながります。
●その場限りの体験活動で終わらせることなく，活動の節目にも，話す，聞く，読む，書く，などの活動
を意図的に取り入れていくことが大切です。
体験活動の充実
●体験活動を通して，公共の精神が養われ，集団活動を行うのに必要な生きて働く知識や技能が身に付いて
いきます。
●集団宿泊活動では，学校の実態や児童の発達の段階を考慮しつつ，自然体験や社会体験などについて，
一定期間（例えば1週間（5日間）程度）にわたって行うと効果的です。
自主性・協調性の育成
●学校行事は教師が意図的，計画的に実施しますが，必要に応じて児童の発意・発想を効果的に取り入れ
ることにより，児童の自主性を育むことができます。
●様々な学校行事を通して，児童の所属感や連帯感が高まり，愛校心が育まれていきます。こうした集団
意識が，協調性の育成につながり，学級経営の充実にも直結します。
異年齢集団による交流
●学校行事は，学年や学校を単位として活動を行いますが，できるだけ複数の学年の児童が参加できるよ
うに工夫することにより，異年齢の他者ともよりよい人間関係を築くことができるようになります。
●高学年ではリーダーシップや思いやりの心が育ち，低学年では上級生に対するあこがれの気持ちが育ち
ます。
家庭や地域との連携
●学校行事は，多くの地域の方々や保護者の参加を得られるように工夫することで，学校で生き生きと学
んだり生活したりする児童の様子を見てもらうよい機会となります。
●積極的に家庭や地域の諸団体と連携を図ったり，地域の施設を活用したりすることにより，効果的な体験が
できるようにします。その際，「綿密な打合せ」や「ねらいや成果などの情報発信」を心掛けるようにします。
勤労生産・奉仕的行事
人の役に立つことの喜びを知る
『小学校学習指導要領』
　　　　P114～115参照
　これは，ある学校の例で
す。学校行事においては，
各教科等で身に付けた力が
役立っていることを，児童
に実感できるようにするこ
とが大切です。
どの学年においても 5種類
全ての学校行事を行えるよ
うに計画します。
学校行事で学校生活をどのように豊かに　　するの？
～地域や自然との関わり，文化や人との触れ合い，
　その中で生まれる強いつながりや深い感動は，一生の宝物～
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ぎだいポスト
提案用紙
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マーカー
画びょう
はさみ・テープ 等 色画用紙
板書道具
名札
ラミネ トーカ ドー おり紙
画用紙
板マグネット
カラーマグネット
?
??
?
??
?
??
?
??
???
係ポスト
係活動コーナー
ニュース係 バースデー係 かざり係
学級活動コーナー
の  り カラーペン
えんぴつ
そうじ当番 ◎月の給食献立
日直の仕事 日直
給食当番
仲間のキラリ
最後まで
やりぬく子
優しく
関わる子
元気に
活動する子
今月の
保健目標
今月の
生活目標
　　のきまり
　　だより
?????????????????????????
もぞう紙
?
??
?
?
?
?
???
?
??
??
 ??????
自発的，自治的活動を活性化させる工夫（学級活動・児童会活動・クラブ活動）
 4月　　5月　　6月　　7・8月　　9月　　10月　　11月　　12月　　1月　　2月　　3月
??
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
　係活動を活性化し，充実を
目指します。係ごとに工夫を
凝らし，みんなが見やすいよ
うに工夫します。
　各係のポスターは，係名や
メンバーの名前，活動の内容
やアピールポイントなどを書
きます。
係活動コーナー
　話合いに向けて見通しをも
てます。短冊などに書いてお
けば，そのまま学級会の黒板
に移動して使えます。
次回の学級会の予告
　議題を見付けたり提案した
りする力が育ちます。
　取り上げられなかった議題
も大切にし，どのように扱う
のか返事をするなど提案者の
思いを大切にします。
議題ポストや提案カード
　活動を記録したり振り返っ
たりします。ポストに入ってい
たカ ドーや実践の写真などを
貼ることも考えられます。
係活動ノート
　道具がそろっていると，学
級会や係などを，自分たちで
自由に運営できます。
学級活動用のロッカー
　係活動を学級全員で盛り上
げる意識が生まれ，活動が充
実します。
係ポスト
　委員会活動や代表委員会か
らのお知らせ ( 集会の広報・
代表委員会で決まったこと
等)，クラブからのお知らせ（発
表や展示等）のコーナーを設
置して，児童会活動やクラブ
活動と積極的に関わります。
児童会やクラブからの
お知らせコーナー
　学級会で話し合って実践したことや学校行事の様子など，自分たちの活動を掲示していくこと
で，活動のあゆみを共有し振り返ることができるようにします。このことで学級への愛着や誇り，
学級生活の向上を実感できるようになります。
学級のあゆみ
学級活動（２）の共通事項の指導と関連させた教室掲示
　学校図書館の利用の決まりや読書コーナー
の掲示などと関連させて，学校図書館を活用
する態度の育成について指導します。
オ　学校図書館の利用
　学年が一つ進級すると，学級活動（２）で，「ど
のような○年生になりたいのか」を考えるようにし
ます。学校教育目標や担任の願い，保護者の願い等
に基づいて，学級としての目標（目指す児童像）を
設定します。そして，「どのような○年生になりた
いのか」自分が頑張ることを自己決定します。
ア　希望や目標をもって生きる態度の形成
　生活目標や学校の決まりなどの掲示と関連させて，基本的な生
活習慣に関する実践的態度に結び付く効果的な指導をします。
イ　基本的な生活習慣の形成
　保健目標や保健便り，避難経路などの掲示と関連さ
せて健康で安全な生活が送れるように指導します。
カ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成
　互いのよさを発見する「望ましい人間関係の形
成」の授業や，朝の会や帰りの会での「よいところ
見付け」の取組等を通して，認め合える人間関係を
育てます。取組を視覚化する工夫も効果的です。
ウ　望ましい人間関係の形成
　当番活動などについて，学級活動の授業で取り上げ，単なる与えられ
た役割を果たすだけではなく，働くことの意義の理解につなげます。
エ　清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解
　学級活動の時間に取り上げる食に関する指導では，学校給食を
教材として活用します。その指導においては，給食献立表や関連
の掲示物を効果的に扱うなど，多様な指導方法を工夫します。
キ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
　決まったことが分かると，しっかりと活動できます。
学級会で決まった内容
　自分たちで活動を進められます。
学級会までの流れ
 名前　○○ △
今年の目標
何事もあきらめず，
最後までがんばり
たい。
教室経営の工夫で
特別活動をどのように充実させるの？　
　児童が自発的，自治的に生活向上に取り組んだり，自主的に自分の生活改善に
努力できるようにしたりするために「教室経営の工夫」と積極的に関連を図るこ
とが重要です。
小学校学習指導要領解説 特別活動編  P118～119参照
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　特別活動におけるいじめ予防の役割は，教師や大人が上
からの力でいじめを抑え込むのではなく，児童の力を信じ
て，児童自身でいじめの発端となるトラブルなどの解決が
できるたくましい集団を育てていくことにあります。
　特別活動では，よりよい人間関係を築く力と問題解決力
の育成を目指します。よりよい人間関係のある集団では，
親和的な雰囲気が生まれ，特定の子を継続的に苦しめるよ
うな行為は発生しません。また，問題解決力が育っている児
童であれば，友達同士のトラブルに対して，当事者，あるい
は周囲の友達も巻き込んで，よりよい解決策を見いだそうと
します。いじめにつながるようなトラブルなどに対しても，
教師の適切な指導の下に，自分たちで進んで解決しようとす
る動きが始まります。そのことが，結果としていじめの未然
防止につながるのです。
特別活動の充実で学校はどのように変わるの？
いじめの未然防止につながります
　特別活動では，よりよい学校生活を築こうとする自主
的，実践的な態度を育てます。学校生活上の諸問題を話し
合って解決していく中で，児童は自ら生活習慣を向上させ
ようとしたり，ルールを順守しようとしたりするようにな
ります。それは，自ら学習に取り組む意欲を高め，より学
習した内容が身に付いていくことにつながります。また，
よりよい人間関係の深まりによって，間違いや失敗を恐れ
ず安心して学習に取り組めるようにもなります。そうした
安心感は，のびのびと自己を表現をすることにつながり，友
達と教え合ったり切磋琢磨したりして，互いに学び合い高め
合っていくような学級の雰囲気を醸成していきます。
　（OECDによる「生徒の学習到達度調査（PISA2003）」では，
数学的リテラシー得点について，学校質問紙・生徒質問紙の結果
及び調査問題との関連から，例外なく「学級雰囲気が良好である
程，得点が高くなる」「生徒のモラールが高い程，得点が高くな
る」と報告しています。）
学力向上につながります
　特別活動では，よりよい生活や人間関係を築くために，
児童が自分たちで役割を分担し合ったり，任された仕事の
責任を果たしたりするなど，集団の一員として，集団に寄
与する活動を展開していきます。児童は，その活動過程
で，達成感や充実感を味わい，仲間と互いのよさを認め
合ったり自分の成長に気付いたりするなど，「自分自身の
持ち味やよいところ」や「仲間から必要とされていること」
「自分も役に立っていること」を実感することができます。
　こうしたことを通して，集団の中で自分がどれだけ大切な
存在であるかということを自覚するなど，自己有用感が育ま
れていきます。
自己有用感を育むことにつながります
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今，特別活動が期待されています
　道徳教育の充実に役立ちます
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特別活動の目標や内容には，道徳教育がねらいとす
ることと共通している点が多くあります。
例えば，特別活動の目標の「自己の生き方について
の考えを深め」という部分は，道徳の時間の目標にも
共通に示されています。特別活動においては，集団の
一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする集
団活動を通して，自己の生き方に対する望ましい認識
を育て，集団の中で自己を生かす能力を養います。こ
のことは特別活動と道徳教育が密接に関連している部
分であり，道徳的実践の指導の充実を図る上で特に大
切な部分であると言えます。また，学級活動の低・中・
高学年ごとに示された内容は，道徳の内容の「２ 主と
して他の人とのかかわりに関すること」や「４ 主とし
て集団や社会とのかかわりに関すること」の内容項目
の一部を踏まえています。
①　特別活動における道徳性の育成
特別活動では，様々な集団活動・体験活動において，
児童に多様な道徳性を育んでいます。こうした道徳性
は，道徳的価値の自覚と自己の生き方についての考え
が深まるように意図した指導によって育てられます。
特別活動で道徳教育を適切に行うためには，まず，各
活動や学校行事の目標や内容に含まれる道徳的価値を
意識して指導することが大切です。
②　特別活動における道徳的実践の指導
学級会の提案理由（例えばP９参照）には，話合いか
ら実践までの活動を通して児童が向き合う道徳的価値
などが表現されています。望ましい集団活動は多様に
道徳性を育むことができますが，育てたい道徳性を児
童が意識することで，話合いから実践を通して道徳的
実践の指導を充実させることができます。
児童会，クラブ活動や学校行事についても，育てた
い道徳性を意識することが大切です。集団活動・体験
活動を通して，ねらいとする道徳的価値と自己との関
わりを見つめることができ，集団や社会の中での自己
の生き方を考える上で効果的であると考えられます。
道徳的実践の指導において「私（わたし）たちの道徳」
などの活用は効果的な方法です。例えば，考えさせた
い道徳的価値を焦点化したり，イラストや写真を視覚
的に活用したり，ワークシートに書いたことを共有化
したりするなど，活動内容と関連を図った指導を行う
ことが考えられます。
③　道徳的実践の指導の充実を図る活動の
　　めあての設定と振り返り
特別活動における集団活動や体験活動において道徳
的実践の指導の充実を図るためには，児童が自己の活動
のめあてを設定し，そのめあてを追求し，事後にその取
組を振り返ることができるようにすることが大切です。
その際，教師が，学校で定めた道徳教育の重点を意識で
きるようにしたり，児童がその中から選んで目指したり
することができるようにすることが考えられます。
特に，道徳的実践の指導の充実のために，学習指導
要領で「体験活動を通して気付いたことなどを振り返
り，まとめたり，発表し合ったりするなどの活動を充
実するよう工夫すること」と示されていることを踏ま
え，振り返りの活動を充実する必要があります。その際，
例えば「協力す
ることは大切
だ」 「こ れ か ら
は自分の責任を
果たしていきた
い」など，自己
の生き方につい
ての考えを深められるようにし，そのための振り返り
カードや場づくりを工夫することが考えられます。
④　特別活動と道徳の時間との関連
集団活動や体験活動を通して道徳的実践の指導を行
うことを通して，道徳性を養うことをねらいとする特
別活動と，学校の教育活動全体で行う道徳教育を補充，
深化，統合し，道徳的実践力（内面的資質）を育成する
ことをねらいとする道徳の時間との関連を意識して指
導の充実を図るようにします。
小学校学習指導要領では，第1章総則に「日ごろか
ら学級経営の充実を図り，教師と児童の信頼関係及び
児童相互の好ましい人間関係を育てるとともに児童理
解を深め，生徒指導の充実を図ること。」と学級経営の
充実の必要性を明記しています。さらに，第6章特別
活動でも「学級活動については，〈中略〉学級経営の充
実を図り，個々の児童についての理解を深め，児童と
の信頼関係を基礎に指導を行うとともに，生徒指導と
の関連を図るようにすること。」と重ねて記述し，その
重要性を強調しています。
①　学級経営の中心的な役割を果たす学級活動
学級経営の充実に当たっては，学級生活の充実と向
上に向けて，児童に学級生活に関わる諸問題を見いだ
すことや，自主的に解決することについて適切な動機
を与えることが必要です。また，他者と協力して活動
することの楽しさや成就感を体得できるようにしま
す。そのためには，一人一人の児童が，学級生活の充
実と向上に向けて，友達と協力したり個人として努力
したりしながら，諸問題を自主的に解決していこうと
する実践的態度を身に付けるようにします。学級活動
は，その中心的な役割を担うことになります。
学級活動で育成した自主的，実践的な態度は，児童
会，クラブ活動や学校行事で生かされ，児童会，クラ
ブ活動や学校行事において学校生活の充実と向上のた
めに諸問題を話し合ったり，協力して解決したりする
経験により，学級での様々な活動に反映されます。こ
のように，学級
活動を中心に特
別活動は，学級
経営の充実に大
いに貢献してい
ると言えるので
す。
②　学級・学校の生活づくりが学級経営の
　　充実に貢献
よりよい生活づくりを目指し，児童の自主的，実践
的な態度を育てるために，考えの出し合いで終わるの
ではなく，望ましい集団における活動の実践に向けた
合意形成の話合いや，個人目標の自己決定につながる
集団思考を生かした話合いができるようにします。
学級会の話合いでは，集団として意見をまとめるこ
とが大切で，児童に「折り合いをつけて集団決定する
力」を育てます。そのために，「私」を主語にして多様
な考えを出し合い，互いのよさを生かすように話し合
い，まとめる段階では，「私たち」を主語にして学級全
体のことを考えられるようにします。
また，学級経営上の課題を解決するためには，「（2）
日常の生活や学習への適応及び健康安全」の内容を適
切に取り上げ，様々な問題に対応した指導をすること
が大切であり，その内容に応じて効果的な話合い活動
を工夫します。話合いを生かした集団決定や自己決定
を実践につなげ，その活動を通して感じたことや考え
たことを振り返り，交流し合うことが，よりよい生活
づくりにつながる取組を更に豊かにするのです。
③　人間関係づくりが学級経営の充実に貢献
望ましい集団活動や体験活動において，よりよい人
間関係の形成に関わる目標を設定し，その目標の達成
を目指す活動を繰り返すことによって，生活の充実や
向上，人間関係について考えることができるようにし
ます。
そのためには，まず，目標についての共通理解を図
り，一人一人が個人目標を設定し，達成しようとする
ことを大切にできるように指導を重ねることが必要で
す。また，自らの目標に向かって一生懸命に行うこと
や，目標に向かってよりよく変わろうとすることなど
が，目標の達成に向かう上で大切だという意識をもて
るように指導することも重要です。
さらに，個人の満足と集団の満足は必ずしも一致し
ないことを理解し，みんなにも自分にもよい方法を見
付けようとする心情や態度を育てます。また，個々の
児童が互いのよさや可能性を発揮し，よりよく成長で
きるような「個が生きる集団活動」を展開します。望ま
しい集団活動の中で，長所を発揮し，認められること
で，自信をもったり向上心が高まったりして，自己を
生かそうとす
る態度が育ま
れるのです。
今，特別活動が期待されています 今，特別活動が期待されています
道徳教育の充実に役立ちます
特別活動における学級や学校生活での望ましい集団活動や体験活動は，道徳的実践の指導を充
実する重要な場や機会となっています。
学級経営の充実に貢献します
特別活動において，児童が自主的，実践的によりよい生活や人間関係を築こうとすることは，学級
経営の充実につながります。
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「特別活動と道徳の時間との関連」のイメー ジ図
道徳の時間特別活動
自己の生き方について
の考えを深め道徳的実
践力を育成する
道徳的実践力が具体的
な活動場面で生かされる
特別活動など，学校の教育
活動全体で行う道徳教育を
補充，深化，統合し道徳的
価値の自覚を深める
実践活動・体験活動を
通して道徳的価値に気
付き道徳性が養われる
双方向の響き合い
今，特別活動が期待されています
新しい教育課題に対応する観点から，学校には「◯
◯教育」の充実が求められています。特別活動で「◯◯
教育」を取り上げる場合は，学級活動や児童会活動，
クラブ活動，学校行事など特別活動の全ての内容で行
うことができます。
①　「◯◯教育」の充実に資する特別活動
各種の「◯◯教育」の充実に，特別活動が積極的に活
用できます。そのためには，特別活動の全体計画や各
活動・学校行事の全体計画や年間指導計画に◯◯教育
との関連を示し，全教職員の共通理解を図ることがで
きるようにします。その際，「なすことによって学ぶ」
の指導原理や「児童の自主的，実践的な活動」という特
別活動の特質を踏まえる必要があります。また，次の
ような「特別活動の各活動や学校行事における児童の
活動」を踏まえるとともに，内容相互の関連を図って
実施できるようにします。
ここでは，キャリア教育，食育，人権教育における
事例を紹介していますが，ほかにも関係の深いものと
して，福祉教育，環境教育，健康教育，法教育，防災
や防犯などの安全教育，情報教育などがあります。
■特別活動の各活動や学校行事における児童の活動
ア　学級活動（1）
学級生活を楽しく豊かにするための問題や方法を自
分たちで話し合って集団決定し，友達と役割を分担し
て協力し合って実践します。
イ　学級活動（2）
日常の生活や学習への適応及び健康安全に関する課 
題を解決するために目標や方法を自己決定して，その
実現を目指して実践します。
ウ　児童会活動
楽しく豊かな学校生活をつくるために代表委員会や
各種委員会で話し合い，仕事を分担して実践します。
エ　クラブ活動
共通の興味・関心をもつ異年齢の児童によって組織
された各種のクラブで活動の計画を立てたり，活動を
楽しんだり成果を発表したりします。
オ　学校行事
５種類の学校行事では，全校又は学年を単位として
学校生活に秩序と変化を与える体験活動を行います。
②　キャリア教育と特別活動
学級会で学級生活を楽しく豊かにする諸問題を話し
合って解決したり，委員会活動で学校生活をよりよく
する活動に取り組んだり，勤労生産・奉仕的行事で学
校や地域社会，公共施設等の清掃活動に取り組んだり
することは，人間関係形成能力や情報活用能力，将来
設計能力，意思決定能力などのキャリア発達にもつな
がります。
③　食育と特別活動
学級活動（2）で望ましい食習慣の形成に関わる題材
について学習したり，給食委員会の児童が食事と健康
に関する内容を発表する活動に取り組んだり，家庭科
クラブで野菜を調理する活動に取り組んだりすること
は，食事の重要性や心身の健康，食品を選択する能力，
感謝の心，社会性，食文化という食育の目標に沿って
示された食に関する指導内容を学ぶことにもつながり
ます。
④　人権教育と特別活動
学級会で賛成が少ない意見でも，取り入れることが
できないか考えながら話し合ったり，みんなで話し
合った役割分担に沿って自分の責任を果たしたり，学
校行事で老人ホームや養護施設などを訪問したりする
ことは，多様な人と関わる共生社会の担い手として必
要な人権感覚を育成することにもつながります。
各種の「◯◯教育」に期待されています
各種の「○◯教育」において特別活動に期待されているのは，特別活動が「◯◯教育」に関連する
内容を多く含んでおり，児童が自らの問題として自主的，実践的に取り組めることです。
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日常の清掃活動のほ
か，美化活動，勤労体験
やボランティア活動を学
校や学年を単位として行
います。
各種委員会で全校のた
めに異学年で仕事を分担
し協力して活動します。
学級会で学級生活を向
上させる係を決定し，係
の友達と協力して活動し
ます。
■学校行事
　（5）勤労生産・奉仕的行事
■児童会活動
　（1）児童会の計画や運営
■学級活動（1）
　「イ　学級内の組織づくりや仕事の分担処理」
■学級活動（2）
　「キ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」
■学級活動（1）
　特別支援学級と1年生の交流
■児童会活動
　（1）児童会の計画や運営
■クラブ活動
　（2）クラブを楽しむ活動
■学校行事
　（3）健康安全・体育的行事
当番の仕事を最後まで
やり遂げるための目標や
方法を自己決定して実践
します。
■学級活動（2）
　「エ　清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解」
キャリア教育に関する取組の例 人権教育に関する取組の例
学級活動（2）の「楽しい
給食」という題材で食事の
前のあいさつや会食のマ
ナーについて自己決定し，
実践します。
特別支援学級に１年生を
招待してゲームをしたり自
己紹介をしたりする活動を
通して，特別支援学級のこ
とを知ってもらいます。
調理クラブで，上級生が
下級生に野菜の切り方を教
えながら，野菜サラダ作り
に挑戦します。
学校給食に関わる人々へ
の「感謝の会」で，日頃の感
謝の気持ちを伝え給食に関
する意識を高めます。
食育に関する取組の例
給食委員会で，よく噛む
ことの大切さを全校に知ら
せるために，全校集会で
ペープサート劇や調べたこ
との発表をします。
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■学級活動（1）
　転校する友達とのお別れ会
学級会で話し合った「転
校する友達とのお別れ会」
で，お別れの言葉係の児童
が，自分で考えてきたお別
れの言葉を発表します。
■児童会集会活動（異年齢集団活動）
　いじめをなくそう仲よし集会
いじめをなくそう週間に
代表委員会で「仲よし集会」
を企画し，異年齢でゲーム
をして遊んだり，「いじめ
をなくそう宣言」をしたり
します。
■学校行事
　老人ホームのお年寄りとの交流
学校に隣接する老人ホー
ムを訪問して，学級会で話
し合ったクイズをしたり，
みんなで練習した合奏を発
表したりします。
今，特別活動が期待されています
生徒指導は，児童一人一人が自己を発見し，自己理
解を深め，自己をよりよく生かし，豊かな自己実現を
図ろうとする過程を支援していく機能です。また，生
徒指導のねらいである「自己指導能力」の育成は，実践
的な集団活動を通して体験的に学ぶことが必要とされ
ています。一方，特別活動の主たる目標は，望ましい
集団活動を通して，自主的，実践的な態度を育成する
ことや，自己の生き方についての考えや自覚を深め，
自己を生かす能力を養うことです。こうした目標をも
つ特別活動の取組は，児童の健全育成を目指す生徒指
導の実践そのものと言うことができます。
①　特別活動における生徒指導の実践の場
生徒指導には，「成長を促す指導」 「予防的な指導」
「課題解決的な指導」の三つの目的があります。特別活
動では，特に「成長を促す指導」 「予防的な指導」を担っ
ていると考えられます。
さらに，特別活動において大切にしている自己実現
につながる個人目標の「自己決定」や，他者から認めら
れ，集団の役に立っているという「自己有用感」，それ
を児童全員が感じ取れる人間的なふれあいを基盤とす
る「共感的な人間関係」づくりは，生徒指導においても
重要な取組で，望ましい集団活動を通して行う特別活
動に多くの実践の場があります。
②　「自己決定」の場や機会を設定する
学級活動「（2）日常の生活や学習への適応及び健康安
全」の授業は，生徒指導の機能を生かして「自己指導能
力」を育成するプロセスを大切にした授業だと言えま
す。したがって，授業の終末で個人として努力するこ
とを決める「自己決定」を大事にしているのです。
学級活動（2）の授業において，「教師から提示された
課題を自分の課題として受け止める」 「原因を追求し，
解決への意識を高める」 「解決方法を話合いを通して
考える」 「自己の努力目標を決める（自己決定）」という
一連の指導過程を重視することにより，児童に自己実
現の喜びを味わわせることができるのです。
③　「自己有用感」を育てる
今の児童は，生活体験や社会体験の機会が少なく，
それが課題と言えます。その解決のためには，単なる
知識やスキルの提供だけでは不十分であると言われて
います。自分のよさや得意なことを生かして活動した
り，一人一人が役割を分担し互いに協力して取り組ん
だり，一人一人の自発的な思いや願いを大切にして活
動したりする取組を充実させるようにします。
児童は，学級生活を豊かにする係活動や学校生活を
楽しく満足できるものにする児童会活動，クラブ活動
における活動過程で，達成感や充実感を味わい，仲間
と互いのよさを認め合ったり，自分のよさに気付いたり，
他者の役に立っていることを実感したりします。こう
したことを通して，自分がどれだけ大切な存在である
かを自覚するなど，「自己有用感」が育まれていきます。
④　「共感的な人間関係」を育てる
異年齢の交流活動を効果的に進めるためには，児童
が「楽しい」と感じ，「関わり合う喜び」が獲得できる活
動を設定することが大切です。また，同年齢でできる
活動と異年齢でなければできない活動とを明確に区別
し，児童にどのような場を与え，どのように働き掛け
るかを工夫します。特に，上級生にリーダーシップを
育て，「自己有用感」が実感できるようにするために，
自分の役割を自覚して一生懸命に行動したことが下級
生の役に立った，手本になったと感じられる働き掛け
が大切です。また，下級生のよりよい成長につなげる
ために，上級生のしてくれたことに感謝し，自分もあ
んな上級生になりたいとあこがれをもつことができる
ようにします。
異学年集団活動を通して，望ましい人間関係を学ぶ
児童会，クラブ活動では，学級とは異なる集団の一員
として役割を分担し協力し合う態度を育てることがで
きます。同じく学校行事は，学級の場を超えた全校又
は学年の規模で行われるため人数も活動の場も大きく，
多彩かつ多様な集団活動や体験活動を通して人間関係
を形成する力を育てることができます。いずれも，児
童が異学年で関
わり合う喜びを
感じられるよう
な活動を工夫す
ることが重要で
す。
特別活動では，よりよい人間関係を築く力と問題解
決力の育成を目指します。望ましい人間関係にある集
団では，特定の子を継続的に苦しめるような行為は発
生しにくくなります。また，問題解決力が育っている
児童は，友達同士のトラブルに対してよりよい解決策
を見いだそうとします。
①　いじめ問題の理解と特別活動
『生徒指導提要』（文部科学省，平成22年３月）には，
いじめの構造として「いじめは，いじめる側といじめ
られる側という二者関係だけで成立しているのではな
く，『観衆』としてはやし立てたりおもしろがったりす
る存在や，周辺で暗黙の了解を与えている『傍観者』の
存在によって成り立つのです。日本のいじめの多くが
同じ学級の児童生徒同士で発生することを考えると，
教室全体にいじめを許容しない雰囲気が形成され，傍
観者のなかからいじめを抑止する『仲裁者』が現れるよ
うな学級経営を行うことが望まれます。」と記されてい
ます。
このことから，いじめを未然に防ぐためには，いじ
めを許さない，いじめに負けない学級をつくっていく
ことが大切だということが分かります。また，いじめ
問題は，児童が起こします。その問題を起こす児童相
互の人間関係を望ましいものにしておくことも，忘れ
てはならない重要な取組です。
楽しく豊かな学級や学校の生活をつくる学級活動を
中心とした特別活動には，このような学級の雰囲気を
醸成したり，児童の望ましい人間関係を形成したりす
る機能があります。
②　いじめを許さない学級を生み出す特別活動
学級会でどのような「どうぞよろしくの会」（P７～
10）にするかについて話し合った児童は，みんなで，
会の進行やゲームのお世話，自己紹介のお世話，歌係，
飾り付け係などの役割を分担して集会活動を開きます。
このとき，児童は，
「今まで違うクラス
だった友達のことを
知ったり，もっと仲
よくなったりした
い」という活動の目
標達成に向けて，そ
れぞれの係の友達と協力して自分の役割を果たします。
児童が友達と同じ目標を達成しようと，協力して活動
する過程で児童相互の心的な結び付きは強くなり，望
ましい人間関係が形成されるのです。
このような体験の積み重ねで児童間のきずなが強く
なり，いじめを許さない，いじめに負けない学級の雰
囲気が醸成されてきます。
また，学級活動（2）の「ウ　望ましい人間関係の形成」
では，友達と仲よくするためのよりよい方法や仲直り
の仕方，男女の協力の仕方，互いのよさを見付ける方法，
相手を傷つけない言葉遣い，親友のつくり方など望ま
しい人間関係の形成について，自分に合った解決方法
を自己決定し，実践します。このような学習で形成さ
れた，自ら望ましい人間関係を築こうとする自己指導
能力が，いじめに向かわない児童を育てることになり
ます。
③　心の結び付きを深める特別活動
『生徒指導提要』に「いじめは対人関係における問題
であるという視点に立ち，生徒指導はもとより，特別
活動などの体験学習などを通じて，児童生徒同士の心
の結びつきを深め，社会性をはぐくむ教育活動を進め
る必要があります。」と記されています。このことは，
学級活動の役割と大いに重なります。
また，学級活動の係活動や学級集会活動はもちろん
のこと，異年齢集団による自発的，自治的な活動であ
る児童会活動や同好の児童の自主的な活動であるクラ
ブ活動，教師の計画の下，全校や学年の児童が一緒に
活動する学校行事においても同様のことが言えます。
例えば，６年生の児童が新しく入学してきた１年生
の児童と関わる
ことによって，
１年生の児童に
喜ばれ「下級生
の役に立ってい
る」ことを実感
するなど，学校
行事においても，児童相互の心の結び付きを深めるこ
とができるのです。
このように特別活動の各活動・学校行事を通して，
「いじめは人間として絶対に許されない」という人権感
覚を児童一人一人に育成していくことが肝要です。
生徒指導の中核的な役割を果たします
特別活動において，自分たちで問題解決したり，個々の自己決定を尊重したりすることは，生徒指
導の重点的な取組である「自己指導能力」の育成につながります。
特別活動の充実で学校が変わります
いじめの未然防止につながります
特別活動の各活動・学校行事で友達と協力したり助け合ったりする活動を積み重ねることによって，
児童相互に望ましい人間関係が形成され，いじめの未然防止につながります。
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特別活動の充実で学校が変わります特別活動の充実で学校が変わります
特別活動における学級活動（2）の指導内容や，自発的，
自治的なよりよい生活づくり，人間的なふれあいを基
盤とした取組は，学びに向かう集団づくりを進め，学
力向上につながります。
①　良好な学級の雰囲気は特別活動でつくられる
日本特別活動学会監修『新訂キーワードで拓く新し
い特別活動』（平成20年8月）では，「学級風土を簡単に
いうと，学級が持っている精神的環境である。学級風
土は，当該学級集団の慣行，規範，成員の相互関係（信
頼関係）等によって規定される。（中略）学級風土は教
師と学級集団の相互の関係によって『つくられるもの』
（後略）」と述べています。
つまり，学級の良好な雰囲気は，学級担任と児童，
児童相互の信頼関係や人間関係が望ましい状態にある
ときにつくられるということです。特別活動には，こ
のような望ましい信頼関係や人間関係を形成する働き
があります。
「特別活動」の研究を進めた学校からも，全国学力調
査のポイントが数年の間に上昇したり，欠席者数や生
徒指導上の問題行動が減少したりするという結果が報
告されています。特別活動によって培われた自主的，
実践的な態度が主体的な学びに結び付いたり，学級の
支持的な風土が望ましい学習集団の形成につながった
りした成果だと考えることができます。
②　児童に培わなければならない能力や
　　態度（学力の要素）
学校教育法第30条第２項には，「小学校における教
育は，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基
礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを
活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，
表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り
組む態度を養うことに，特に意を用いなければならな
い。」と示されています。
このことから児童
に培わなければなら
ない学力の要素は，
「①　基礎的・基本
的な知識及び技能」
「②　①を活用して
課題を解決する思考
力，判断力，表現力等」 「③　主体的に学習に取り組
む態度」であると言えます。
『小学校学習指導要領解説　特別活動編』のＰ21には，
特別活動の教育的意義として，「エ　各教科，道徳，
外国語活動及び総合的な学習の時間などの学習に対し
て，興味・関心を高める活動である。また，逆に，各
教科等で培われた能力などが総合・発展される活動で
もある。」と示されています。
学級会は，教師がリードする教科の話合いとは異な
り，児童が自分たちで立てた活動計画に沿って話合い
を進めます。この能力は，国語科をはじめとする各教
科等で培った話し合う力が総合・発展されなければ発
揮できません。
また，特別活動の各活動や学校行事で培われた自主
的，実践的な態度が主体的に学習に取り組む態度に結
び付きます。
③　意欲的，計画的な学習態度の形成に関する
　　学習を行う学級活動（2）
学級活動（2）の共通事項「ア　希望や目標をもって生
きる態度の形成」では，意欲的，計画的な学習態度の
形成に関する学習をします。日頃の自分の学習に対す
る課題をつかみ，課題が生じる原因を探り，課題解決
の方法を見付け，自分なりの解決方法を自己決定する
学習を通して，学習に集中して取り組んだり，積極的
に自分の考えを発表
したり，友達と協力
して学習を進めたり
するなどの学習をす
ることができます。
また，学力の向上
には欠かせない「家
庭学習の進め方」についても学習することができます。
例えば，「自分に合った家庭学習法の発見」という題材
で，家庭学習の課題を解決するよりよい方法を話し合
い，話し合ったことを基に，自分の家庭学習を自己決
定するという学習をします。
このように，特別活動は，学習に対する健全な態度
を形成するための具体的な学習をする「場や時間」なの
です。
特別活動では，集団の一員として集団に寄与する活
動を通して，「自分自身の持ち味やよいところ」「仲間
から必要とされていること」「自分も役に立っているこ
と」を実感し自己有用感が高まります。
①　自己有用感とは何か
自己有用感については次のように述べられています。
つまり，自己有用感とは，相手に対する自分からの
働き掛けと，それに対する相手や周りからの評価が
あって初めて感じる感情なのです。
入学式後，６年生が１年生の朝の生活のスタートを
手伝ったり，休み時間に一緒に遊んだり，給食の準備
や清掃を手伝ったりする活動などに取り組めるように
することも，自己有用感を育てる大切な活動です。そ
の際教師は，「下
級生の世話をし
なさい」と指導
するのではなく，
自分たちでどの
ように活動する
とよいのかを話
し合って計画を立てたり，遊びの中身を決めたりする
ような児童の主体的な活動を通して関わり，指導をす
ることが大切です。
②　他者との関わりと他者からの評価で
　　「仲間から必要とされていること」や
　　「自分も役に立っている」ことを実感する
児童は，他者との関わりとその関わりを通した他者
からの評価によって自分の持ち味やよいところに気付
きます。このときの指導のポイントは，「仲間から必
要とされていること」や「自分も役に立っている」こと
を実感できるように工夫することです。
例えば，学級会で「どうぞよろしくの会」に必要な係
を決め，自分の係の仕事を友達と協力してやり遂げた
とき，友達から「名刺交換のお世話を頑張ったね。」な
どと評価されたときです。
また，係の活
動計画に沿って
自分の役割をや
り遂げたときの，
係の友達からの
肯定的な評価も
そうです。
さらには，異年齢による交流の後に「しっかり下級
生のお世話ができましたね。」と，他の学年の教師から
評価されたときに，自分の役割を果たせたことを実感
し，自分自身の持ち味やよいところを自覚します。
このように，児童に自己有用感を育むためには，自
発的，自治的な集団活動と，活動の途中や活動後の友
達や教師からの評価が必要になってきます。
学力向上につながります
特別活動の各活動・学校行事で培われた受容的かつ協力的で，自主的，実践的な態度が，各
教科等の学習によい影響を与えることも多く，学力向上につながります。
自己有用感を育むことにつながります
特別活動の各活動・学校行事には，他者との関わりを通して自分自身の持ち味やよいところを自覚
する場が多様にあります。
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自己有用感とは 出　典
　他者の存在を前提として
自分の存在価値を感じるこ
と，誰かの役に立てたとい
う成就感や誰かから必要と
されているという満足感の
こと。
『生徒指導支援資料
３』（国立教育政策研
究所生徒指導研究セ
ンター，平成23年６
月）
　「自尊感情」や「自己肯定
感」といった自分から自分
への評価ではなく，自分の
行ったことを他人から認め
てもらった，自分が相手に
した働き掛けを相手から評
価されたというように，相
手の存在が前提となって生
まれてくる感情。
『いじめについて，正
しく知り，正しく考
え，正しく行動する。』
（国立教育政策研究所
生徒指導・進路指導
研究センター，平成
25年7月）
飼育栽培委員として，
学校の花壇のお世話を
友達と協力して
よく頑張ったね。
学級活動（1）
Ⅱ
学級や学校の生活づくり
　学級活動（1）で育てる力は？
　学級会のオリエンテ－ションは？
　問題発見，議題収集の指導のポイントは？
　議題選定のポイントは？
　計画委員会での活動計画の作成の仕方は？
　提案カードや学級会ノートの活用の仕方は？
　問題の意識化のポイントは？
　「出し合う→くらべ合う→まとめる」の指導過程は？
　「出し合う」段階の指導のポイントは？
　「くらべ合う」→「まとめる（決める）」段階の指導のポイントは？
　指導・助言のタイミングは？
　児童の思考や話合いの流れが分かる板書の工夫は？
　終末の教師の話は？
　話合いの振り返りは？
　話合い活動の意欲を高める工夫は？
　話合いを円滑に進めるために準備しておくとよいものは？
　話合い活動の隊形の工夫は？
　事後の活動の指導のポイントは？
　指導案の作成の仕方は？
　係活動の指導のポイントは？
　集会活動の指導のポイントは？
◆学級活動（1）のチェックリスト
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特別活動の充実で学校が変わります
中央教育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造
する」（平成17年10月26日）では，優れた教師の条件と
して「1　教職に対する強い情熱」「2　教育の専門家と
しての確かな力量」「3　総合的な人間力」を挙げてい
ます。そのうち「2 　教育の専門家としての確かな力
量」の中の，子ども理解力，児童・生徒指導力，集団
指導の力，学級づくりの力などは，特別活動との関わ
りが深いと言えます。
また，『小学校学習指導要領解説　特別活動編』の第
４章「第４節　特別活動の評価」では，「集団活動を特
質とする特別活動においては，児童一人一人の評価の
みならず，集団の発達や変容についての評価が重要で
ある。」と述べています。
これらのことから，個人だけでなく，集団の変容に
ついても客観的に評価し，教師自身が自らの指導計画
や指導方法の改善に生かすことが大切です。 
①　集団及び個人の評価
年度当初は単なる個人の集まりだった学級が，心の
通い合う様々な活動を通して，個々の学級への所属感
や児童相互の連帯感が高まり，一つの集団としてまと
まっていくことは，よい意味での学級の変容と言えま
す。また，その変容をつくり出す教師の力こそが，い
わゆる集団指導の力，学級づくりの力と言えるでしょ
う。今日，いじめや不登校などの課題を未然に防ぐた
めにも，個の変容とともに集団の変容についても客観
的に評価することが一層求められています。 
また，児童は話合いで活躍する児童，実践で力を発
揮する児童など様々です。よって，事前，本時，事後
の一連の活動を通して，それぞれのよさを多面的，継
続的に評価し，変容を把握するよう留意します。 
評価の観点については，特別活動の目標を踏まえ，
各学校において国立教育政策研究所が作成した「評価
規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」
において示している例示を参考に定めます。
②　自己評価を集団の評価に生かす 
集団の変容を把握する方法の一つとして，児童の自
己評価を生かす方法があります。 
ア　活動を振り返り，「進んで（できた）」「工夫して」
「協力して」「仲よく」「計画的に」等，児童に育てた
い力について項目を決め，それらの項目について，
自分の感じ方を「とてもよい」 「少しよい」 「あま
りよくない」 「全くよくない」の中から選ぶ。 
イ　アの結果を集計することで，学級全体としての
状況を把握する資料とする。 
ウ　学期に一度など，定期的に実施することで，集
団の変容を見取る資料とする。 
この方法と，教師による日常的な観察法等を合わせ
て行うことで，多面的に個人や集団の変容を評価する
ことにつながります。 
上の例の項目のほかにも，「決まりを守って」 「責任
をもって」 「めあてを意識して」などの項目も考えられ
ます。
また，話合いに特化して「友達の話をよく聞く」 「自
分の考えを話す」 「話合いのルールを守る」という項目
で評価する方法や，ＰＭ理論に基づき課題達成
（Performance）機能（目標に向かって努力する，頑張
るなど）と，集団維持（Maintenance）機能（仲よく，協
力など）の両面から評価し，変容を把握する方法もあ
ります。
③　指導計画，指導方法の評価 
教師は，集団の評価を通して，学級の状況を把握し，
自らの指導内容や指導方法を振り返るとともに，今後
の指導に生かします。また，高学年では，学級の集計
結果を児童に知らせることで，学級の状態の変化や，
自分と友達との感じ方の違いに気付き，その後の活動
を考えるきっかけとして活用することもできます。
個と集団，それぞれの変容をしっかりと見取り，一
人一人が生き生
きと過ごすこと
のできる学級づ
くりができるよ
う，日々の指導
に生かしていく
ことが大切で
す。 
評価の工夫で学級や学校の生活が更に充実します
特別活動の評価の対象は，「指導計画，指導方法，集団及び個人の変容」の４点に大別すること
ができます。児童一人一人のよさを多面的，継続的に見取るとともに，集団の変容を客観的に把握し，
指導に生かすことが大切です。
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学級集団の評価（例）
1学期
2学期
工夫して
協力して計画的に
仲よく
進んで
100
50
0
自治的な話合い活動である学級会が担っている役割は，相手の意見を尊
重し，少数意見にも配慮しつつ，折り合いを付けながら合意形成を図って
いくことができるようにすることです。
学級会のオリエンテ－ションは？
学級活動（1）の授業は，児童が自分たちの学級や学校の生活をより楽しくするために，議題を見付け，
話し合い，協力して実践する自発的，自治的な活動を通して，自治的能力を育みます。
学級会オリエンテ－ションとは，教師が学級会の役割や話合いの方法などについて説明し，児童が
よりよい学級生活をつくるために「みんなで取り組みたいこと」を出し合うなどして，よりよい生活や人間
関係を築いていきたいという意欲を高めるために行うものです。
学級活動（1）で育てる力は？
学級会を行う意義について説明します。自分たちの力でよりよい生活を築く
ために，みんなで実践することをみんなで話し合って集団決定する自治的な話
合い活動であることや，単に話合いの技術を身に付ける活動ではなく，相手の
意見を尊重する態度を身に付け，望ましい人間関係を築く力を高めていく活動
であることについて，毎学年の年度当初に再確認し，活動意欲を高めます。
見通しをもって学級会を進めることができるように，事前・本時・事後の活
動の仕方について説明します。
学級会において多様な考えを尊重し，共に協力し合って活動していこうとす
る態度を育てていくことが大切です。安易な多数決は避け，みんなが納得でき
る考えでまとめていくことの意義を確認します。また，多数決で決まったこと
には，自分の意に沿わなかったとしても必ず協力して取り組むということを確
認しておくことが大切です。
●提案カ－ドや議題箱の活用の仕方は…（Ｐ36，40）
●予想される議題や選定の仕方は…（Ｐ37）
●学級活動コ－ナ－は…（Ｐ59，101，102）
●計画委員会での活動計画の作成の仕方は…（Ｐ38，39）
●「出し合う」「くらべ合う」「まとめる（決める）」の話合いの流れ（Ｐ42）
●折り合いを付けて集団決定する方法は…（Ｐ44，45）
●司会進行の仕方や黒板への記録の仕方は…（Ｐ47）
低・中・高学年ごとに指導の目安を明確にし，発達的な特質を踏まえて全教
職員の共通理解を図りながら，指導に当たるようにします。（『小学校学習指導
要領解説　特別活動編』 P16～29，P51～54）
1 低学年
周りの児童と仲よく助け合い，身近な人に親切にし，みんなのために活動す
るなど自発的，自治的に学級生活を楽しくしようとする態度を育成します。
2 中学年
学級生活を楽しくするとともに，学年全体にも目を向け，互いに理解し合い，
思いやり，みんなで協力し合って，進んでみんなのために活動するなど自発的，
自治的に楽しい学級生活をつくろうとする態度を育成します。
3 高学年
自分たちの学級だけでなく学校の生活全体にも目を向け，高学年の一員とし
ての自分の役割を自覚できるようにします。また，誰に対しても思いやりの心
をもち，相手の立場に立って親切にし，互いに信頼し合い，男女仲よく協力し
主体的に責任を果たすとともに，よりよい校風をつくろうとするなど，自発的，
自治的に楽しく豊かな学級や学校の生活をつくろうとする態度を育成します。
1 低学年
教師が進行等の役割を受け持つことから始め，少しずつ児童ができるように
していきます。また，友達の意見をよく聞いたり，約束に従って自分の意見を
言えるようにしたりして，学級生活を楽しくするために集団決定ができるよう
にします。
2 中学年
教師の適切な指導の下に児童が活動計画を作成し，輪番制でどの児童も司会
等の役割を果たすことができるようにします。また，理由を明確にして意見を
言えるようにしたり，異なる考えなどについてもしっかりと聞いて公平に判断
したりして，楽しい学級生活をつくるために集団決定ができるようにします。
3 高学年
教師の助言を受けながら，児童自身が話合いの方法などを工夫して効率的，
計画的に運営できるようにします。
また，学級だけでなく，学校生活にまで目を向け，建設的な意見を述べ合え
るようにし， 多様な意見のよさを生かして，楽しい学級や学校の生活をつくる
ためのよりよい集団決定ができるようにします。さらに，身に付けた合意形成
する話合いの知識や技能については，各教科の授業をはじめ，児童会やクラブ
活動においても活用できるようにします。
オリエンテ－ションを実施する場
・年度当初の学級会として実施し
ます。
・学級活動（2）の「○年生になっ
て」の中で実施します。
・朝の会や帰りの会などで実施し
ます。
・話合い活動の中で，必要に応じ
て指導します。
学級会の進め方を知り，実践意
欲を高めます。
学級会ノ－トや教室掲示で，基
本的な話型を示しておく方法もあ
ります。
信頼し支え合って楽しく豊かな
学級や学校の生活をつくることを
通して，自他のよさを認め合い，
自己有用感を高めます。
協力し合って楽しい学級生活を
つくることを通して，集団意識を
高め，自治的能力を育みます。
仲よく助け合い学級生活を楽し
くすることを通して，わがままを
なくすなど，いわゆる「小１プロ
プレム」を防ぎます。
発達の段階に即した育てたい力1
発達の段階に即した話合い活動の指導の目安2
学級会とは何かの説明1
学級会の進め方の説明2
集団決定の仕方の確認3
よりよい学級生活の向上への見通しをもつ場として実施することも考えられ
ます。年度初めに「○年生になって」の指導の中で，みんなで取り組みたいこと
を話し合い，児童が努力目標に生かすこともできるようにします。
みんなで取り組みたいことを考える場の設定4
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学級や学校の生活づくり学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
折り合いとは，合意点を見いだ
し，互いの意見を調整して納得で
きる考えをつくり出すという意味
です。
①多くの児童が早急な解決を望んでいる議題
　児童にとって話し合う必要性が高いものを選びます。
②学級内の問題で，学級全員で協力しなければならない議題
　学級の数名だけに関わるようなものでなく，学級全員の問題であり，全員で協力しなければならないようなも
のを選ぶようにします。
③決めたことを自分たちの力で具体的に実行できる議題
　「金銭の徴収」や「物品の購入」「教育課程の変更」に関わることなどは，児童だけでは解決できない問題です。
④創意工夫の余地がある議題
　一人一人が気を付ければ済む問題ではなく，自分たちで創意工夫し，協力できる問題を選ぶようにします。
⑤学級や学校生活をよりよいものにする議題
　低学年では，身の回りの出来事に関わる議題，高学年になれば，「学級や学校生活を向上発展させる」という観
点から議題を選ぶこともできるようにします。
●みんなでやりたいこと
●学級生活がもっとよくなること
●みんなにお願いしたいことや困っていること
●みんなで作ってみたいこと
議題選定のポイントは？
児童にとって必要感のある議題を選定することが大切です。そのためには，日頃から，児童のより
よい生活づくりへの問題意識を喚起しておきます。
学級をよりよくしようという思いから一人一人が見付けた問題は，計画委員会で学級会の議題として
ふさわしいかどうかについて整理して，学級全体に諮って決定します。
問題発見，議題収集の指導のポイントは？
集まった議題について，学級生活の充実や向上のために，「全員で話し合う
べき問題かどうか」「自分たちで解決できる問題かどうか」などの視点で考えま
す。その際，提案者の思いや願いを踏まえ，議題を選定します。
「望ましい議題」の条件としては，次のようなことが考えられます。
議題を整理し，次の学級会の候補となった議題を
朝の会などで全員に提示します。緊急性・実践の可
能性などを話し合い，全員の了解を得た上で議題を
決定します。
一人一人から提案された議題が，どのように処理
されたのかを提案者に知らせることが大切です。そ
の際，議題として取り上げられなかった児童にも納
得のいくように，その理由や処理の仕方を朝の会や
帰りの会で発表します。そのことで，どのような問
題が議題になるのかを確認することができます。
●学級会オリエンテーションにおける指導を踏まえて，「学級会とは何の
ためにあるのか」「どのような時間なのか」など，教師がその意義や目的
についてしっかりと繰り返し指導を行います。
●学期ごとの「学級会カレンダー」を掲示し，学級会ができる日時を前もっ
て知らせ，意欲を高めます。
●児童が問題を見付けられるようにするため，「見付け方のヒント」「議題
にふさわしい条件」「多様な議題例」などを伝えるようにします。
●空き箱などを利用して作ります。
●いつでも提案できるように，議題ポストのそばに議題
提案カードを用意しておきます。
●視点別に色分けした議題提案カードを用意すること
も考えられます。
●背面黒板を利用した学級活動コーナーに，議題提案カードや細い短冊や
付箋を用意しておきます。
●普段，おしゃべりをしたり，給食を食べたりしているときに話題になっ
た議題案を短冊に書き，背面黒板に貼って提案する方法もあります。
年度当初は，どんな議題を提案してよいか分からない児童が多いものです。
そこで，次のような指導の工夫が必要になります。
児童が自分たちの生活から問題を見付けることができるように，例えば次の
ような視点を示します。
3 掲示物で意識化を図る工夫
1 議題ポストの設置
●必要に応じて，朝の会や帰りの会に，全員が提案カードを書くことも考
えられます。
●一人一人が議題を考えた後，グループで相談をする方法も考えられます。
2 朝の会や帰りの会で意識化を図る工夫
学校生活の様々な場面から議題が提案されるように環境を整えます。
集まった問題の中からどの議題
を選ぶか自分たちで話し合えるよ
うにします。
助言の工夫
○児童のつぶやきから議題になり
そうなものを拾い上げ，意識付
けてみます。
例）「そんなことがあるのか。み
んなで話し合ってみたらいい
ね」
○児童が自ら気付き，議題ポスト
に入れるのが望ましいのですが，
気付かない場合には助言します。
例）「今の話題は議題ポストに提
案してみたらどうかな」
○学級日誌や個人の日記などを読
み，提案を促すことも考えられ
ます。
○給食時間や休み時間，放課後な
どに，話題にして提案を促すこ
とも考えられます。
発達の段階に即して児童が問題
を自ら発見することができるよう
な指導をしていきます。
問題に気付くことができるようにする1
議題を集める工夫2
計画委員会で選定1
学級全員で決定2
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選定の
視点
夏休みの生活に
ついて
水飲み場の使い
方
班ごとの新聞
コンクールをしよう
学級オリンピック
をしよう
朝の会の歌を月
ごとにかえたい
出された
議題
??????????
?????????
??????????
??????
?????
???
?????
?
?????
????
?
??
?
どこで解決する
か
○議題に取り上
　げる
○係へ
○帰りの会
○先生にお願い
　する
○委員会へ
○代表委員会へ
先生にお願いす
る
代表委員会
保健委員会
２学期初めの学級
会の議題にする
次の学級会の議
題としたい
ミュージック係
にお願いする
? ? ? × ?
× ? × × ×
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
?
?
みんなが
仲よく過ごすには，
どんなことに
気を付けたら
いいだろう。
「これは，いつか日を決めてやろう」
「これは，来週の学級会で決めたらいいね」
「これは，帰りの会でも決められるんじゃな
いかな」
「この二つの順番でみんなに聞いてみよう」
提案された議題の扱い方の例
〇短い時間で集団決定できそうなもの
・・・朝の会や帰りの会で
〇係活動に任せるとよいもの
・・・係へ連絡
〇自分たちだけでは解決が困難なも
の，個人的なもの
・・・先生と相談
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
○「議題」や「提案理由」，「話し合うこと」（柱）を学級会ノートにまとめ，配布し
ます。
○話合いの全体的なイメージをもてるようにします。意見を整理するための短
冊などの準備をすることも考えられます。
○計画を基に話合いを予想して，どうしたらよいかを考えておきます。
輪番制により，どの児童も司会，記録を経験できるようにします。話合いの
進め方を学級全員が経験することにより，司会以外の児童が進行についてアド
バイスするなど，学級会の進行がより円滑になります。
●計画委員は一つの議題について事前から事後に至るまで責任をもつよう
にします。
●その都度打合せが必要ですが，慣れるまでの方法として，打合せのとき
に，前回のメンバーが計画委員の中に入りアドバイスする方法もありま
す。
●低学年や話合いの経験が少ない学級では，教師と児童が一緒に司会をし
ながら話合い活動の進め方を学ぶことができるようにします。
提案理由をまとめるときは，話
合い活動に対するみんなの意識を
高めるようにまとめます。
○現在の学級の様子から考えます。
○何のために話し合ってもらいた
いのか考えます。
「学級のみんなの気持ちが一つ
にまとまるから」
「学級みんなで協力してできる
から」
「みんなの生活が快適になるか
ら」
○学級のみんなに共同の問題であ
ることが分かるようにします。
○解決の方法や，解決後のイメー
ジを考えます。
「こんな方法で取り組むことは
できないか」
「学級がこんなふうによくなる」
○必要に応じて，図・表・具体物
などを準備します。
議題や「話し合うこと」（柱）を決定した後，計画委員会は，話合い活動が円滑に行われるようにする
ために活動計画を立案します。教師の適切な指導の下，提案者も参加し，活動計画を一緒に立てます。
計画委員会での活動計画の作成の仕方は？
学級会の話合い活動が自主的に行われるようにするには，話合いの流れの予
想，運営の仕方などの見通しを立てることが必要です。計画委員会は，それら
の話合いに必要な一連の活動計画を立て運営するための組織です。話合い活動
を児童の力で円滑に進めるためには，この活動計画を学級の全員が共通理解で
きるようにします。
4 計画の作成と諸準備　－　火・水・木曜日
1 問題の発見　－　前の週の金曜日までに
2 議題の選定　－　月曜日（業間休み・昼休み）
金曜日に学級会がある場合の１週間の流れの例です。
○議題を募集します。
・様々な場面から，自分たちで学級の問題
を見付けられるように学級の全員に声を
かけます。
・それぞれの議題について，提案理由を明
確に計画委員が伝えるようにします。
・学級全員が話し合う必要を感じるものを
議題とするようにします。
○整理した議題を知らせ，今週の学級会で話し合う必要のある議題を決めます。
○学級の実態や行事等を踏まえ，選定する条件に従って，議題を整理し，選定
します。
・議題選びの条件に沿って選ぶようにします。
・選ばれなかった議題案は，各提案者に提案カードなどで伝えるようにしま
す。
○学級会コーナーで「議題」「提案理由」「話し合いのめあて」「話し合うこと」（柱）
を知らせます。
○自分の意見をもって話合いに参加するために，帰りの会などで学級会ノート
に記入することを学級全員に計画委員が伝えるようにします。
○計画委員と提案者で「学級会の活動計画」を作成します。
・教師は児童と共に活動計画を立てます。
○学級会の役割分担を確認します。
・司会，記録を決め，役割に応じた自分のめあてを決めます。
○提案理由を明確化します。
・計画委員と提案者が話し合い，提案理由を明確化します。話合いのよりど
ころとなるようにします。
・必要に応じて話合いのめあてをつくり，話合いの方向性などを明確にしま
す。
○「話し合うこと」（柱）を決めます。
・話し合うことの決定では，その活動をするために「話し合うこと」（柱）をす
べて挙げ，１単位時間をかけて話し合う価値のある内容を「話し合うこと
①」，「話し合うこと②」というように二つ三つ決めます。それ以外のものは，
朝の会や帰りの会などで話し合うようにします。
3 議題の決定　－　月曜日（帰りの会）
１週間の流れの例（金曜日に学
級会がある場合）
計画委員会の１週間の流れをつ
くっておき，児童自らの手によっ
て活動を計画・実践・反省できる
ようにしていきます。
役割の分担～輪番制～3
１年生では，初めは担任が中心となって進めますが，進行の役割として司会
の係，黒板係，決まったことを発表する係など，教師が一緒にやりながら自分
たちで運営していくように，児童に簡単な役割を任せていきます。
２年生では，話合いも活発にできるようになるので，事前に話合いを進める
担当者を分担して，計画委員会の必要性に少しずつ気付くことができるように
します。また，児童が交代で司会，記録の役割を経験することができるように
します。
中学年では，話合いを効率的に進めるために，事前に話合いの進め方を打ち
合わせておくようにします。また，年度当初に，計画委員会の進め方を全員で
確認し，計画委員会の仕事を理解させておく方法もあります。
高学年では，ほとんど自分たちの手で計画委員会を運営することができるよ
うに助言をします。しかし，高学年であっても話合いの経験が少ない学級の場
合には，適切に助言をする必要があります。
発達の段階に応じた指導4
1 話合いや活動への見通し
2 学級会までの流れ
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「月曜日には議題ポストを
開くので，それまでに提案
カードを入れてください。」
今，私たちが一番話し合う
必要のある議題は何ですか。
「ここは，時間をとって考えよう」
「ここは，質問がたくさん出そうだね」
「ここは，話合いが止まりそうだな」
「ここは，いろいろな問題が出てまとまらなくなりそうだな」
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
名前月　　　　日提案カード
提案します！　　　　（　　　）個人から　　　　　　（　　　　　　　　　　）係から
〈提案したいこと〉
〈提案理由〉
この提案については，
１　学級会で話し合います。
２　委員会や係にお願いします。
３　朝の会・帰りの会で話し合います。
４　先生にお願いします。
５　その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　）みんなでやってみたい。　　（　　　　）みんなでつくってみたい。　　（　　　　）みんなで解決したい。
クラスのみんなのことや，全校のみんなの
ことを考えて，どんどん提案してね！
☆めあてを考えて，話し合うことができましたか。
☆友だちの意見のよいところを考えながら，聞くことができましたか。
☆自分の意見を進んで発表できましたか。
☆決まったことや自分がこれから何をしたらよいのかが分かりましたか。
☆感想（自分のがんばったところや友だちのよかったところなど）
よくできた　　できた　　もう少し
よくできた　　できた　　もう少し
よくできた　　できた　　もう少し
よくできた　　できた　　もう少し
よくできた　　できた　　もう少し
《ふり返りましょう》
話し合うこと
司会
議題
提案理由
中学年《学級会ノート》
年　　組　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　）
月　　日　　（　　　）　　　校時
　ぎ　だい
だい
がっきゅうかい
ていあん　り　ゆう
　き
　し　かい
こくばん　き　ろく
かんそう
すす
かえ
はっぴょう
　い　けん
話し合いの
めあて
決まって
いること
司会グループ 黒板記録
ノート記録
自分の意見（理由もしっかり書こう。）
（１）
（２）
（３）
第　　回 学級会ノート
問題の意識化のポイントは？
学級生活の中で発見した議題を提案する提案カ ドーや，自分の考えをまとめたり振り返ったりする学
級会ノー トを活用することにより，学級会に対する意欲を高めることができます。
学級のみんなに「自分たちの問題だ」という意識付けをするための場や時間を確保することが大切で
す。提案理由や計画委員会で話し合ったこと，学級会までに考えてほしいことを呼び掛けたり，学級
活動コーナーに掲示したりすることで，児童の問題意識が高まります。
提案カ ドーや学級会ノ トーの活用の仕方は？
学級会までに考えておいてほしいことなどを計画委員会で話し合い，学級の
みんなに工夫して伝えることにより，児童の問題意識を効果的に高めることが
できます。
1 短冊の活用
議題や提案理由，「話し合うこと」（柱）を短冊に書いておきます。計画委員会
で準備し，学級会の２，３日前に朝の会や帰りの会で伝えたり，学級活動コー
ナーに掲示したりします。次の学級会のことが，いつでも目に見えるように掲
示を工夫しておくことで，議題に対する問題意識を高めることができます。
掲示していた短冊は，本時でも使うことができます。短冊はラミネート加工
をしておけば，繰り返し使うことができます。
学級活動コーナーを見ながら，再度自分の考えをもつように助言します。場
合によっては，意見交換をすることも考えられます。
2 アンケート，図表の活用
必要に応じて，アンケートをとって集計したり，図や表にしたりします。
まとめたものを学級会の前に背面黒板などに掲示しておくことにより，話合
いへの切実感を高めたり，自分の考えをもたせたりすることにつながります。
3 進行をシミュレーション
話合いの進め方について，進行台本などを作成し，進め方のシミュレーショ
ンをしてみます。それによって話合いの流れや時間などについて確認します。
自分の言葉で書いていくことにより，学
級会当日の話合いを自信をもって進めて
いくことができるようになります。
学級や学校の生活上の諸問題に気付いたときにいつでも議題を提案できるよ
うに，学級活動コーナーに常に提案カードを備えておくことは，学級や学校の
生活の向上に対する関心を高めることにつながります。また，議題例を掲示し
て知らせることで，様々な議題を見付ける目を育てることにつながります。
特に決まった形式はないので，学級の実態や発達の段階に応じて，使いやす
いように工夫します。
朝の会や帰りの会などの時間を活用して，各自が学級会ノートに次回の学級
会についての考えを書きます。その際，議題や提案理由について学級全体で共
通理解を図っておきます。
教師が事前に学級会ノートに目を通し，それぞれの考えに助言や励ましを書
いて返すことにより，学級会で自信をもって発言することにつながります。提
案理由からそれた意見を書いているときは個別に指導しておきます。一人一人
が考えた意見が学級会の話合いにしっかり生かされるよう，事前の教師の支援
も必要になります。
事前の活動で，児童の問題意識
を高めることにより，自分たちの
力で解決していくのだという雰囲
気をつくっていくことができます。
議題によっては，「何をするか」
について学級活動コーナーに掲示
して，事前に考えを出し合ってお
く方法もあります。
学級会ノートに書かれた内容
を，事前に計画委員会で確認する
ことにより，話合いの見通しをも
つことにもつながります。
共通部分については，計画委員
会が事前に記入して印刷，配布し
ます。
事前に考えを整理して話合いに
臨めるようにします。
ただし，事前の考えに固執し過
ぎないように留意します。
空欄の項目を設けておき，必要
に応じてそれぞれの議題に合った
項目を入れることもできます。
学級活動（2）の授業で使用した
資料と合わせてファイルにとじ，
１年間の学級活動の振り返りなど
に活用することも考えられます。
提案をどのように扱うのか，計
画委員会から提案者へ返事を書く
ようにします。
提案の内容によって分野を分け
て示すことで，バランスを考えて
提案したり議題を選定したりでき
るようにします。
1 提案カードの活用
学級会ノートの活用2
学級会ノートは話合いについて学級全員の共通理解を図るとともに，各自が
自分の考えを整理したり，振り返ったりするためなどに活用します。児童の実
態に応じて，使いやすいように工夫して作成します。
計画委員会からの働き掛け1
教師からの働き掛け2
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学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
「出し合う」段階では，児童一人一人が話し合うことに
対する考えを発表します。賛成意見や反対意見を述べる
のではなく，様々な考えを発表することが大切です。そ
の考えを理解するために質問することはあります。
「出し合う」段階の指導のポイントは？
話合い活動では，折り合いをつけて合意形成を図ることをねらいとしています。「出し合う」→「くら
べ合う」→「まとめる（決める）」という流れを踏まえて展開し，多様な意見を生かしたよりよい集団決定
ができるようにします。
本時の「話し合うこと」（柱）ごとの「出し合う」段階は，児童一人一人が考え付いたことを自由に出し
合う場面のことです。賛成・反対などの意見交換をする前段階であり，「くらべ合う」と混同しないよう
に指導します。
「出し合う→くらべ合う→まとめる」の指導過程は？
「話し合うこと」（柱）ごとに，「出し合う」段階から話合いが始まります。この
段階には，２通りの形があります。
例えば，話し合うこと①の「何をするか」については，事前に学級会ノートな
どに案を書いておき，それを計画委員が集めて短冊に書いておく場合と，本時
において考えを発表する場合があります。なお，話し合うこと②の「どのよう
にするか」は話し合うこと①の「何をするか」が決まってから，本時に考えたこ
とを発表することもあります。
いずれの場合も，提案者の気持ちや提案理由を考えた案を出し合うように指
導します。
低学年や学級会の経験が少ない児童の場合，賛成意見や反対意見の発言の仕
方等を「基本的な話型」として指導することが必要です。中・高学年では，状況
に応じて話型に捉われることなく，賛成・反対の理由を明確にして自分の考え
を伝える力を高めていくことが大切です。
議題について，よりよい話合いが行われるようにするためには，様々な観点
からの案を出し合って，それを検討するという手順が必要になります。「くら
べ合う」段階の話合いが活発に行われるようにするためにも，「出し合う」段階
で多様な案が出されるようにします。
また，内容によっては，計画委員会で原案を絞ることも考えられます。その
場合は，事前に学級活動ノートやアンケート調査等で学級の意見の傾向をつか
み，みんなが納得した形で提案できるように
します。
前もって短冊に案をまとめておく場合，本
時の話合いで「付け加えることはあります
か。」と司会が確認するようにします。
学級会ノートに書いた自分の考えを「私は」を主語にして発表し合います。そ
の際，自分の好き嫌いだけではなく，提案理由や話合いのめあてに沿って意見
が言えるように指導しておきます。
１年生の段階から，自分の考えを発言する場合，「○○がいいです。わけは
△△だからです。」という形で，理由を添えて発表できるようにします。初めの
うちは，「わけはありません。」という児童もいますが，それも認めながら，徐々
に理由を言えるように指導します。
学年が上がったら，話型に捉われず，根拠（理由）を明確にして自分の考えや
思いを自分の言葉で説明できるように指導します。
●あらかじめ三つの段階それぞれの時間配分を決めておく。
●黒板に話合いのめやすとなる時間が分かるように掲示する。
1 自分の考えを自分の言葉で発表
提案理由や話合いのめあてに沿って，自分の考えを自分の
言葉で発表できるようにします。
議題によっては，「出し合う」段
階を，教室掲示や朝の会等を活用
して事前に行っておき，本時は「く
らべ合う」段階から始めることが
あります。その場合は，出されて
いる意見の内容やその意見に込め
られた思いを，事前に質問し合っ
たり説明したりして，十分理解し
ておくようにします。
自分の考えをもっていても，な
かなかみんなの前で発表できない
児童もいます。学級集団の中で，
自分の思いや考えを発言できるよ
うにするためには，学級会ノート
に励ましのコメントを書いたり，
声を掛けたりするだけでなく，受
容的な雰囲気が土台になります。
そのためには，相手の意見を肯定
的に聞いたり，尊重したりする経
験を積み重ね，話合いの中で互い
に認め合う雰囲気をつくるように
します。
「決まっていること」を踏まえて
話し合うことも必要です。実践の
日時や場所，決める数などの「条
件」を明らかにします。
学級会ノートに書いた自分の考
えにこだわらず，友達の意見を聞
いてよりよく考えられるようにす
るためには，次のような方法が考
えられます。
○机上に何も出さずに話し合う。
○友達の意見のキーワードをメモ
しながら聞く。
集団決定の重み
教師が「○○がいい。」と価値を
押し付けたり集団決定を覆したり
するような発言はしないようにし
ます。児童には，自分の考えとは
異なっていても，自分たちで決め
たからには協力し合って実践する
という集団決定の重みを感じられ
るようにすることが大切です。
「聞き合う」とは，「相手の考え
をよく知ろうとする」 「相手の考
えを尊重しようとする」という意
味が含まれています。
話し合う時間を確保するため
に，「出し合う」段階を朝や帰りの
会に行ったり，学級会ノートを集
めて，書かれている意見を短冊に
して貼っておいたりすることも考
えられます。
出し合う
くらべ合う
まとめる
（決める）
1 三つの段階を踏まえた展開
発達の段階に応じた発言の仕方の指導2
三つの段階の中で最も時間をかけたいのは，「くらべ合う」段階です。「くら
べ合う」段階の時間をしっかり確保して集団決定を図るためにも，児童が時間
を意識しながら話合い活動を展開していくことが大切です。
時間配分を考慮した展開3
提案理由をよく考えて発言1
多様な案が出されるように2
理由を添えて発表できるように3
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「くらべ合う」段階では，賛成意見や反対意見を述べ合
い，互いの考えの違いや共通点をはっきりさせるととも
に，よりよい考えを見いだすために「似た意見を合わせ
る」など創意工夫しながら話合いをします。
2 分かり合う，聞き合う
多様な意見を分類・整理し「くらべ合う」ことによって，よ
りよい取り組み方を探っていきます。二つの意見が相違して
いれば，提案理由に立ち返り，「両方のよいところを合わせ
たものにできないか」 「両方のよいところを取り上げて新し
いものが生み出せないか」などの観点から話し合います。よ
りよい考えを見いだすために「くらべ合う」とは，「分かり合
う」 「聞き合う」という意味です。
「まとめる（決める）」段階では，「みんなが納得できる意
見を選ぶ」「条件付きで納得する」などが必要となります。
3 話合いを収束
話合いを収束し，学級みんなの総意をまとめる（決める）よ
うにします。
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
みんなが
●それぞれの意見を合わせる。
●いくつかの意見のよいところを取り入れながら，新しい考えをつくる。
●それぞれを縮小して全部行うことにする。
●優先順位を付けて上位の考えに決める。（次回はＡを行うことにして，
今回はＢを行うことにする。）
一人一人が
●自分の考えを変え，異なる意見に賛成する。（友達の考えのよさに気付
いたら，自分の考えを変えてもよい。）
●条件を付けて賛成する。
●意見が対立している場合，「意見が出尽くしたので，そろそろ決めても
よいですか。」と同意を得て集団決定します。
●自分の意見に決まらなかった児童に対しては，「よく考えて，いろいろ
な意見を出してくれたおかげで，よい決定ができましたね。」などと声を
掛け，認めるようにします。
「くらべ合う」段階では，自分の考えと比べながら聞くだけでなく，よりよいものはどれかを常に考えながら聞き，様々
な意見のよさを生かしてみんなが納得できるようにします。「まとめる（決める）」段階では，集団決定をします。話合い
活動を通して，折り合いを付ける方法を身に付け，自分たちで意見をまとめたり，決めたりすることができるようにします。
「くらべ合う」→「まとめる（決める）」段階の指導のポイントは？
学級会とは，自分もよくてみんなもよいと思うことを折り合いを付けて集団
決定する集団討議です。したがって，集団決定するに当たっては，少数意見に
も耳を傾け，それらを生かす方法を考えることができるようにします。
反対意見が出ていても折り合いを付けて集団決定していかなければなりませ
ん。集団決定する際に次のような配慮をすることが，一人一人を大切にする人
間関係を築くことにつながります。
「出し合う」段階で出された案について，より望ましい案はどれかを考える段
階が「くらべ合う」段階です。「出し合う」 「くらべ合う」 「まとめる(決める)」の
三つの段階で一番時間をかけて話し合いたいのは，この「くらべ合う」段階です。
ここでは，質問も含めて賛成意見や反対意見を述べ合いますが，よりよい考え
はどれかを見いだすのですから，賛成意見から出し合うようにし，反対意見が
出た場合も「あなたはどれがいいと思いますか。」と尋ね，プラス思考の話合い
が展開されるようにします。
集団として意見をまとめる話合いにおいては，安易に形式的な多数決で結論
を出すのではなく，少数意見にも十分耳を傾け，それを生かす工夫はないか考
えるようにします。一つの案に賛成意見が集中しているものの，一つ二つ反対
意見がある場合，反対意見の真意をよく聞き，それらを生かす方法はないかを
みんなで考えるようにするなど，双方が歩み寄りの姿勢で話合いに臨むように
します。
少数意見を尊重する姿勢をもって，よい考えを探す話合いを進めていくと，
単に少数意見が多数派に同調していくという形以外に，例えば合体案が出され
たり，他の創意に満ちた考えが生まれたりします。いわゆるグループダイナミ
クスの成果が期待されます。そのような話合いを目指すのが「くらべ合う」段階
です。
「くらべ合う」段階で，賛成，反対の意見を言い合うだけの「意見発表会」や，
反対意見ばかりの「消去法」にならないようにするには，友達の意見に付け足し
たり，質問して不明な点について明確にしたりして，友達の意見に即して発言
するよう助言し，折り合いを付けて合意できるようにします。
一部の児童の意見のやりとりで決定したり，反対意見が集中したり，賛成・
反対の数だけに着目して勝ち負けのように考えてしまったりすることがないよ
う，必要に応じて適切な助言をするようにします。
いつまでも自分の意見に固執し
ていたら総意がまとまらないこと
や，自分が反対していたことでも
決まったことには気持ちよく協力
することが大切であることを理解
させておくようにします。
多くの場合，「くらべ合う」段階
で総意に向け，折り合いをつける
話合いを目指します。また，「ま
とめる（決める）」段階で司会が学
級全員に問い掛けて集団決定を図
るようにします。
・「Ａという意見が多いのでＡに
決めてよいですか。」
・「ＡとＢの意見を合わせてＣと
いう考えに決めてもよいです
か。」
→みんなから「多数決で決めたら
よいと思います。」という意見が出
たら，「多数決としてよいですか。」
と尋ねる。
集団決定した後，司会が決まっ
たことを確認したり，黒板記録が
決まった考えに印（決定マ－クを
貼る，チョ－クで○を書く等）を
付けたりして，決まったことを
はっきりさせることが大切です。
話合いの状況によっては，ある
意見に賛成意見が多く出され，集
団として意見がまとまる場合があ
ります。しかし，話合い活動で大
切なのは十分話し合って決定する
ことですから，賛成意見や反対意
見が一つも出ていない意見がある
場合には，この意見についてどう
思うか司会が投げ掛けたり，案を
出した児童にどう考えるか発言の
機会を与えたりするようにしま
す。
相手の意見を尊重した話合いを
目指す観点から，反対ばかり言わ
ずに問題点に対する改善策を示し
たり，少し譲って相手の意見を取
り入れた意見を言ったりすること
により，少数意見や多様な意見を
生かす建設的な話合いができるよ
うになります。
板書は，意見を簡潔にまとめて
書いたり，短冊を活用したりして，
話合いの過程が分かるようにし，
児童の思考が整理されるようにす
るものです。似ている意見をまと
めたり，いくつかに分類・整理し
たりして，話合いの流れに即して
短冊を操作することで，それぞれ
の考えの違いやよさを比べやすく
します。そして，「自分もよく，
みんなもよい」と思えることを「折
り合いを付けて」話し合えるよう
にします。
賛成・反対の意見の述べ合い1
少数意見を生かす話合い2
創意工夫の知恵の述べ合い3
折り合いを付ける工夫4
多数意見でまとめていくことが基本です。賛成や反対を述べ合うだけで「数
の論理」だけで決めてしまうようでは，納得がいかない児童が出てきます。そ
れぞれの意見を比べ合いながら折り合いを付けていくことが大切です。そのた
めには，次のような方法があります。
集団決定する際の配慮5
4544
①提案理由がまとめるための根拠になっている。（何のためにするのか，
何のために話し合うのか）
②まとめるための条件が明らかになっている。（いつ，どこで，何を，ど
のようにするか）
③まとめるまでの道筋のイメ－ジが共有化されており，児童はまとめるた
めの意見を言うことができる。
■ 折り合いを付けるための三つの条件
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
①特に低学年においては，話合いが混乱したときや提案理由などからそれ
たときは，その場ですぐに指導・助言をします。
②人権を侵害するような発言があった場合，毅然とした態度での指導が大
切です。
児童の思考や話合いの流れが分かる板書の工夫は？
基本的に教師は児童の話合いを見守ることになりますが，人権を侵害する発言があったときや，話
合いが混乱したとき，ねらいや提案理由などから大きくそれた場合などは，話合いを止めて考えさせ
るようにします。
似ている意見はまとめるなど，短冊を操作し，分類・整理して比べやすくします。また，賛成・反対マー
クを活用するなど，話合いの過程が分かるようにします。
指導・助言のタイミングは？
本時の話合いは，例えば「話し合うこと①」の「何をするか」について話し合う
場合と，前もって案を集めておいて「くらべ合う」段階から話し合う場合があり
ます。後者の場合，事前に学級会ノートなどに案を書かせておき，計画委員が
意見を整理して短冊に書いておきます。それを学級活動コーナーに掲示し，関
心を高めておいて，本時はその短冊を黒板に移動して「くらべ合う」段階から話
合いを始めることができます。
また，その短冊に書かれた内容について，例えば給食時などでの話題にして
おくことで，一層「くらべ合う」段階の話合いが深まることにもなります。
似たような意見が重なったり，たくさんの意見が羅列されたりした場合，意
見を整理することで比べやすくなります。その際，似た意見の短冊を一つにま
とめたり，短冊を移動して順序を変えたりすると話し合う視点が分かりやすく
なります。
なお，話合いの中で，決定されなかった案の短冊は，話合いの展開によって
復活する場合があるため，取り外してしまうことがないようにします。
賛成・反対マークは，話合いの状況を可視化し，全体像を捉える上で有効です。
また，決定マークも必要です。正の字を板書する方法や，マグネットなどを貼っ
ていく方法があります。
児童一人一人の学級会ノートに
書かれた内容を確認します。その
際，できれば，話合いの進め方を
シミュレーションするなどして板
書計画を作成しておきます。
短冊は，水性ペンで何度でも書
いたり消したりできるようなもの
を準備すると活用しやすくなりま
す。
例えば，集会活動のプログラム
について話し合っている場合，
「ゲーム」「出し物」「劇」などで
分類することが考えられます。ま
た，「劇」という意見に「クイズ
もその中でする」という意見が出
た場合，縦に並べて貼ることも考
えられます。
司会グループを輪番制にして全
員が経験することで，児童は司会
や記録の経験を生かして発言した
り，進行に関する発言ができるよ
うになったりします。
例）
・「司会さん，そろそろ時間なので，
まとめた方がよいと思います。」
低学年や話合いの経験が少ない
学級では，話合いの前に教師が「今
日の話合いは何のために行うの
か，決まっていることは何なのか，
どんなことに気を付けて話し合わ
なければいけないのか」などにつ
いて確認するのもよいでしょう。
また，「ただ黙って見守る」ので
はなく，話合いの状況を適切に把
握し，機会を捉えて指導・助言し
ましょう。
すぐに指導・助言を行う場面1
集団活動は，人間関係をよくすることも，悪くすることもあります。このこ
とを教師がしっかりと認識し，学級会の状況をよく見て，相手を傷付ける発言
があった場合など，毅然とした態度で指導することが必要です。
また，教師が児童の発言に対して大きくうなずいたり，「今のはよい意見だ
ね。」などと賛同の姿勢を表したりすることや，Aの意見に決まりかけたときに
「もう一度，Aの意見とBの意見のどちらがいいか，よく考えてごらん。」などと，
話合いを方向付けるようなことがないように留意します。
低学年の児童は，「出し合う」段階のときに賛成意見を言ったり，友達の意見
に対してすぐに反対意見を言ってしまったりすることがあります。そのような
ときには，「今は賛成・反対の意見を言うときですか。」などと助言し，話合い
の手順を確認するようにします。「出し合う」→「くらべ合う」→「まとめる（決め
る）」の３段階の手順を繰り返し指導することで，児童が話合いの仕方や手順を
学び，よりスムーズな集団決定ができるようにします。また，黒板や机上に段
階を表示するなどして工夫するようにします。
指導・助言を行う教師の姿勢2
話合いの手順の確認3
話合いが混乱したときや意見が途絶えたときに，司会の児童にだけ小声でア
ドバイスするのではなく，学級全体に指導内容を伝えるようにします。「今，○
○という意見が出されたけれど，どのような内容か想像できますか。」 「反対意
見ばかり出ていますが，何のためにこの集会をやるのか，提案理由をもう一度
みんなで確認しましょう。」などのように，全体に確認したり，問い掛けたりして，
学級全体に向けて指導するようにします。
学級全体への指導・助言4
意見を書いた短冊の用意1
話合いに応じて短冊を移動して，分類・整理2
賛成・反対マーク等の活用3
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学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
短時間で心に響く話を
することが大切です。
●自分や友達のよかったところや頑張ったことは何か。
●めあてや提案理由を踏まえて話合い，折り合いを付けて
集団決定することができたか。
●前回の学級会と比べてよかった点や，次回に向けての改
善点は何か。
●決まったことに対して楽しみなことや自分が頑張りたい
ことは何か。
○学級活動ノ－トに貼り付け，年間を通して生活や人間関
係づくりに関する意識の変容を捉えることができるよう
にします。
○「友達からのメッセ－ジ」欄を設け，相互評価を通して自
分のよさに自信をもたせる方法も考えられます。
○「先生から」のコメントで，その子のよさを価値付けたり
気付いていないよさを伝えたりします。
●「みんなで話し合い，自分たちで決めることができましたね。」
●「とてもよい考えに決めることができましたね。」
●「お互いの考えのよさを認め合いながら折り合いを付け，一つの考えに
まとめることができましたね。」　など
●「いくつかの意見をよりよい考えにまとめていこうとしていました。」
●「司会を助けて，話合いを進めていこうとしていました。」
●「賛成や反対，理由をはっきりさせて発言していました。」
●「友達の意見をよく聞き，お互いの考えを認め合いながら話合いを進め
ていました。」
●「お互いの考えを比べ合いながら話し合い，提案理由に合った考えに決
めることができました。
●「時間を意識して話合いを進めていこうとしていました。」　など
●「次からはもっと司会を助ける発言があるといいですね。」
●「めあてや提案理由を意識した発言が増えるといいですね。」
●「友達の考えのよさを認め，まとめていく発言が増えるといいですね。」
●「反対するだけでなく，どうすれば実現できるかを考えた前向きな発言
が増えるといいですね。」
●「他の意見と比べながら自分の考えを発言できるようになるといいです
ね。」
●「時間配分を考えて話合いを進めていくといいですね。」　など
●「上手に話合いを進め，黒板に分かりやすく書くことができましたね。」
●「今回の学級会のために計画委員会でしっかり準備をしてくれました。」
など
話合いの振り返りは？
終末の「先生の話」は，話合い活動に対する指導と評価を行う場であり，よかったことや課題，計
画委員へのねぎらいなどを話します。また，実践への意欲を高めるようにします。
活動したことを言葉で振り返り，認め合ったり改善点を明らかにしたりして，更によりよく活動できる
ようにします。その際，学級会ノ－トや振り返りカ－ド，掲示物等を活用します。
終末の教師の話は？
学級会ノ－トに右の例のような簡単な振り返りの欄を設け，
自分や友達のよさに気付き，自分が成長したことに自信をもた
せるようにします。自分の頑張りを３段階で自己評価するとと
もに，話合いで学んだことや実践に向けての期待感などを言葉
で書きます。
次のような視点で振り返ることが大切です。
初めに，みんなで話し合って集団決定することができたことを褒めます。
そして，前回の学級会と比べてよかったことを伝えます。
更によりよい話合い活動にするために，発言の仕方や話合いの進め方等の課
題について指導します。
司会グル－プに対して，ねぎらいの言葉を掛けます。
集団討議のよさを称賛する
基本的には，集団活動としての
討議のよさや成果，課題などを中
心に取り上げるようにします。
たとえ反対していたことでも，
決まったことには従うよう指導
し，決まったことが自分たちの生
活や人間関係を高めていくことを
価値付け，実践への意欲を高める
ようにします。
最後に，実践に向けての意欲を
高める声掛けを行います。
「楽しい集会になりそうですね。
また，この学級の新たな歴史が生
まれます。先生も応援するので，
みんなで協力して頑張ろう。」な
ど。
学級会ノ－ト
◎○△で評価しよう
めあてを考えて，話し合うことがで
きましたか。
Ａ君とＢさんの考えのよさをくっつける
意見が言えた。今度はＣ君のように司会を
助ける意見を言えるようになりたい。みん
なで協力し合って楽しい集会にしたい。
友達の意見のよいところを考えなが
ら，聞くことができましたか。
自分の意見を進んで発表できました
か。
決まったことや自分がこれから何を
したらよいのか分かりましたか。
今日の感想
○
○
◎
◎
ふり返りカ－ド
◎○△で評価しよう
自分の役割に責任をもって取り組む
ことができましたか。
大きな雪玉を友達と一しょに運んで，大き
なかまくらすべり台を作った。みんなで力を
合わせたら，すごく大きなすべり台ができた。
みんなで仲よく遊ぶことができてよかった。
友達と協力し合って活動することが
できましたか。
友達のよいところやがんばったこと
を見付けられましたか。
実践を通して学んだことを書こう
◎
◎
◎
雪を楽しもう集会
前回の学級会と比べてよかったこと1
次回の学級会に向けての課題2
司会グル－プへのねぎらい3
学級会ノ－トの活用1
振り返りカ－ドを使って，話合いの振り返りだけではなく，
実践まで振り返ることができるようにする方法もあります。
自分の頑張りを３段階で自己評価するとともに，実践を通し
て学んだことを書きます。
振り返りカ－ドの活用2
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●「提案理由」や「決まっていること」の掲示
●司会や黒板記録などの係を示すネームプレートやペンダント
●賛成・反対や決定などのマーク
●話合いの流れの表示
●時間の目安：時計で示す。言葉で示す（「あと○分です」）など
●提案に関わる資料や映像
話合いを円滑に進めるために準備しておくとよいものは？
学級会に対する児童の関心や意欲を高め，主体的に参加できるようにするためには，事前の活動
から議題への必要感を高め，話合いにおいて活動や実現へのイメー ジをもつことができるようにすると
ともに，全員が役割を分担し合えるようにするなど，活動への期待感を抱くようにします。
学級会を円滑に進めるためには，表示やカ ドー，ノ トー類などの「学級会グッズ」を活用して，児童
が話合い活動に進んで取り組めるようにします。
話合い活動の意欲を高める工夫は？
1 提案理由の理解
学級会で話し合う議題について，なぜこのことについて話し合う必要がある
のかを理解できるようにして，話合いへの意欲を高めます。言葉で伝えるほか，
寸劇やペープサートを活用して問題となる場面を再現したり，写真や動画，プ
レゼンテーションなどICTを活用し，視覚に訴えたりすることも有効です。
2 イメージを共有し，期待感を高める
本時の話合いや話合いの後には，学級生
活がどのように改善され，よりよくなるの
かなどのゴールとなるイメージをもつこと
ができるようにします。
また，全員で歌を歌ったり，めあてを確
認し合ったりすることで，和やかな雰囲気
で学級会をスタートできるようにします。
1 小集団での話合い
話合いが滞ったときや，多様な意見を出してほしいときなどには，近くの人
や小集団での話合いを取り入れることも考えられます。
その際，小集団ごとに意見を一つにまとめたりせず，出された意見を全体の
話合いに生かすようにします。
また，話合いに入れない児童が出ないよう留意します。
2 イラストの効果的な活用や試行
活動の内容など，言葉だけでイメージを共有することが難しいときなどには，
図やイラストの活用や実演により，具体的に理解したり，問題点を明らかにし
たりすることができます。
計画委員会で，どのような意見
が出されるか事前に話し合ってお
き，板書計画を立てたり，短冊を
準備しておいたりします。
ミニ黒板やホワイトボードを活
用して，シミュレーションするの
もよいでしょう。
1 よさを認め，成就感をもたせる
成功体験の積み重ねが，児童の意欲を高めます。終末の教師の話では，児童
のよさを積極的に認め伝えます。また，児童同士でよさを認め合う相互評価や，
自らの頑張りを確認する自己評価を行うことで，自尊感情や自己有用感を高め
ることができます。
2 活動への期待感を高める
終末の教師の話では，前回からの成長を認め称賛するとともに，今後の課題
を明確にして伝えます。気を付けるべき事柄が明確になることで，次の活動に
対する児童の意欲を高めることができます。
学級会のスタート1
話合いにおける工夫2
終末における教師の話3
準備しておくとよいもの1
議題や提案理由などを短冊に書いて，背面黒板の学級会コーナーに事前に掲
示しておき，学級会のときにそのまま短冊を移動して使えるようにします。短
冊はラミネート加工して，水性ペンで記入すれば繰り返し使えます。また，コ
ルクボードに掲示し，そのままボードごと移動して使う方法も，短冊を外す手
間がなく便利です。
次の学級会の内容を掲示することで，事前に一人一人が自分の考えをもち，
活動の見通しをもって話合いに臨むことができます。
その他，司会などの役割のペンダントや立て札，話合いの流れの掲示など，「学
級会グッズ」としてまとめておき，すぐに使えるようにします。事前アンケー
ト結果なども掲示しておくと，児童の意識が高まり，アンケート結果を話合い
に生かすこともできます。
「学級会グッズ」活用の工夫2
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コルクボードを活用して事前に議題
や「話し合うこと」（柱）を提示。学級
会ではそのまま移動して使用。
司会グループのペンダントや時間を
表す表示
集会のプログラムやアンケート
結果の表示
「話合いの流れ」や 「今どこの段階か
を示すマーク」「時間のめやす」の表示
学級会で使う掲示資料等を学級会
コーナーに準備
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
事後の活動の指導のポイントは？
話合いを円滑に進めたり，児童の意欲を高めたりするためには，話合いの隊形の工夫が有効です。
児童の実態に合わせ，意図的，計画的に工夫するようにします。
学級会で話し合って決まったことを学級全体で共通理解し，協力し合って実践できるようにします。
話合い活動の隊形の工夫は？
事後の活動には，学級会で決まったことをそのまま生活の中で生かすことや，
集会を１時間かけて行うことなどがあります。いずれの場合も，学級会が行わ
れたその日の帰りの会や翌日の朝の会などで，学級会で決まったことを確認す
ることが，事後の活動を確かなものにする上で大切です。話合いで取り上げら
れなかったことについてはどのようにするか，確認しておきます。
実践後，感想を発表し合ったり，振り返りカードに書いたりして，実践した
ことや反省すべき点など全体の振り返りを行い，互いのよさや頑張りを認め合
うようにします。
また，学級会コーナーに，一言感想や吹き出しとともに写真を掲示するなど
して，実践を価値付けたり，頑張ったこと，よかったことなどの成果を児童が
実感できるようにしたりします。
自己評価の際には，事前に話し合った提案理由やめあてに沿って，実践を振
り返ります。
学級会では，互いに顔を見合いながら話合いができる隊形が理想です。また，
同時に黒板も見えなければなりません。よって，黒板に向かってコの字型の隊
形を作って行うのが一般的です（図１）。その際，司会が斜めに座り，全員の顔
と黒板の両方を見やすくするなどの工夫が考えられます。また，児童の人数が
少ない場合は，全員が向かい合い，黒板も見やすいという利点がある半円やＶ
字型の隊形も有効です（図２）。
低学年や年度当初の段階では，児童間の距離が近く，一体感が高まる車座 （図
３）で話し合うことも効果的です。その際，机を外して椅子だけで座ったり，
床に座ったりして互いの距離を一層縮め，連帯感を高めることができます。い
ずれの隊形もノート記録は黒板が見やすい位置に座るようにします。
学級会を指導する上で，教師の位置についても意識する必要があります。
一般的には，１年生の前期あたりまでは教師が中心となって話合いを進めま
すが，それ以降は司会や黒板記録の児童が安心して進行できるように司会の隣
に座り，必要に応じて助言をします。その際，児童全員に聞こえるように助言し，
話合いの進め方を学級全体に周知します。
また，教師が助言するときにも，司会の児童に断わってから行うことで，話
合いのルールを守ることの大切さを示すと同時に，児童に進行を委ねているこ
とを示すことにもなり，学級全体の自治的能力を高めることにつながります。
ただし，人権上問題がある言動がみられたときなど，すぐに指導が必要な場合
はその限りではありません。
また，個に応じた指導が必要な場合には，児童のそばにいることも考えられ
ますが，教師が必要以上に動き回ったり，児童に話しかけたりすることがない
よう留意し，基本的には教室の前面に座り，全体を見守るようにします。
話し合って決まったことや分担
した係などを学級会コーナーに示
して，常に確認できるようにし，
実践意欲を高めます。
作成中のプログラムを掲示した
り，進んで活動している係を称賛
したり，写真を撮ったりして，帰
りの会などで係ごとの進捗状況を
確認し合うなど工夫します。
事後の活動においても，活躍の
場を多く設定し，自分のよさを発
揮したり，互いのよさや頑張りに
気付いたりすることができるよう
にします。
役割分担は，上手，下手で考
えるのでなく，男女で協力するこ
とや未経験者でも希望を生かせる
ようにします。
例えば，集会活動の司会役の
希望者が多かった場合，「男女各
１名」などと制限せず，できるだ
け希望を生かすようにします。
活動が終わったら，学級活動
コーナーに学級会の議題や実践し
たことなどについて掲示し，学級
の足跡を残すことも考えられま
す。
様々な話合いの隊形1
教師の位置2
話し合ったことの確認1
学級会で話し合い，集会活動などにおける必要な役割や仕事の分担が決まっ
たら，協力し合って準備を行います。同じ係の友達と協力して準備したり，み
んなで仲よく実践したりする中で，互いのよさや頑張りに気付き，好ましい人
間関係を育むことができるようにします。「みんなで話し合って決めたことは，
必ず協力して実践する」ということを徹底し，協力して活動することの大切さ
を理解できるようにします。
また，集会の係は全員で分担し，学級全員で集会を盛り上げるようにするこ
とで，学級の一員としての意識や所属感が高まります。児童が「準備や活動を
頑張ったから，こんな楽しい集会ができた」とその努力の成果を実感できるよ
う評価し，達成感を味わえるようにします。
協力して準備・実践2
一連の活動の振り返り3
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ノート
ノート
ノート 教師教師
教師 司会司会司会
【図１】
コの字型（一般的）
【図２】
V字型（少人数向け）
【図３】
車座（低学年向け）
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
学級会が「自分もよくみんなもよい」結論を導き出すための話合いになるよう，教師は事前，本時，
事後の活動を見通してねらいを明確にするとともに，児童の意欲を引き出し，よさを見取るための指導
計画，評価計画を立てるようにします。
指導案の作成の仕方は？
学級会の指導案は，「集団での話合いを通して，集団の目標を決定し，集団
で実践する児童の自発的，自治的な活動」という学級活動（1）の特質を踏まえ
て作成する必要があります。
この指導案に示す内容としては，議題，児童の実態と議題選定の理由，事前
の活動（本時に至るまでの活動の流れ），本時のねらい，本時の活動計画（児童
の活動計画），指導上の留意点，使用する教材・資料，事後の活動，評価の観
点などが考えられます。（『小学校学習指導要領解説　特別活動編』Ｐ46 ～ 48）
学級会に向けた計画委員会の準
備計画を記入します。
①議題の選定，②活動計画・学
級会ノートの作成，③学級活動
コーナーへの掲示，④学級会での
役割分担，⑤進行の確認などの活
動が考えられます。
学級会までに学級全員が行う準
備の計画を記入します。
①議題の決定，②学級会ノート
への記入などの活動が考えられま
す。
【計画委員会の活動】【学級全員
の活動】を統合して記述すること
も考えられます。
学級活動（1）は児童による自発
的，自治的な実践活動であること
から，発達の段階に応じて，計画
委員会などで児童が自らの手によ
り作成した活動計画を添付するよ
うにします。
事前，本時，事後の一連の活動
を指して議題とし「～をしよう」な
どとします。
児童の学級生活における実態
や，学級活動における実態などに
ついて記述します。
議題が選定された背景や，教師
の指導観などについて記述しま
す。
（1）児童の実態と（2）議題選定の
理由を統合して記述することも考
えられます。
学校で定めた学年の評価規準を
記述します。
活動形態別に記述することも考
えられます。
※「評価規準の作成，評価方法等
の工夫改善のための参考資料
【小学校特別活動】」（国立教育政
策研究所，平成23.11）参照
第３学年○組　学級活動（1）指導案
平成○○年４月１６日（金）第５校時
指導者　教諭　○○　○○
１　議題　「どうぞよろしくの会をしよう」
２　議題について
（１）　児童の実態
本学級の児童は明るく活発で，友達と元気に遊ぶ姿が多く見られる。
その反面，学級編制から日が浅く，互いの人柄や性格をよく理解していな
いことから，友達のちょっとした言動を強く非難したり，ささいなことで
も譲り合えずにトラブルになったりすることもある。
学級活動については，年度当初に学級活動（２）「３年生になって」の中
でオリエンテーションを行い，扱う議題の条件や進め方について共通理解
を図った。話合いの進め方については，２年生までの経験からほとんどの
児童が理解しており，「学級活動が楽しい」という児童も多い。しかし，「自
分の考えに自信がもてない」 「理由をうまく説明できない」などの理由から
発表することに消極的な児童もいる。
（２）　議題選定の理由
本議題は，３年生になって１週間が経つものの，いまだに２年生のと
きに同じ学級だった友達とばかり遊んでしまうという現状を改善するため
に「みんなで楽しく遊んで，今まで違うクラスだった友達のことを知ったり，
仲よくなったりするために『どうぞよろしくの会』がしたい」という児童の提
案によるものである。
他に「係活動を決めよう」 「ドッジボール大会がしたい」の提案もあった
が，計画委員会において「まずは仲よくなることが先で，その後に係を決
めた方がよい」という考えの基，今回の議題に選定され，その後，全員に
諮り決定された。
「どんな遊びをするか」 「どんな工夫ができるか」 「どんな係が必要か」と
いう３点について，互いの意見を尊重し合いながら協力して計画を立て，
実践することを通して，新しい友達を中心とした学級内の人間関係を深め
るとともに，自分たちの力でよりよい学級生活をつくっていこうとする自
治的能力や自主的，実践的な態度を高めていきたい。
学級活動（1）の指導案の内容1
学級活動（1）指導案（例）2
5554
学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
３　第３学年及び第４学年の評価規準
【計画委員会の活動】
４　事前の活動
学級の生活上の問題に
関心をもち，他の児童と
協力して意欲的に集団活
動に取り組もうとしてい
る。
・提案ポストを開け
て，議題を選定す
る。
（提案された議題）
①「ドッジボール大
会がしたい」
②「どうぞよろしく
の会がしたい」
・各提案の扱いを明
らかにし，提案者
に伝えられるよう
にする。
・選定した議題につ
いて全員に知らせ，
承認を得る。
・みんなが理解でき
る提案理由になる
ように提案者に助
言する。
・活動計画と学級会
ノートを作成する。
・話合いの見通しが
もてるようにする。
・全員の学級会ノー
トに目を通す。
【関心・意欲・態度】
・よりよい学級生活
づくりのために，
進んで議題を選ぼ
うとしている。
〈提案カード・観察〉
目指す児童の姿と
評価方法
指導上の留意点児童の活動日時
４月
12日（月）
業間休み
13日（火）
昼休み
15日（木）
昼休み
【知識・理解】
・どうぞよろしくの
会を開くために話
し合わなければな
らないことを理解
している。
〈計画委員会活動計画〉
集団活動や生活への
関心・意欲・態度
集団の一員としての
思考・判断・実践
集団活動や生活について
の知識・理解
楽しい学級生活をつく
るために話し合い，自己
の役割や集団としてのよ
りよい方法などについて
考え，判断し，協力し合っ
て実践している。
みんなで楽しい学級生
活をつくることの大切さ
や，学級集団としての意
見をまとめる話合い活動
の計画的な進め方などに
ついて理解している。
【学級全員の活動】
目指す児童の姿と
評価方法
指導上の留意点児童の活動日時
４月
12日（月）
帰りの会
14日（水）
帰りの会
16日（金）
朝の会
・議題を決定する。 ・計画委員会の提案
を基に全員で決定
する。
・決まっていること
（条件）が共通理解
できるよう必要に
応じて助言する。
・学級会ノートに自
分の考えを記入す
る。
・学級会ノートに励
ましの言葉等を記
入し，話合いの意
欲を高める。
・教師からの言葉等
が書かれた学級会
ノートを受け取る。
【関心・意欲・態度】
・よりよい学級生活
づくりのために，
進んで議題を考え
たり，選んだりし
ようとしている。
〈提案カード・観察〉
【思考・判断・実践】
・どうぞよろしくの
会の目的に合った
意見を考え，判断
し，ノートに書く
ことができる。
〈学級会ノート〉
５　決まっている
こと
　話合い
①どんな遊びを
するか
②どんな工夫が
できるか
③どんな係が必
要か
６　決まったこと
の発表
７　話合いの振り
返り
８　先生の話
９　終わりの言葉
・理由を付けて発表できるように
助言する。
・提案理由を意識し，みんなで楽
しめるゲームが提案できるよう
助言する。
・自治的活動の範囲を超えそうな
場合は必要に応じて助言する。
・発言者が偏らないよう助言する
とともに，なかなか発言できない
児童や，進んで参加できない児
童には個別に助言する。
・少数意見であっても発言の機会
を与える。
・自分の考えに固執せず，納得し
た上で考えを変えるなど，折り
合いを付けることも必要である
ことについて助言する。
・よかった点や課題について自己
評価するとともに，友達のよかっ
た点などについても相互評価が
できるように助言する。
・提案理由を意識した発言や学級
全体を考えた建設的な発言，意
欲的に参加していた児童を称賛
するとともに，今後の課題を伝
える。
・計画委員へねぎらいの言葉を掛
けるとともに，実践への見通し
をもたせ，事後の活動への意欲
が高まるように言葉掛けをする。
【思考・判断・実践】
・２年生までの経験を
生かし，提案理由を
踏まえて，集会の目
的に合った内容や工
夫，係について考え，
発言している。
・友達の意見を参考に
して新たな意見や折
衷案を考えて発言し
ている。
　〈観察・学級活動ノー
ト〉
【知識・理解】
・話合いの進め方や約
束を理解している。
　〈観察・計画委員会
活動計画〉
６　事後の活動
目指す児童の姿と
評価方法
指導上の留意点児童の活動日時
４月
16日（金）
帰りの会
19日（月）～
21日（水）
休み時間
23日（金）
５校時
・決まったことを
学級活動コー
ナーに掲示する。
・係の役割分担を
する。
○学級会で決まったこ
との要点をまとめて
書けるよう計画委員
に助言する。
○複数名で担当し，協
力して活動できるよ
うにする。
○協力したり，工夫し
たりして活動してい
る児童を称賛する。
○自分の態度を振り返
り，今後の生活づく
りに生かせるように
するとともに，友達
のよいところについ
ても認められるよう
に助言する。
・係の準備
・「どうぞよろし
くの会」
・集会終了後，感
想を記入
【関心・意欲・態度】
・準備や集会に進ん
で取り組もうとし
ている。
　〈観察〉
【思考・判断・実践】
・集会の目的を考え，
友達と協力し責任
をもって準備した
り参加したりして
いる。
　〈観察・振り返り
カード・感想文〉
指導案の作成の仕方は？
観点のうち，特に重点を置くも
のに下線を引いて示すこともでき
ます。
評価の視点を明確にするため
に，評価規準に即して，本時の展
開における「目指す児童の姿」を具
体的に示します。
本時の活動では，「思考・判断・
実践」に重点を置いて評価します。
折り合いを付けて集団決定でき
たことや，集団として成長した点
について価値付け，実践に向けて
意欲を高めます。
友達と協力しながら，責任を
もって取り組むことができるよ
う，児童の活動や教師の支援方法
等について記述します。
活動を箇条書きにして，簡略化
することも考えられます。
活動計画とは別に，必要に応じ
て司会の台本を使用することもあ
りますが，徐々にその場で考えて
進行できるようにします。
留意点のみを箇条書きし，簡略
化することも考えられます。
話合いの流れを想定し，指導上
留意する点や，話合いを深めるた
めの助言等について記述します。
話合いを進める際の留意点，予
想される対立への対処方法等につ
いて，計画委員会で話し合い，記
述しておきます。
計画委員の児童が作成した活動
計画を指導案に添付します。
低学年など，児童の作成が難し
い場合，教師が記述することも考
えられます。
５　本時の展開
（１）　本時のねらい
○みんながもっと仲よくなれるような集会の計画を考えることができるようにする。
（２）　児童の活動計画
話合いの順序 指導上の留意点
目指す児童の姿と
評価方法
（３）　教師の指導計画
１　始めの言葉
２　計画委員の
　自己紹介
３　議題の確認
４　提案理由や
　めあての確認
・自分のめあてが言えるように，
事前に指導する。
・提案者の思いを全員が理解し，
話合いの指針となるよう事前に
指導する。
計画
話し合いのじゅんじょ（時間）
話し合い
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学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
●学級活動の時間を充てる。　　●休み時間に簡単な活動を行う。
●朝の会や帰りの会で係からの連絡や発表を行う。
●同じ係で給食を一緒に食べる曜日を設定する。
●係の活動内容や取組のよさなどが伝わる発表になるように工夫する。
●「リクエストカ－ド」や「アドバイスカード」を用意して，互いの願いを伝
え合えるようにする。
○生き物係　　　○学級文庫係　　　○かざり係　　○学級の歩み係
○学級新聞係　　○健康係　　　　　○ハッピ－バ－スデ－係
○歌係　　　　　○レクリエ－ション係　　など
○係カレンダ－
○係ポスト
○係ポスタ－　等
　（Ｐ102参照）
当番以外の仕事で自分たちにできることを，みんなで話し合って役割分担します。楽しく豊かな学
級生活をつくるために，児童が活動内容を創意工夫できるようにします。
係活動の指導のポイントは？
「どんな係をつくるとよいか」について学級会で話し合い，自分たちの学級が
楽しく豊かになるような係を決めます。
●電気係や配り係などの創意工夫ができないものは，１年生の年度当初以外
は，当番や日直の仕事として位置付けます。
●学年が進む段階で，上級生などから情報を得たり，教師が新しい係を紹介
したりして活動の視野を広げます。
●学期の変わり目などで，必要に応じて統合したり，決め直したりすること
も考えられます。
●学級生活の充実につながるような仕事の範囲に限るようにします。
次のように発達の段階を踏まえた指導が大切です。
学年等によっては，各係の仕事に応じて必要なおおよその人数を決めてから，
児童の希望を尊重して係の所属を決めます。
●同じ係への希望が多過ぎる場合は，係を二つに分けたり児童が自主的に譲
り合ったりすることができるようにします。
●学級会で設定した係は，必ず誰かが所属するようにします。その際，希望
者がいなかったり少なかったりした係については，みんなでどうしたらよ
いかを話し合って，どの係も活動できるようにします。
1 活動時間の確保の工夫
限られた日課の中で，次のような工夫をして，できるだけ係活動の時間を確
保できるようにします。
2 係活動発表会の実施
発表会の場を設けることによって，互いの係の頑張りを知る機会となり，他
の係の活動のよさを自分たちの係に取り入れていこうとする意欲を高めます。
係を見直す前などに実施すると，次への活動意欲に結び付きます。
係を設置する上での指導上の留
意点として，次のような点が考え
られます。
○児童が必要とする係であること
○継続的に活動できること
○成果が学級に反映されること
○複数で協力し合って活動できる
こと
○創意工夫が生かせること
○提出物や忘れ物をチェックさせ
る等，管理的な仕事の補助にな
らないこと
○児童の負担過重にならないよう
にすること
「係活動コ－ナ－の掲示物を２
週間に１回貼り替えよう」と学級
で話し合って決めるなど，PR活
動を活性化させる方法もありま
す。
係活動での頑張りをメッセ－ジ
カ－ドに書いて交換し合ったり，
帰りの会で発表し合ったりするこ
とによって，活動への満足感を高
めます。活動の仕方のよさにも目
が向くように，教師が関わること
も大切です。
係活動は，あくまでも児童の自
治的な活動をねらいとしていま
す。ただし，「自治」ではなく，あ
くまでも「自治的」なので，児童任
せにするのではなく，教師の意図
的な関わりが必要です。
■ 係の種類（例）
学級生活にとって必要な仕事を見付けて自分から進んで取り
組む。（一人一役の仕事見付けの段階）
組織編成のポイント
1年生入門期
低学年
中学年
高学年
少人数で構成された係で仲よく助け合って活動する。楽しい
学級生活にとって係が必要であるという意識を高める。当番的
な活動から創意工夫できる係活動に移行していくようにする。
低学年までの当番的な活動を整理統合し，創意工夫が生かさ
れる係活動を組織する。協力し合って計画的に活動に取り組め
るようにする。
教師の指導に頼ることなく自主的に係活動を進めたり，自分
のよさを積極的に生かせる係に所属したりして，集団的な活動
の質を高めていく。
自主的に活動を
運営できる力を
高めます。
係の種類の決定1
活動内容の工夫4
1 係活動コ－ナ－の活用
各係の活動予定や係からのお知らせが掲示できる「係活動コ－ナ－」を活用し
て，自主的に情報発信できるようにします。
次のものを作成して
係から情報発信したり
要望を伝えたりできる
ようにします。
2 活躍できる場の設定
朝の会や帰りの会の中で係からのお知らせや係へのお願いなどを話し合うよ
うにします。その際，係の中で交代して全員が連絡や発表ができるようにする
ことも望ましい工夫です。
自主的に活動する力を高める工夫5
係の所属の決定2
係活動の活性化3
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係活動コーナー
ありがとうとお願い
9月20日
パーティー
家庭料理で
10月号は
3日に発行
します。
アンケート
の結果
1 鬼ごっこ
2 何でも
   バスケット
カメの
名前
募集!!
ハッピー
バースデー
係
新聞係
カレンダー
係の紹介
レクリ
エーション
係
生き物係
学級や学校の生活づくり 係活動学級活動（1） 
（発達の段階に即した指導のめやす　『小学校 学習指導要領解説　特別活動編』（Ｐ52～54）参照）
活動の計画を
書き込みます。
メンバー紹介
のコーナー
係からの
お知らせコーナー
活動への
お礼や要望等を
書いて入れる
ポケット
（1）　話し合ったことを基に活動計画を立てる。
（2）　活動計画に沿って，活動に必要な係を設置する。
（3）　係の仕事を学級全員で分担する。
（4）　活動に必要な用具などを準備する。
（5）　活動計画（プログラムなど）に従って集会を行い，活動後は後片付け
　　　を全員で行う。
（6）　活動を振り返る。
　次のような発達の段階に応じた
指導が大切です。
〈低学年〉
　楽しい集会活動を多く経験で
きるようにします。
〈中学年〉
　ねらいを明確にして，創意工
夫を加え，より多様な集会活動
に取り組めるようにします。
〈高学年〉
　学級生活を楽しく豊かにする
ための活動に取り組めるように
します。
　見通しをもつために次のような
工夫が考えられます。
○グループごとに活動の予定表を
作成し，一つ一つ確認しながら
計画的に活動に取り組むように
します。
・誰がどんな仕事をするのか
・いつまでにどのような手順で仕
事を進めていくのか。
○集会活動のグループが決まった
ら（係ごと，役割ごと），例えば，
グループごとに給食を食べなが
ら仕事の確認や連絡を取り合う
こともできます。
教師の支援の例
○効果的な実施のために，アイデ
ア・工夫の仕方・雰囲気づくり
などに積極的に参加できるよう
に，一人一人の活動を見守りま
す。
○時間の確保とともに，児童に任
せることができない事項も明確
にしておきます。
学級会で作成した集会活動の計画に基づいてみんなで役割を分担し，協力して実践し，振り返り
まで行うことができるようにすることが大切です。
集会活動の指導のポイントは？
集会活動の充実のためには，話合い，準備，集会活動などの全体について振
り返りを大切にします。「この集会活動のねらいが達成できたか」 「自分はどの
ように取り組んだか」を振り返らせ，反省点を明らかにし，感想や振り返りを
掲示することで，次回への意欲付けとなり，「この次も楽しい集会活動をしよ
う」という意識が高まります。
集会活動のプログラムの中に感想発表として入れることもできます。
そして，このような集会活動を通して，
などの自主的，実践的な態度が育ちます。
学級活動として行う集会活動は，休み時間の遊びとは異なります。単に楽し
いことをやればよいのではなく，目指す学級像の具現化など，目的意識をもて
るようにします。
集会活動では，誰もが何かで貢献できるようにします。役割を受け持つことで，
責任感や満足感が得られることにつながります。
「お楽しみ会」 「誕生会」だけで
なく，学級成員の雰囲気を和やか
にし，学級の連帯感を高めたり，
学級の文化をつくったりする活動
にも取り組めるようにします。
「計画を立てる→実行する→振
り返る」のサイクルを大切にして，
次への活動に生かすようにしま
す。そのためにも，集会活動の実
践後，振り返る場を設定し，自分
自身の頑張りや友達のよかったと
ころ，協力や創意工夫の大切さを
発見できるようにします。
ねらいの明確化1
みんなでつくり上げる集会活動にするためには，準備から振り返りまでの手
順を明確にしておくようにします。次のような手順を事前に指導しておくこと
により，児童の自発的，自治的な活動を促します。
2 活動の見通し
3 全員で役割分担
4 多様な集会活動
みんなでつくり上げるみんなのための集会活動に
するためにも，多様な集会活動についてのオリエン
テーションを行います。次のような集会活動が考えら
れます。
振り返りの重視5
6160
●多様な役割を用意したり，交替で行ったりして，できるだけ全員がリー
ダーを経験できるようにします。
●それぞれの活動を見守り，アドバイスをします。高学年であれば班ごと
に仕事を分担したり，低学年であれば一人一役で受け持ったりします。
●お楽しみ会的な集会活動
　誕生会，ゲーム大会
●スポーツ的な集会活動
　ドッジボール大会，ミニ運動会
●季節に関する集会活動
　七夕集会，豆まき集会，カルタ
　集会
●文化的な集会活動
　学級音楽会，学級読書集会，
　グループ新聞コンクール，劇の発表会
●何を目標として行うのか，準備から実行，振り返りまでの活動全体を見
通して，「提案理由」や「めあて」を考えることができるようにします。
●集会活動は，楽しく充実した学校生活につながるものであることを理解
させ，話合いや実践への期待感をもたせるようにします。
●自分たちで見通しをもって計画を立て，仲間と協力して実践する
●集団の一員であることを意識して，責任をもって行動する
●全員が参加し，集会活動の内容を創意工夫する
学級や学校の生活づくり 集会活動学級活動（1） 
〈 1学期の集会活動例 〉
人間関係を広げていけるよう，
グループづくりを工夫するなど多く
の友達と関わるようにします。
〈 2学期の集会活動例 〉
自分のよさを発揮したり互いの
よさを認め合ったりして，人間関係
を深めるようにします。
〈 3学期の集会活動例 〉
学級活動の振り返りも含め，自
分や友達，学級の成長を認め合う活
動を展開するようにします。
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Ⅲ学級活動（2）
日常の生活や学習への適応及び健康安全
　学級活動（2）で育てる力は？
　年間指導計画の作成の仕方は？
　授業展開のポイントは？
　問題意識を高める事前指導は？
　本時の指導過程は？
　目標実現への意欲を高める事後指導は？
　題材設定の仕方は？
　「望ましい人間関係の形成」の展開の仕方は？
　「関連」や「統合」とは？
　指導案の作成の仕方は？
◆学級活動（2）のチェックリスト
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学級や学校の生活づくり 学級会学級活動（1） 
事前から事後の実践までの一連の活動について教師が自己の指導を振り返り，次の活動や指導に
生かすようにします。児童の活動の状況を見取るときは，児童の多様なよさや頑張りを見取るようにします。
自分の指導を振り返ってみましょう
チェックリストの例
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◎十分できている　　○よくできている　　△不十分である●事前から事後までの指導のチェックリスト
項　　目 自己評価
計画委員会（司会グループ）を輪番制にしている。
学級会の前に計画委員会を開いて，適切に議題選定等ができるよう指導している。
「議題」 「話し合うこと」（柱）などの黒板掲示の短冊を作って，すぐに使えるようにしている。
学級活動コーナーを作って，学級会の議題や話し合うこと（柱）などを掲示している。
司会進行マニュアルを作り，児童の実態に合わせて活用できるようにしている。
話合いに必要な資料（アンケ トーや短冊など）を児童と準備している。
学級会の前に，児童が学級会ノ トーを記入するようにしている。
提案理由等に沿って自分の考えが書けているか確認し，必要に応じて個別に指導している。
司会の児童への助言は，学級全体に向けて助言している。
話合いが混乱したときや人権を侵害するような発言があったときは，すぐに指導している。
友達の意見をしっかり聞いたり，つなげて発言したりするように指導している。
話型を掲示するなど，理由を明確にして自分の意見を発表できるように指導している。
「出し合う」 「くらべ合う」 「まとめる（決める）」話合いの流れを明確にして指導している。
「決まっていること」を確認してから話合いを始めている。
学級会コーナーに「学級会で話し合って決まったこと」を掲示している。
集会活動では学級全員で役割を分担し，協力して準備できるように指導している。
帰りの会などで，実践までの係ごとの準備の進捗状況を確認している。
決まったことの実践のときも学級会の提案理由やめあてを児童が意識するよう指導している。
計画委員会で話合いの流れを検討したり，必要に応じて練習したりする時間を確保している。
「話し合うこと」（柱）は45分間かけて話し合う価値のあるものを設定している。
議題箱や提案カ ドーを置いて，児童がすぐに提案できるようにしている。
授業研究会では，「児童の活動計画」や「教師の指導計画」 「板書計画」を作成している。
友達の意見のよさを生かし，折り合いを付けてよりよい集団決定ができるように助言してい
る。
終末の「先生の話」で，例えば三つの点（前回の学級会と比べてよかったこと，次回の学級会に
向けての課題，司会グループへのねぎらい）について話し，実践への意欲を高めている。
実践を振り返り，互いのよさに気付いたり，次の活動に生かしたりすることができるようにし
ている。
?????
?????
?????
事前から事後までの自己の指導等を確認し，指導方法の
工夫・改善や指導計画の見直しに生かしましょう。
"
A
"
A学級活動（2）の授業は，児童が自ら努力目標を自己決定し，その実現に取り組めるよう生徒指導の機能を生かす展開を工夫することを通して，自己指導能力を育てます。 学級や学校の実態や児童の発達の段階などを考慮して指導計画を作成します。学級活動（２）の〔共通事項〕のア～キについては，どの学年でも必ず指導します。
① 年間指導計画に即して題材を設定する。
② 児童の実態を的確につかむ。
③ 指導するねらい・目指す姿を明確にする。
④ 中心となる問題点・指導内容・展開の方法を明確にする。
⑤ 適切な資料を選ぶ。
⑥ 児童が自分に合っためあてを自己決定できるようにする。
⑦ 事後指導を充実する。
年間指導計画の作成の仕方は？
学級活動（2）の授業では，児童の問題意識を高め，適切な情報を提供しながら，
児童一人一人が自分に合った具体的なめあてや方法を自己決定できるようにし
ます。
実行する過程で，「努力したら成果が上がった」「うまくいかない面もあった
けど，努力することは大切だ」などと振り返る経験を通して，自己効力感（自分
もやればできるなどの感じ方）をもてるようにします。
学級活動（2）に関する話合い活動は，問題の意識化，原因の追求把握，解決
や対処の仕方の自己決定などについて，教師が中心になって指導することにな
ります。題材や指導内容によって学級の実態や児童の発達の段階などを考慮し
て，指導する内容に応じて効果的な指導方法を工夫するようにします。
学級活動（2）の年間指導計画は，次のことに留意して作成します。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
学級活動（2）で育てる力は？
自分もやれば
できるんだなあ
生徒指導の機能についてはいろ
いろな考え方がありますが，自己
決定の場を与える，自己有用感を
与える，共感的な人間関係を基盤
とする，の三つが挙げられます。
　「児童の発達の段階を考慮する」
とは，
・人間としてそれぞれの時期に達
成しておくべき「発達課題」
　　　　　　　（※Ｐ16）
・学校生活における集団活動の発
達的な特質  　　（※Ｐ16～20）
・発達の段階に即した指導のめや
す　　　　　 　 （※Ｐ51～56）
などの一般的な考え方や，実際の
学級の児童や集団の状況などを考
慮して指導計画を作成するという
ことです。
※『小学校学習指導要領解説 特別活動編』
年間指導計画を見直すポイント
・発達の段階に即しているか
・指導の時期が考慮されているか
・共通事項が全て入っているか
などが考えられます。また，指導
のねらいや，目指す児童の姿を焦
点化し，計画の意図と実際の指導
がずれないように留意します。
年度当初に行う「○年生になっ
て」では，望ましい人間関係の形
成の指導も充実するようにします。
　学級活動（2）の題材について，
複数の共通事項の内容が含まれる
場合，児童の実態に即して重点化
を図ります。その場合，左の表の
ように，「◎夏休みを有意義に ア」
に（カ）を加えて表記する方法が考
えられます。
自分から進んで学び，自分で自
分を指導していくという力や，自
分から問題を発見し，自分で解決
しようとする力が育つ指導を行っ
ていくことが望まれます。指導の
中で児童生徒が主体的に取り組め
るような配慮を行うことで，自発
性や自主性，自律性が育まれます。
自己決定したことを，１週間程
度努力しやってみて，その成果が
実感できるようにします。
併せて自己決定の重みも感じら
れるように指導します。
知識を教え，「分かったこと」や
「感想」だけを書いて終わりという
授業にならないようにします。
⬇
⬇
⬇
教師から提示された課題を自分の課題として受け止める
原因を追求し，解決への意識を高める
解決方法を話合いを通して考える
自己の努力目標を決める（自己決定）
学級や学校の実態や児童の発達の段階などを考慮する
学年を追って指導内容が深まるように系統性を踏まえる
児童による自主的，実践的な活動が助長されるようにする
各教科，道徳，外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連
を図る
養護教諭，栄養教諭，学校栄養職員，司書教諭などの協力を得て指導に
当たるようにする
問題意識をもつ
決まったことを実行する
〈第６学年〉
・新しい学級で頑張ろう
という気持ちをもち，
学級の一員として，ど
んな学級にしたいかと
いう思いをふくらませ
ている。
・自分自身の当番活動や
委員会活動への取組を
見直し，最上級生とし
て自分の役割を果たす
ための目標や具体的な
活動を考え，学校全体
のために働こうと実践
している。
・咀嚼の大切さと望まし
い食習慣のために必要
なことについて理解し
ている。
・昨年までの夏休みの生
活を振り返って計画を
立て，小学校最後の夏
休みを有意義に過ごそ
うとしている。
○最高学年としての自覚
と責任をもち，よりよ
い学校や学級にしてい
こうとする意欲を高め
る。
○当番活動や委員会活動
などへの取組を通して，
働くことの意義を考え
るとともに，学校全体
のことを考えて活動し
ようという意識を高め
る。
○歯の健康を守るために
必要なことや咀嚼の大
切さを理解し，望まし
い食習慣を身に付ける
ことができるようにす
る。
○1学期の反省をし，夏
休みを有意義に過ごす
ための計画を立てるこ
とができるようにする。
◎6年生に
なって　　
ア，（ウ）
◎最上級生と
しての役割
　エ
◎よい歯にす
るために
　カ，（キ）
◎夏休みを有
意義に
　ア，（カ）
○
○
○
○
中心に見取る観点
関意態 思判実 知理
月 題材 指導のねらい 目指す児童の姿
?
??
??
児童の発達の
段階に即して
題材を設定し
ます。
評価の観点を
重点化し，よ
い点や進歩の
状況を積極的
にバランスよ
く評価します。
学年を追って指導内
容が深まるように，
学年間の系統性を確
認します。
評価規準に即して，
本時の展開における
「目指す児童の姿」を
示します。
　そ　しゃく
自己指導能力を育てる授業の展開1 年間指導計画作成の留意点1
学級活動（2）の指導と評価の計画例2
学級活動（２）を成功させるポイント2
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見付ける
つかむ
さぐる
決める
"
A
"
A
学きゅう活どう｢すてきなことば｣アンケ トー
３年　組（　　　　　　　　　）
◆　自分のことをふりかえりましょう。 当てはまる方に〇をつけましょう
①　友だちにいやなことばを言うことがありますか。 はい　いいえ
・言ったときどんな気もちになりますか。
②　友だちからいやなことばを言われたことがありますか。 はい　いいえ
・言われたときどんな気もちになりますか。
「つかむ」→「さぐる」→「見付ける」→「決める」→「実行する」は，学級活動（2）の授業展開の基本形
です。また，授業のつくり方は内容や児童の実態により，板書計画を工夫します。
本時を実施する前に，題材を提示したりアンケ トーを実施したりして，問題にしようとする事柄に児
童自身が目を向け，問題意識をもち，そのことが自分にとっても課題になると捉えられるようにします。また，
児童の実態に即した指導にするため，事前に教師が指導構想をもつようにします。
●アンケート（下は例）
●インタビュー
　・内容によっては，保護者などに協力を得ることも考えられます。
　・アンケートに比べて，回答者の思いや考えを詳しく調査することができ
　　ます。
　・アンケートと併用することができます。
●映像・写真・音声による記録
　・視覚的・聴覚的に実態を客観視できる効果が期待できます。
●本やインターネットなどで調べる
問題意識を高める事前指導は？
1 事前の題材提示
　朝の会などで事前に題材を提示すると問題意識が高められます。児童が事前
にその事柄に目を向けることによって学習への関心を高めて，本時に臨むこと
ができるようにします。
2 事前調査
　教師が行うだけでなく，「みんなはどう思っているのか。どうしているのか。」
という疑問を原動力に，学年によっては，児童自身が事前に調査をすることで，
問題意識が高まることが期待できます。
ウ　望ましい人間関係の形成　題材「すてきな言葉」の例 （P66～70）
　上記の事前調査の結果を集計したり，グラフや表にまとめたりします。高学
年では，児童が教師と共にその作業をすることにより，児童の主体的な活動を
生かすことになり，問題意識を高めることになります。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
授業展開のポイントは？
　単に連絡事項として扱うのでは
なく，児童に問い掛ける形で提示
するなど工夫します。
　本題材の学習に向けての児童の
実態を知り，指導に生かします。
　学年や内容によっては，4段階
（例：そう思う，ややそう思う，
あまりそう思わない，そう思わな
い）などにすることも考えられま
す。
　題材について思うことや相談し
たいことを書く欄を作ったり，選
択式の設問にしたりするなど，児
童の実態や内容に合わせて工夫す
ることができます。
　教師は，事前に児童の実態に応
じた指導展開を構想します。その
際，以下のような視点で児童の実
態を捉えるようにします。
≪児童の実態をつかむ視点≫
●問題はどの程度なのか
●問題を起こす原因は何か
●問題はどのようなときどこで起
こるのか
・あい手の気もちを考えて話す。
・友だちのよいところを見つけて話す。
・すてきなことばを書いて教室にはる。
・毎日かならずすてきなことばを言う。
・あまりあそんだことのない友だちとあそぶ。
⬇ ⬇ ⬇
⬇
⬇
⬇
現状の問題に関する資料の提示
などによって問題意識を高め，課
題をつかむ段階です。【導入】
問題の原因について，話し合い
ながら追求する段階です。
【展開前段】
解決方法を話し合って考える段
階です。【展開後段】
見付けた解決方法に沿って，具
体的な個人目標を自己決定する段
階です。【終末】
３学年　「すてきな言葉」の例
【思考・判断・実践】
・友達の意見を参考にし
ながら，言葉遣いに
ついて考え，どのよ
うに生活に生かして
いきたいか具体的な
めあてを考え，進ん
で実践している。
　（頑張りカード・観察）
アンケート
　グラフ，ア
ンケート調査
や実態調査結
果，映像など
　科学的な資
料，実物，道具，
写真，動画な
ど
頑張りカード
児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿と評価方法
６ 本時の展開
・気持ちのよい言葉がたく
さんあり，その言葉でク
ラスの雰囲気や人間関係
がよくなっていることに
気付くようにする。
・言われて嫌な言葉もある
ことに気付く。
・嫌な言葉を言ってしまう
原因を探る。
・様々な解決方法が出し合
えるようにする。
・自分自身の課題を確認で
きるようにし，何をどの
ように努力したらよいか
を考えて，より具体的な
自己決定ができるようよ
うにする。
・互いの頑張りについて，
励まし合えるようにする。
１　アンケート
を基に，クラス
には気持ちのよ
い言葉がたくさ
んあることを知
る。
２　気持ちのよ
い言葉がある反
面，嫌な言葉も
あることに気付
く。
３　なぜ嫌な言
葉を使ってしま
うのか原因を考
える。
４　みんなで話
合い，どんな言
葉が気持ちがよ
いか考える。
５　自分の課題
に合った「努力
すべきこと」を
決める。
６　互いに自分
の努力すること
を発表し合う。
??
??
??
授業の展開過程1
題材提示と事前調査1
資料の作成2
板書の計画例2
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見付けるつかむ さぐる 決める
・がんばりカードを書こう
すてきなことば
1/26
・はらが立つから
・イライラするから
・いやなことがあったから
・うまくいかなかったから
・まけたくないから
・あい手が弱いと思うから
ことばアンケートのけっか
→
あい手がいやな気もちになることは
わかっていて言ってしまう。
言われてうれしいすてきなことば
いっしょにあそぼう だいじょうぶだよ
ありがとう がんばったね
じょうずだね
言われていやなことば
へたくそ きらい
あっち行って じゃまだ
あそばない
いやなことばよりうれしいことばの
方がいいね
どうしていやなことばを言ってしまうのだろう。 言われてうれしいすてきなことばでいっぱいにしよう
自分ががんばること
がんばりカード　名前
自分は，このめあて・
方法でやってみよう。
こんな解決方法もある
のか。
ここに原因があるんだ
な。
こんな問題があるのか。
なんとかしなくちゃ。
　児童の問題意識を高め
るために，アンケート結
果，実物や写真などを活
用します。
　絵や図を効果的に配置
するなど，学習の流れが
分かるように板書計画を
構造化します。
　課題別グループで話し
合うなどして，個々の考
えを深めたり，広めたり
します。
　具体的な実践方法を自
己決定できるようにしま
す。
見付ける
つかむ
さぐる
決める
80%
14%
4% 2%
問題意識をもつ
決まったことを実行する
見付ける
つかむ
さぐる
決める
"
A
　「できていない一部の人が悪い」という他人事で
はなく，個々の児童が自分にも起こりうる問題と
して捉えられるようにするために，下記のような
資料提示を工夫します。これにより，生活上の問
題や，やがて起こりうる問題をつかめるようにし
ます。
1 アンケート結果をグラフなどに
　事前に学級全員にアンケートをとり，その結果
をグラフにまとめたり，表に整理したりして示し
ます。
2 映像や写真で提示する工夫
　事前に日常生活における児童の様子を写真や動
画，音声などで記録し，提示します。また，紙芝居
やペープサートなどによっ
て問題場面を焦点化し，提
示する工夫もできます。
3 手紙や作文の紹介
　日常生活における児童の気付きを作文や日記か
ら紹介したり，保護者など問題に関わる大人の願
いを手紙にして読んだりすることもできます。
1 書く活動
　「どうして～してしまうのか」という問いでは答
えにくい場合，下の例のように発問をし，考えを
書く活動を取り入れることもできます。そのよう
にして，児童が日常生活を振り返ることができる
ようにします。
2 動作化や試行
　学習内容に応じて実際に行動してみたり，試し
にしてみることで，無意識にしてしまっているこ
とに気付いたり，解決の糸ロを見付けたりするこ
ともあります。
1 話合い活動
　個々の児童の生活経験や発想の違いを生かすこ
とができます。話し合う際のグループを意図的に
編成するなど工夫して，多様な視点で考えられる
ようにしたり，共感的に理解したり，互いに学び
合ったりできるようにします。
2 教師による情報提供
　児童が主体的に解決や対処の仕方を考えられる
ように，必要な情報を教師から提供します。その際，
学年の発達の段階に配慮し，提供する情報など指
導の重点化を図るようにします。
　取り上げる内容によっては学級担任と共に，養
護教諭や栄養教諭，学校栄養職員，司書教諭など
の協力を得て，専門性を生かしたティームティー
チングの活用も有効です。
1 「頑張り（個人目標）カード」
　自己評価がしやすく，成果を実感できるように
以下のような工夫が考えられます。
2 友達と見せ合ったり発表し合ったりする
　記入した「頑張りカード」を周りの友達と見せ
合ったり，全体の場で発表したりすることで，実
践への意欲付けになったり，自分に合った目標へ
の修正の機会になったりします。
●「いつ，どんなふうに」を明確にしたり，数
字を用いたりするなど，具体的な行動目標
として書くことができるようにする。
●努力する期間（1，2週間程度）を設ける。
●努力によって実現可能な目標を設定できる
ように助言する。（詳細はＰ70）
児童一人一人が自分の問題として捉え，自分に合った解決方法を見付け，目標を設定できるように，
教師が情報の提供をしたり，みんなで解決に向けて話し合う場を設けたりします。その際，四つの段
階の児童の思考過程を大切にします。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
本時の指導過程は？
（例）アンケートから
•うれしい言葉「ありがとう」「大丈夫」「いっ
しょに遊ぼう」など
•嫌な言葉「きらい」「あっち行って」など
（個人目標の例）
「人に頼むとき『ちょっとごめん』と言う。」
「すてきな言葉を教室に貼り，1日３回は使う。」
「『一緒に～しようか』と誘う。」
（例）教師の発問
•「どんなときに言ってしまうのだろう」
児童の反応
•「負けて腹が立ったとき」 
　「遊んでいてふざけ合って」
（例）•「相手の気持ちを考えて話したい」とい
　　う意見のグループ
　　•「友達のよいところを見付けて話した
　　い」という意見のグループ
　　•「あまり遊んだことのない友達に話し
　　掛けたい」という意見のグループ
（例）場面設定をした上での即興演技
•断る・注意する・借りる・頼む・誘う場面　など
なるほど。
その方法もあるのか。
A君の方法は私にも
できそうね。
私はこの方法で
努力してみよう。
自分にも当てはまる
問題だね。
　漠然としていた「問題意識をも
つ」の段階から，資料の提示など
によって問題の焦点化を図り，課
題をつかむ段階です。【導入】
　問題の原因について話し合いな
がら追求する段階です。
【展開前段】
解決方法を話し合って考える段階
です。【展開後段】
　見付けた解決方法に沿って，具
体的な個人目標を自己決定する段
階です。【終末】
　児童がより強く課題を意識し改善の必要性を感
じることができるように，下記のような活動を取
り入れながら，児童が共に原因を考えられるよう
にします。教師は児童が考えた原因を整理して板
書しながらまとめます。
　課題を把握し，原因を考えたら，次は解決策を
考える段階です。個々の児童が自分の普段の生活
を見つめ，全員で解決や対処の仕方を考えます。
その際，多様な解決方法を取り上げるようにしま
す。児童の実態に合った方法を見付けることで，
次の「決める」段階での自己決定につなげます。
　自分の課題や原因に合った解決方法に沿って，
個人目標を自分で決められるようにします。その
ために，教師は下記のようなカードの工夫や場の
設定をしつつ個別に指導や助言をするようにしま
しょう。
【注意】
　人間関係の形成に関わる「意図的にあるグループ作業
を行わせて，感じたことなどを率直に話し合うことに
よって大切なことを理解させる手法」や「ロールプレイン
グやグループで練習をするような手法」，コミュニケー
ションのスキルを高めるプログラムなどの活用に当たっ
ては，教師が学級活動の指導の特質を踏まえた上で，そ
の意図と位置付けを明確にもち，児童が現実の生活で自
主的，実践的に生かせるように配慮することが大切です。
　「さぐる」 「見付ける」段階では，個人が生活を見つ
める活動や，動作的実験的な活動，集団による話合い
活動，教師による情報提供を効果的に組み合わせて，
児童の思考の流れが円滑になるようにします。
　自分に合わない目標を設定している児童には，「見
付ける」段階でのみんなの考えを参考に，自分にでき
そうなことを選ぶように助言します。また，具体的に
考えにくい児童には「どんなとき，どうしたら頑張っ
たことになるかな？」などと問い掛けて，考えを引き
出すようにします。
➡ ➡ ➡➡
原因が分かってきたぞ !
自分も同じだなあ。
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課題をつかむ 原因を追求する 解決方法を考える 個人目標を自己決定する
（例）嫌な思いをしたことがある
ある
ときどきある
あまりない
ない
80%
14%
4% 2%
つかむ さぐる 決める見付ける
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題材設定の仕方は？
ファイルにとじておくとともに，
ときには掲示し，互いに認め合い
励まし合えるように工夫します。
各自が決めた目標に向けて行動
し，振り返る段階です。
頑張ることを決めるだけに終わ
らずに，その後の行動を振り返り，
努力や成果の足跡を残します。
競争をあおり，賞罰を与えたり，
一部の児童を批判したりするよう
なことは避けるようにします。
1 「頑張りカード」を活用する
　「頑張りカード」は，各自が個人目標を常に意識して行動し，振り返るための
ものです。日々，努力する様子が分かるように活用の仕方を工夫し，実践意欲
の継続化を図るようにします。
2 児童が互いに認め合う場
　個々の努力を互いに認め合い励まし合うなど，みんなで振り返るようにしま
す。一定期間取り組んだら，帰りの会などで振り返りの話合いをします。これ
により，実践の継続化や日常化，共感的な人間関係づくりにつながります。一方，
成果が実感できていない児童も，個人目標を修正したり，実践への意欲が高まっ
たりするきっかけになります。
　目標が未達成であったり，共通の問題が解決できたと言える状態でなかった
りしても，「努力した成果があった」 「よい方向に向かっている」という見方や
考え方を教師が大切にすることで，児童も「努力することは大切」と考えられる
ようになり，自己指導能力を育むことにつながります。
共通事項
　学習指導要領においていずれの
学年においても取り扱う内容を
〔共通事項〕として示しています。
「（２）日常の生活や学習への適応
及び健康安全」の共通事項として
は，ア～キの七つが示されていま
す。
≪その他の題材例≫
ア　希望や目標をもって生きる態
　度の形成
　低：１ねんせいになって
　中：楽しいクラブ活動
　高：もうすぐ中学生
イ　基本的な生活習慣の形成
　低：がっこうせいかつのきまり
　中：雨の日の過ごし方
　高：公共の場所でのマナー
ウ　望ましい人間関係の形成
　低：みんななかよし
　中：互いのよさ発見
　高：男女の協力
エ　清掃などの当番活動等の役割
　と働くことの意義の理解
　低：きれいなきょうしつ
　中：当番の仕事
　高：委員会活動の役割
オ　学校図書館の利用
　低：本のかりかた，かえしかた
　中：図書の整理
　高：幅広い読書習慣
カ　心身ともに健康で安全な生活
　態度の形成
　低：じょうずなはみがき
　中：じょうぶな体
　高：睡眠の役割とストレス解消法
キ　食育の観点を踏まえた学校給
　食と望ましい食習慣の形成
　低：楽しい給食
　中：バランスのよい食事
　高：おやつのとり方
※「ウ　望ましい人間関係の形成」
については，Ｐ72で取り上げて
います。
●実践状況に応じて，個別に励ましや称賛，アドバイスなどをします。
●みんなで振り返った際には，個々の頑張りを取り上げながら，学級全体と
しての高まりにも触れ，生活改善の成果が実感できるようにします。
●学年，学級便り等を通して，児童の努力の様子を家庭に伝えます。
●努力の成果を記録できるようにします。
●一定期間，教室の壁面に掲示することも考えられます。
「自分もやればできる」という自己効力感がもてるようにすることが何よりも重要です。そのために児童
が目標実現に取り組む姿を認め，励まし，成果を上げることができるように指導します。
児童が社会生活を営む上で必要な考え方や行動の仕方を身に付ける題材を設定します。基本的に
は小学校学習指導要領の学級活動（2）の共通事項に示されているア～キに関する題材を設定します。
それ以外の課題も取り上げられますが，生活指導上の問題は日々 の生活の中で適宜指導します。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
目標実現への意欲を高める事後指導は？
ア 希望や目標をもって生きる態度の形成
イ 基本的な生活習慣の形成
エ 清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解
オ 学校図書館の利用
カ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成
キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
　嫌いな食べ物アン
ケートの結果のグラ
フを基に，食事にお
ける課題をつかむ。
　原因を整理し，解
決に向けての方向性
をはっきりとさせ，
改善の必要性を実感
する。
　苦手なものを食べ
るための工夫につい
て意見を出し合い，
解決方法を見付ける。
　みんなの意見を参
考にして自分に合っ
た解決方法を選び，
自己決定する。
バランスのよい食事【中学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
　整頓されている
本棚とそうでない
本棚の写真を見比
べ，課題をつかむ。
　本棚が乱れてしま
う理由について，み
んなで意見を出し合
い，原因をさぐる。
　みんなが利用しや
すい学校図書館にす
るための方法を見付
ける。
　日頃の図書室の利
用の仕方について自
分の生活を振り返り，
個人目標を決める。
題材 「本のかりかた，かえしかた」 【低学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
　掃除など学級生活
における当番の仕事
に対する取組状況を
捉え，共通の問題を
つかむ。
　忘れたり，面倒に
なったりする原因を，
みんなで話し合って
さぐる。
　みんなの生活に貢
献することの喜びを
教師や高学年の言葉
として伝え，解決方
法を見付ける。
　見付けた解決方法
の中から，自分に
合った方法を選び，
個人目標を決める。
題材 「当番の仕事」 【中学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
　校長先生へのイ
ンタビューや児童
へのアンケート結
果により，挨拶にお
ける課題をつかむ｡
　挨拶しにくい理由
を小グループで出し
合い，原因を整理す
る。
　解決方法を段階的
に見付けられるよう
に教師が情報提供す
る。
　自分に合うめあて
を個々に決め，毎日
の振り返り方を全体
で決める。
題材 「気持ちのよいあいさつ」 【低学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
　「家で宿題以外に
している学習」アン
ケート結果から課題
をつかむ。
　家庭で自主学習が
できていなかったり，
できにくかったりす
る原因をさぐる。
　自主学習への見通
しがもてるように，
問題の原因を解決す
るための多様な方法
を見付ける。
　みんなで考えた解
決方法の中から，自
分の課題に合った方
法を選び，目標を決
める。
題材 「自分で学ぶ自主学習」 【高学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
ぼくも
もう少し頑張って
みようかな。
私は少しだけど，
前よりはよく
なってきたよ。
家庭と連携すること
で，より効果を高め
ることができます。
3年　組（　　　　　　　　　）
学きゅう活どう「すてきなことば」
□わたしがきめた目ひょう（数字を入れて書こう）
　（いつ）
　（どんなふうに）
　（何をする）
□自分の行どうをふりかえろう（できたら色をぬる）
□行どうをふりかえって，自分ががんばることができたところやよくなってきたところを書こう
5月15日（火） 5月16日（水） 5月17日（木） 5月18日（金） 5月21日（月） 5月22日（火）
□先生から
がんばりカード
うれしいことがあったときや，がんばっている友だちを見つけたとき
すぐに「ありがとう」や「すごいね」「がんばっているね」など，１日３回は
あい手に聞こえるように言う。
　月曜日は，１日２回しか言えなかった。でも，ほかの日は目ひょうをたっせいすることができた。はじ
めたころは，少しはずかしいかんじがしたけれど，やっていると，あい手もよろこんでくれるので，すご
く気もちがよかった。友だちもわたしに「ありがとう」と言ってくれることがふえて，とてもよかったと
思う。これからもつづけていこうと思う。
 〇〇さんの行どうを見ていて，とても明るく元気な声で，きめためあてをじっ行しようとしているのが分
かり，先生はとてもうれしかったです。今まで言えていなかったことでも，自分できめてがんばることでで
きるようになります。これからも教室にみんながうれしく楽しくなることばをふやしていきましょう。
　避難訓練の反省点
を考え，避難時必要
なことを知った上で，
課題をつかむ。
　課題の原因をさぐ
るために，グループ
で話し合い，クラス
全体で交流する。
　日頃からの備えに
ついて話し合ったり
教師から備えの例を
情報提供したりして，
解決方法を見付ける。
　日頃からの学校生
活の改善につながる
ように，放送を聞く・
廊下は歩くなど具体
的に決める。
題材 「命を守る行動」 【高学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
児童自身による振り返り1 共通事項の題材と展開例1
教師による励ましや評価2
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「関連」や「統合」とは？
学級活動（2）の共通事項については，ア～キに示されている題材や指導内容間の関連を図って指
導したり，統合を図ったり，共通事項以外の他の内容を加えたりして指導をすることができます。また，
学級活動以外の学習とも関連を図ることによって，一層効果を上げることもできます。
日頃の学校，学級生活や発達の段階を踏まえ，各学年における学級活動（2）「ウ 望ましい人間関
係の形成」の授業を通して望ましい人間関係の在り方を指導するとともに，各種の集団活動等との関
連を図って充実するようにします。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
　男女のトラブルに
関するアンケートを
見て，感想を発表す
る。
　どうしてトラブル
が起こるのか，原因
について考え，改善
の必要性に気付く。
　みんなで話し合い，
男女が協力して楽し
い学級生活にするた
めの方法を考える。
　話合いの中から自
分ができそうなこと
を考え，めあてを決
める。
題材 「男女仲よく」 【高学年】
つかむ さぐる 見付ける 決める
小学校学習指導要領総則第1章
第4の2（3）に「日ごろから学級経営
の充実を図り，教師と児童の信頼
関係及び児童相互の好ましい人間
関係を育てるとともに児童理解を
深め，生徒指導の充実を図るこ
と。」と示されていることを踏まえ，
指導計画の充実を図るようにしま
す。
『小学校学習指導要領解説　特
別活動編』Ｐ38には具体的な指導
内容として次のように示されてい
ます。
「具体的な指導内容としては，
友達と仲よく，仲直り，男女の協力，
互いのよさの発見，違いを認め合
う，よい言葉や悪い言葉，親友を
つくる，などが考えられる。その際，
特別活動の児童会活動，クラブ活
動，学校行事の各内容に共通して，
「望ましい人間関係の形成」を示し
ていることを踏まえ，それらの活
動場面を効果的に取り入れるなど
の関連を図り，全体として望まし
い人間関係を築く態度の形成が図
られるようにすることが大切であ
る。」
　朝の会や帰りの会，学校行事等
の様々な機会を効果的に活用しま
す。朝や昼の学習タイムなどを活
用することもできます。
　望ましい人間関係の形成の指導
として，コミュニケーションのス
キルを身に付けるための活動を効
果的に取り入れることも考えられ
ます。その際，学級活動の指導の
特質を踏まえ，教師からの一方的
な指導に終わらないようにします。
　学級の中に望ましい人間関係を育てながら，その過程で一人一人の児童が，
協力してよりよい生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育て，自己を生
かす能力を養い，自己の生き方についての考え方を深めていきます。これは，
自分の学級の人間関係がよくなればよいということではなく，誰とでもよりよ
い人間関係を形成する能力を形成することを求めるものです。
　望ましい人間関係の形成の学習については，次の点を考慮して指導計画を作
成します。
　発達の段階に即した人間関係を形成する力については，学級活動の内容に示
した「仲よく助け合い」や「協力し合って」，「信頼し支え合って」を目指して指導
することが求められています。
■題材例と展開例
　特別活動における実践活動や体験的な活動を通して，例えば次に示したよう
なことについての考えを深め，望ましい認識をもてるようにします。また，そ
の大切さを児童自身が実感できるようにし，実際の集団活動の中で実践できる
ようにします。
1 教科等との関連
　例えば，家庭科の内容で，「Ｂ 日常の食事
と料理の基礎（1）食事の役割，（2）栄養を考
えた食事，（3）料理の基礎」を指導すること
になっています。これらと学級活動（2）キの
指導を関連させることにより，日常生活で生
かされることが期待されます。
2 学級活動（1）の指導との関連
　指導に当たっては，指導内容を精選したり重点化を図った上で内容相互の関
連を図ったりするように工夫することが必要です。
　また，各内容の関連を図る上で中心的な役割を果たす学級活動の充実に努め
ます。朝の会や帰りの会の話合いとの関連を図るなど，創意工夫し，計画的に
実践できるようにします。
　例えば，学級活動（2）日常の生活や学習への適応及び健康安全の
「イ　基本的な生活習慣の形成」
「力　心身ともに健康で安全な生活態度の形成」
「キ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」
を統合して，「生活のリズム」や「運動と睡眠」または「食に関する指導」といった
題材を設定することなどが考えられます。
　単なる時間の短縮にならないように留意し，それぞれのねらいを明確化し，
児童の実態に即して指導内容を重点化するようにします。
　学級活動（2）の内容については，共通事項のア～キで示した内容のほかにも，
次のような内容が考えられます。
　ただし，児童の生活に関わる問題には，広い範囲にわたって様々な問題が考
えられるので，限られた時間の中で全ての内容を網羅して指導することはでき
ません。内容を精選して計画し，指導する必要があります。
●教科等との関連（例）
関連
　学級活動（2）の「ウ　望ましい人間関係の形成」で指導したことを生かし
て，学級活動（1）の「ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決」や
「ウ　学校における多様な集団の生活の向上」において，同年齢や異年齢に
おけるよりよい人間関係を築く活動を展開したりすることができます。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
「望ましい人間関係の形成」の展開の仕方は？
●発達の段階に合っているか
●学年間の系統性はあるか
●指導の時期は適切か
日常の道徳性の指導，国民の祝日や長期休業日の事前・
事後の指導，環境美化に関する指導，学校行事の事前・
事後指導，貯蓄や消費に関する指導，情報モラルに関
する指導など
•うそをつかない
•約束を守る
•人が嫌がることを言っ
たりやったりしない
•どの児童とも仲よくし，
けんかをしたら謝るな
どして仲直りをする
•どの児童の考えもよく
聞く
•困っている人に親切に
したり，声を掛けたり
するなどして助ける
•相手のことを思いやっ
て話し合ったり行動し
たりする
•ときには自分の考えを
通すのではなく我慢を
する
•誰にでもよいところが
あり，それらを認め合
い，力を合わせたり協
力し合ったりして，よ
りよい生活を築く
•暴力でなく言葉で解決
する
•男女など互いのよさを
認め合ったり生かし
合ったりするなど支え
合う
•誰に対しても差別や偏
見をもつことなく，相
手の立場に立って考え
たり行動したりする
•多様な意見を大切にし
て話し合う
•幼児や高齢者など相手
に応じたふさわしい言
動をして，よりよい関
係をつくる
•マナーを守って集団生
活をする
中学年 高学年低学年
家庭科の内容
B 日常の食事と料理の基礎
　⑴ 食事の役割
　⑵ 栄養を考えた食事
　⑶ 調理の基礎
〔共通事項〕
キ 食育の観点を踏まえた学
校給食と望ましい食習慣の
形成
●共通事項の統合（例）
統　合
「イ 基本的な生活習慣の形
成」
「力 心身ともに健康で安全な
生活態度の形成」
「キ 食育の観点を踏まえた学
校給食と望ましい食習慣の形
成」
「生活のリズム」
「運動と睡眠」
「食に関する指導」
望ましい人間関係の形成（題材例と展開例）1 関　連1
統　合2
共通事項以外の指導3
望ましい人間関係の指導のために2
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A 『小学校学習指導要領解説 特別活動編』P48には，１単位時間の指導計画に示す内容が例示されています。それを基に学習指導案を書くと，次のような形式が考えられます。
自己の生活上の問題に関
心をもち，意欲的に日常の
生活や学習に取り組もうと
している。
楽しい学級生活をつくる
ために，日常の生活や学習
の課題について話し合い，
自分に合ったよりよい解決
方法などについて考え，判
断し，実践している。
【思考・判断・実践】
・友達の意見を参考にし
ながら，言葉遣いに
ついて考え，どのよ
うに生活に生かして
いきたいか具体的な
めあてを考え，進ん
で実践している。
　（頑張りカー ド・観察）
アンケート
　グラフ，ア
ンケート調査
や実態調査結
果，映像など
　科学的な資
料，実物，道具，
写真，動画な
ど
頑張りカード
楽しい学級生活をつくる
ことの大切さ，そのための
よりよい生活や学習の仕方
などについて理解している。
集団活動や生活への
関心・意欲・態度
集団の一員としての
思考・判断・実践
集団活動や生活への
知識・理解
自他との関わりの中で，個人の
課題を踏まえ，どのような自己決
定ができるようにしたいのかの指
導のねらいを端的に記述します。
このように，下線を入れること
も考えられます。この下線は，目
指す児童の姿のうち，この活動に
おいて特に重点的に評価する部分
を示しています。
定期的に振り返りの時間を設け，
実践意欲の継続化を図ります。
学年，学級便り等を通して家庭
と連携し，日常生活での意識化を
図ります。
指導の効果を上げるために，内
容に応じて次のような人材の活用
を考えて，指導計画を作成するこ
とも考えられます。
・スクールボランティア
・地域の方
・警察官や消防士など
ＴＴの場合には，指導する上で
のそれぞれの役割を明確にするた
めに，左のような書き方の工夫が
考えられます。特にＴ２の役割に
ついて事前にしっかりと打合せを
しておき，指導の効果が十分高め
られるようにします。
　年間指導計画を基に，題材を設
定します。その題材がどの共通事
項なのかを明記します。
　１時間ごとに評価規準を作成せ
ず，学校で低・中・高学年別に作
成した観点と評価規準をそのまま
掲載します。
　児童が活動を行う上で，教師が
何をどのように工夫したり，配慮
したりするかなどを記述します。
　評価規準に即して，一連の展開
における「目指す児童の姿」を具体
的に示します。
　児童が自己の課題として真剣に
捉え，目標や方法などを自己決定
できるように，学級生活における
児童の実態から，この題材を取り
上げる必要性など，教師の題材観，
指導観についてまとめます。
　必要に応じて，各教科，道徳及
び総合的な学習の時間との関連を
図った計画的指導や学年段階，発
達の段階に即した系統的な指導に
関わる配慮事項などについても記
述します。
学習指導案例
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
指導案の作成の仕方は？
・共通事項の指導で取り上げる内容について，発達の段階に即して重点化
することが必要です。
・学年間で指導内容が重複したり，逆転したりしないよう，全学年の系統
性を踏まえて指導計画を作成します。
・内容によって，養護教諭，栄養教諭，学校栄養職員，司書教諭などの協
力を得て指導するようにします。
・題材を知る
・アンケート調査し，結果を
まとめる。（児童が行う場
合）
・自分の問題について考えて
おく。
１　アンケート
を基に，図書館
の利用があまり
されていないこ
とを知る。
・図書館の利用に
つ い て，ア ン
ケートを基に個
人差があること
を知り，図書館
を有効利用する
必要があること
に気付くよう
アンケート
グラフ
・年間指導計画で設定した題
材について，関心をもって
生活をしたり，問題意識を
高めておいたりするために，
事前に予告しておく。
・家庭への説明を行ったり，
協力を依頼したりするため
に，学級の児童の問題の状
況を調査等により確認して
おく。
【関心・意欲・態度】
・○○の課題について，真剣
に受け止めている。
　（アンケート調査）
児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法
・自分の立てためあてや取組
などについて振り返る。
・友達同士で取組を確認し合
う。
・事後に振り返る機会を設定し，
実践化に向けて継続した取組
になるように助言する。
・帰りの会などを利用して，友
達同士で取組を確認し合う場
を設け，お互いの頑張りを認
め励ましながら，実践の継続
化を図るようにする。
【思考・判断・実践】
・友達の意見を参考にしながら，
言葉遣いについて考え，ど
のように生活に生かしてい
きたいか具体的なめあてを
考え，進んで実践している。
　（頑張りカード・観察）
児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法
児童の活動
指導上の留意点
資料
T２T１
目指す児童の姿と評価方法
第３学年○組　学級活動（2）指導案
１ 題材　「すてきな言葉」　　学級活動（2）　ウ　望ましい人間関係の形成
２ 題材について
⑴児童の実態
　本学級の児童は明るく活発で，困っている友達に優しく声を掛けたり，友達と仲よく遊んだりす
る姿が多く見られる。一方で，遊びの中で心ない一言を言ってしまったり，自分の思い通りになら
ないときに，相手を傷つける言葉を言ってしまったりすることがある。
　４月から，「協力し合う」ことを目指した学級づくりに取り組んできた。係活動や集会活動では，
友達と協力し合い，仲よく活動する姿が多く見られるようになってきた。
⑵題材設定の理由
　３年生になると，交友関係も広がり，友達との関わりも多くなる。関わりが増えることで，友達
との間で相手を傷つける心ない一言を言ってしまうことも多くなる。また，そのことが継続したト
ラブルにつながり，人間関係を損なうこともある。この題材は，学級の人間関係の育成の一つとし
て年間指導計画に位置付けられているものである。生活の中の温かい言葉掛けを通して，自分の生
活を振り返り，実践化していくことができる題材である。温かい言葉のよさを実感し，実践に生か
せるようにしていきたい。
３ 第３学年及び第４学年の評価規準
４ 事前の指導
児童の活動 指導上の留意点 資料 目指す児童の姿と評価方法
５ 本時のねらい
普段何気なく使っている言葉が人間関係や学級の雰囲気に影響を与えることに気付き，相手の立
場を考えた言葉遣いをすることができる。
６ 本時の展開
7 事後の指導
平成○○年○月○日　　
指導者　教諭 ○○　○○
??
????
６ 本時の展開
指導計画
決まったことを実行する
・気持ちのよい言葉がたく
さんあり，その言葉でク
ラスの雰囲気や人間関係
がよくなっていることに
気付くようにする。
・言われて嫌な言葉もある
ことに気付く。
・嫌な言葉を言ってしまう
原因を探る。
・様々な解決方法が出し合
えるようにする。
・自分自身の課題を確認で
きるようにし，何をどの
ように努力したらよいか
を考えて，より具体的な
自己決定ができるようよ
うにする。
・互いの頑張りについて，
励まし合えるようにする。
１　アンケート
を基に，クラス
には気持ちのよ
い言葉がたくさ
んあることを知
る。
２　気持ちのよ
い言葉がある反
面，嫌な言葉も
あることに気付
く。
３　なぜ嫌な言
葉を使ってしま
うのか原因を考
える。
４　みんなで話
合い，どんな言
葉が気持ちがよ
いか考える。
５　自分の課題
に合った「努力
すべきこと」を
決める。
６　互いに自分
の努力すること
を発表し合う。
??
??
??
ティームティーチングや資料の工夫2
学級活動（2）指導案（例）1
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見付ける
つかむ
さぐる
決める
児童会活動
クラブ活動
Ⅳ
児童会活動
　指導計画の作成の仕方は？
　担当の教師と学級担任との連携の仕方は？
　代表委員会の充実のためには？
　委員会を設置するときの留意点は？
　いじめ防止につながる自主的な取組は？
◆児童会活動のチェックリスト
クラブ活動
　組織（設置と所属）の決め方のポイントは？
　クラブの計画や運営をスムーズに進めるための工夫は？
　「クラブを楽しむ活動」を，よりよい活動にするための工夫は？
　「クラブの成果の発表」の仕方は？
◆クラブ活動のチェックリスト
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　学級活動（2）の，本時では，課題を「つかむ」，原因を「さぐる」，解決方法を「見付ける」，目標を「決める」の指導過
程で自己決定に導きます。しかし，さらに成長につなげていくためには，児童が決めたことを実践して振り返り，自
ら改善する「実行する」ための事後指導が重要です。
　事後指導の「実行する」においては，朝の会や帰りの会等の時間を工夫して，短時間でも，集団や個人がどのように
決めたことを実践できているのかを個別に，また相互に振り返り，改善を行い，更に実践を繰り返します。
　せっかく話し合って自らの実践目標として決めたことを，決めただけにとどまらずに，実行し，振り返り，改善す
るというPDCA サイクルを生かして，成就感を積み上げることで，児童の「こうしたい」「こうありたい」という願い
を叶えられるようにします。
　このような時間を設けて，児童がよくなったことを実感することが，「やらされている活動」を，「自分たちでつく
り上げている活動」へと意識を変えていきます。
　どのような理想も，強く願わないことには叶いません。実現に向けて話し合い，実践し，互いに協力して改善を積
み重ねることで，願いが叶うことを体験していくようにします。
　このチェックリストは，学級活動（2）を成功させることができたかどうかの評価に活用できます（Ｐ64）。
　学級活動（2）について，教師が自分の指導を振り返り，次の活動や指導に生かすようにします。
日常の生活や学習への適応及び健康安全学級活動（2） 
自分の指導を振り返ってみましょう
年間指導計画に即して題材を決めている。
児童の実態を的確につかむ工夫をしている。
指導するねらい・目指す児童の姿が明確である。
中心となる問題点・指導内容・展開の方法が明確である。
何をどのように自己決定するかについて指導の見通しがある。
適切な資料を選んでいる。
児童は，自分に合った具体的な自己決定ができている。
実行や振り返りなど事後指導を重視している。
実行したことを評価している。
◎十分できている　　○よくできている　　△不十分である
項　　目 自己評価
願わないことは叶わない＝願えば叶う学級活動PDCA サイクルの定着
チェックリストの例
PDCAサイクルを生かす ―― 願わないことは叶わない
76
問題意識
（事前）
・理想実現へ
　の願い
・つかむ
・さぐる
・見付ける
・決める
実行する
（事後）
・実践
・見取り
振り返る
・自己評価
・相互評価
改善する
・調整
・修正
実感する
・達成感
・自信
Standing P lan Do Check Action
委員会活動は，児童が各委員会担当の教師の指導を受けながら活動します。各委員会での児童
の活動のよさを学級担任に伝えるなどの連携を充実させます。
児童会活動 児童会活動
指導計画の作成の仕方は？ 担当の教師と学級担任との連携の仕方は？
年間指導計画に示す内容につい
ては，ほかに，活動に必要な備品，
消耗品，活動場所，指導上の留意点，
委員会を指導する教師の指導体制，
評価の観点などがあります。
代表委員会や委員会ごとに話合
いをする時間を，月に1単位時間
程度設けることや，児童会が主催
する比較的大規模集会活動を学期
に１，２回程度設けるなどの工夫
が考えられます。
児童会計画委員会は，代表委員
の中から互選で選出します。委員
会活動の一委員会として設置しな
いようにします。
活動計画は，委員会ファイルに
とじておくようにします。月ごと，
学期ごと，年ごとに，それを参考
にしながら次の活動計画を作成す
ることができます。
活動の評価
　児童の自己評価カードと教師が
記録する評価カードを，別に作成
することも考えられます。その場
合，教師の評価カードでは児童の
頑張りのほかに，個別の課題など
も記入するようにし，指導に生か
します。
●児童の頑張りを伝える●
委員会担当の教師は，
児童の活動の頑張りを
積極的に評価する。
各委員会担当の教師
が学級担任に知らせる。
担任は，担当の教師からの
評価を児童に伝え，自己有用
感を高める。また，児童一人
一人が見せる教室以外での頑
張りを，通知表等で積極的に
保護者に知らせる。
保護者
○児童会活動を通して，望ましい人間関係を築き，学校の一員としてよりよい学校
づくりに参画し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。
児童会活
動の目標
活動時間
の設定
主な活動
代表委員
会と各委
員会の組
織と構成
代表委員会
委員会活動
代表委員会
委員会活動
児童会集会
活動
代表委員会
※予想され
る議題
委員会活動
※（　）は常
時活動
○児童の希望や発想が生かされる委員会を設置する。
　【設置する委員会：集会・新聞・放送・図書・環境美化・飼育栽培・
健康】
○毎月1回　第3月曜日の放課後に実施する。
○毎月1回　第1金曜日の６校時に実施する。
○代表委員会が企画・運営し，１単位時間を使って実施する。
　1学期（１年生を迎える会）　2学期（なかよし集会）
　3学期（６年生を送る会）
○集会委員会が企画・運営し，始業前等の20分で実施する。
　例：長なわとび集会　クイズ集会　ジャンケン集会　学級自慢集会等
１学期：「1年生を迎える会を開こう」「縦割り班で遊ぼう」
　　　　「雨の日の過ごし方を決めよう」
２学期：「運動会の児童会種目を決めよう」「読書週間の取組を決
　　　めよう」「なかよし集会を開こう」
３学期：「給食感謝週間にすることを決めよう」「６年生を送る会
　　　の計画を立てよう」「1年間を振り返ろう」
集会委員会：児童会集会活動の計画・運営
新聞委員会：校内新聞の発行
放送委員会：学級紹介　先生紹介　学校自慢(朝，給食，帰りの放送）
図書委員会：読書週間の計画・運営（図書の貸し出し）
環境美化委員会：環境新聞の発行
飼育栽培委員会：動物とのふれあい（飼育小屋の清掃・花壇の　
　　　　　　　手入れ）
健康委員会：健康増進運動の計画・運営
○5年生以上の各学級代表と各委員会の代表で構成する。※必要があ
れば各クラブの代表も参加する。
○代表委員会の運営は，司会，記録，提案者で構成する児童会計
画委員会が行う。 ※計画委員は，月ごとに交代する。
●各学期の委員会活動に関するめあて
●「進んで活動する」 「協力して活動する」 「工夫して活動する」 「活動を提
案する」の項目について３段階での自己評価
●各月の感想
●各学期の振り返り
●各担当教師の観察の記録　　など
■ 委員会活動の評価カード例
児童会活動の計画には，全教職員で作成する年間指導計画と，年間指導計画に基づき，教師の
適切な指導助言の下に児童が作成する年間の活動計画や，１単位時間の活動計画があります。年
間指導計画は全教職員による共通理解の下に作成します。
学校の全児童をもって組織する児童会活動は，全教職員の共通理解と協力が
基盤になって行われる活動です。年間指導計画の作成においても全教職員の参
加，協力が望まれます。
■ 年間指導計画例
各委員会での児童の活動の様子を学級担任が把握するために，児童の自己評
価と担当教師の観察の結果を記録できるような評価カードを活用します。
このカードには，次のような内容を記録します。
各委員会担当の教師は，日頃から児童一人一人のよいところを積極的に見取
るようにし，学期末などに学級担任に伝えます。その際，学校で「活動に対す
るやる気」などの共通の見取る視点を設けることも考えられます。
学級担任も，それらのよいところを通知表や指導要録に記入します。また，
該当児童にはそれらの活動が学校のために役立っていることを伝えるなどして，
自己有用感を高められるようにします。
児童による活動計画には，児童会計画委員会が作成する代表委員会の活動計
画と，各委員会が年度の初めや学期の初めに作成する活動計画があります。
下は活動計画の例です。新１年生を迎える集会（「ワクワク集会」）の計画・準
備についての話合いを議題としています。
評価見取る
じょう　じ
????
教師が作成する年間指導計画1 委員会活動で活用する評価カード1
児童の活動のよいところを担任に伝える2
児童が作成する活動計画2
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⬇⬆
⬇
⬇
⬇
◎　よくできた
○　できた
△　もう少し月
4月
5月
6月
7月
活動内容
＜1学期をふり返って＞ ＜担当の先生から＞
＜感想＞
・よかったことやがんばったこと
・もう少しがんばりたいこと
　〔常時活動もふり返って〕
（　　　　　　　　　）委員会
1学期のめあて
名前（　　　　　　　）
年　　組 担当の先生
たんとう
ないよう
（　　　　　　）
?????????????
代表委員会
の課題
代表委員会
の期日
集会を行う意識を
提案理由に書く
意見を考えるとき
の視点を書く
話し合うことを
書く
集会の実施日・場所
図 書
図書委員会の友達と協力して活動する。
たくさん本を読んでもらえるような楽しい図書室にする。
・一学期の活動計画づくり
・図書しょうかいポスター作り
・1学期に「みんなの好きな本調べ」をする
ことをてい案できてよかった。
・6年生と協力して　「好きな本調べ」ができた。
ぼくがてい案した活動ができてよかった。
・6年生にまかせきりになって，自分で工夫
して活動できなかった。
・1学期によく本を読んだ人を図書委員会新
聞でしょうかいできた。
・雨の日の読み聞かせや紙
 しばい
・1学期によく本を読んだ
 人のしょうかいと反省
・「みんなの好きな本調べ」と
調べた結果のまとめ
〇〇 △△ △△先生
5 1
・図書委員会の活動として「みんなの好きな本調べ」
をてい案して実せんできたことがよかったです。活
動は，６年生に教えてもらうことが多かったけれど，
協力して活動ができてよかったと思います。
　２学期は，図書室で本の読み聞かせをしたり紙し
ばいをしたりする図書館祭りのようなことをやって
みたいです。
•◯◯君は，６年生と協力して活動して
いました。特に，みんなの好きな本調
べでは，積極的に活動していました。
また，毎週水曜日の図書室の整理当番
のときは，もくもくと本だなの整理を
してくれました。
　　２学期もがんばってくれることを期
待します。
〇
◎
◎ ◎
〇 △
◎ ◎
児童会活動 児童会活動
●　児童会計画委員会進行表を学級会進行表（司会メモなど）と同じように
作成し，司会や記録になった児童がその進行表を見ながらそれぞれの役
割を果たせるようにして，打合せの時間を短縮する。
●　代表委員会担当者に高学年の担任を充てることによって，打合せの時
間を確保しやすくする。
●　児童会計画委員会の記録（これまでの「代表委員会活動計画」や「代表委
員会進行マニュアル」「各係の役割内容」等のファイルなど）を活用して，
児童会計画委員会の児童がそれを見ながら自分たちで活動計画を作成で
きるようにする。
代表委員会を充実するために，児童会計画委員会を組織し，計画的に打合せや準備をします。また，
学級会の指導を生かしながら，代表委員会での話合いの進め方や参加の仕方を指導します。
代表委員会の充実のためには？ 委員会を設置するときの留意点は？
児童会計画委員会
代表委員会において，話合い活
動の計画や準備等を行い，円滑に
運営できるようにするために設置
します。「運営委員会」とも言いま
す。
週時程を工夫して，昼休みの時
間を長く取ったり変則の時間割を
組んだりしている学校もあります。
学級会と同じようなカード等を
活用すると，学級会で学んだこと
を生かしながら板書をすることが
できます。
　中には，委員会での経験を一層
生かす意味で，２年間同一委員会
への所属を基本としている学校も
あります。
活動内容から見た留意点
・活動内容が具体的で分かりやす
く，継続して実践できるように
する。
・全校の児童の学校生活に関わる
活動内容にする。
・児童が計画，実践し創意工夫で
きるようにする。
・児童の自治的な活動の範囲を超
えないようにする。
　児童会室は，単に会議室とする
のではなく，休み時間などに児童
が打ち合わせたり，掲示物を作成
したりできるように環境を整えま
す。
●　委員会活動の仕事内容を検討するときは，児童の手による，児童のた
めの活動にするために「どのような仕事を児童に任せられるのか」という
視点をもちます。
●　場合によっては，学校が定めている学校生活を維持するための活動が
付加されることもあります。そのときは，児童の願いや発想が生かされ
る活動とのバランスに留意します。
●　委員会に所属する児童の経験が生かされるように，各委員会への所属
は通年制を基本として，１年間同一委員会に所属できるようにします。
●　異年齢の児童の自発的，自治的な活動になるように，上級生が下級生
に教えながら自分たちで活動できる環境を整えます。
委員会活動は全校の仕事を分担処理する活動で，高学年の全児童による自発的，自治的な活動
を通して，異年齢の児童の人間関係を形成したり社会参画の態度を育てたりするという教育的な意義
があります。留意点として「どのような仕事を児童に任せることができるか」という視点が大切です。
1 児童会計画委員会の組織
児童会計画委員会の組織は，代表委員会を構成している学級代表，各委員会
代表の中から司会，ノート記録，黒板記録を互選で選出し，適宜交代して経験
ができるようにします。提案者がいる場合は，提案者も入れて構成します。
2 打合せの時間の確保
児童会計画委員会における打合せや準備の時間の確保が大切です。次のよう
な工夫が考えられます。
各学校で委員会を設置する場合，委員会活動は高学年児童による自発的，自
治的な活動であるということを全職員が共通理解することが大切です。そのほ
かにも次に示すような内容についても留意するようにしましょう。
児童会室を設置して環境を整備することでも，代表委員会や委員会の活動が
充実していきます。
児童会計画委員会の組織編成と打合せ1 委員会設置上の留意点1
代表委員会や委員会活動を活性化する児童会室の環境2
学級会の指導を生かす代表委員会の板書2
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今年度予想される
活動例
委員会ごとの成果物等を
入れる棚
机上に置く学級や委員会代表の名札
?
??????????????????
? ???????????????????? ??????????? ?
?????
?
?????
?
?
? ? ??????????????
 ?
??????
 ?
??????????
5の1
放送
?????5の2???
6の1???? ???
6の2???
?????? ??????????????? ???? ??
?????????????
あらかじめ，学級で話し合い，短冊
などに学級の考えを書いてきてもらう
と話合いを効率的に進めることができ
ます。
代表委員には，各学級で話し合った
意見とは異なっても，この意見が最も
よいと思ったら，代表者の判断で変え
てもよいことを伝えておきます。
新聞図書
児童会の組織図
全校に募集したポスター
けい示
児童会活動
④ こどもの日や開校記念日などに行う集会
　　全校で行う異年齢集団活動です。集会委員会が企画・運営します。
ジャンケン列車や○×クイズ，縦割りグループ対抗のゲームなど全校で
仲よく活動できる集会です。
１　楽しく豊かな学級生活をつくるための諸問題を話し合い，友達と協力
して実践する学級活動（1）
２　よりよい人間関係を題材にして健全な生活態度を形成する学級活動（2）
３　児童会集会活動で取り組む異年齢集団活動
４　児童会掲示板を活用して全校に呼び掛ける「いじめ防止」のメッセージ
５　小・中の児童会と生徒会や近隣の小学校の児童会同士が共同で取り組
むいじめ防止の活動
① 「いじめをなくそう週間」（例）
　　代表委員会でいじめをなくすキャンペーンを行います。いじめ防止の
標語やポスターを全校に募集したり校内放送で紹介したり，校門で「い
じめをなくそう」と呼び掛けたりします。
③ 各委員会における「いじめ防止」イベント（例）
　　各委員会がいじめをなくすためにみんなで仲よくなれるイベントを考
え，曜日ごとに実施します。昼休みに実施しますが，開催の回数は学校
の規模によって異なります。また，広報委員会でいじめ防止の標語やポ
スターを掲示するなど，各委員会の特性を生かした取組を行います。
② 「いじめに負けない・いじめを起こさない宣言」（例）
　　代表委員会から，全校にいじめに対する意見を募集し，校内意見発表
会をします。発表された意見は，校内新聞に掲載したり校内放送で紹介
したりします。
■ 特別活動で取り組む「いじめ防止に資する自主的な活動」
１　学校の設置者及びその設置する学校は，児童等の豊かな情操と道徳心
を培い，心の通う対人交流の能力の素地を養うことがいじめの防止に資
することを踏まえ，全ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の
充実を図らなければならない。
２　学校の設置者及びその設置する学校は，当該学校におけるいじめを防
止するため，当該学校に在籍する児童等の保護者，地域住民その他の関
係者との連携を図りつつ，いじめの防止に資する活動であって当該学校
に在籍する児童等が自主的に行うものに対する支援，当該学校に在籍す
る児童等及びその保護者並びに当該学校の教職員に対するいじめを防止
することの重要性に関する理解を深めるための啓発その他必要な措置を
講ずるものとする。
いじめを防止するためには，児童会活動で児童が自主的に進める楽しく豊かな学校生活づくりの
活動が効果的です。
いじめ防止につながる自主的な取組は？
「いじめ防止対策推進法」における
いじめの定義
「いじめ防止対策推進法」は平成
25年6月28日公布，9月28日から施
行されています。「いじめ」につい
て「児童等に対して，当該児童等
が在籍する学校に在籍している等
当該児童等と一定の人的関係にあ
る他の児童等が行う心理的又は物
理的な影響を与える行為（イン
ターネットを通じて行われるもの
を含む。）であって，当該行為の対
象となった児童等が心身の苦痛を
感じているもの」と定義していま
す。
各学校で「学校いじめ防止基本
方針」を作成する際には，児童の
自主的な活動にも十分に留意する
ことが大切です。
　いじめ防止対策推進法では，い
じめを防止するため，学校は児童
の自主的な活動を支援することと
されています（前ページ参照）。
　このチェック項目は，児童会活
動の留意点です。児童が自主的，
実践的に楽しく豊かな学校生活を
つくることができるように，次年
度の児童会活動の計画を立てると
きに活用してください。
●　異年齢の児童の協力が真に必要とされるような活動にすること。
●　人間的なふれあいを通して友達を大切にするなど，人権感覚を育める
ように，条件設定やルールを工夫すること。
●　できるだけ多くの児童がリーダーの経験をして，自己有用感を高めら
れるようにすること。
●　活動したことを振り返り，よりよい人間関係について，自己の考えを
深めることができるようにすること。
「いじめ防止対策推進法」（平成25年法律第71号）の第３章（基本的施策）第
15条（学校におけるいじめの防止）には次のように示されています。
児童会活動でいじめ防止の自主的な活動に取り組むときには，どの活動も自
発的，自治的な活動であるということに留意することが大切です。そのために，
代表委員会や委員会の児童の発意で取組の内容を決めることや，計画や運営の
ための話合いが自主的，実践的に行われるようにします。特に，学級活動（2）
の「ウ　望ましい人間関係の形成」で学習した，友達と仲よくするための方法や
仲直りの方法，男女の協力の仕方などを生かすようにします。
児童会集会活動で運営する場合は，代表委員会が中心になるものと，集会委
員会が中心になるものとに分けられます。どの集会活動も自発的，自治的な活
動が基本で，教師が計画して実施する学校行事とは異なります。
代表委員会で計画し，運営するいじめ防止の児童会活動は，次のような条件
を指導計画に記載し，全教職員の共通理解の下に指導が行われるようにします。
特別活動で取り組むことができる「いじめ防止に資する自主的な活動」には次の
ような活動があります。
児童会活動で取り組むいじめ防止に資する自主的な活動には，代表委員会や
委員会活動，児童会集会活動で取り組むものがあります。
児童会活動で進めるいじめ防止の自主的な活動2
いじめ防止対策推進法に規定されたこと1
児童会で取り組むいじめ防止に向けた活動（例）3
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次年度の計画を立てる前のチェックリストの例
自己評価
児童会計画委員会が設置されている。
次年度の児童会活動の計画を立てる前に
代表委員会と委員会活動は同一日に実施しない。
委員会活動は，児童の希望や発想が生かされるように設置
している。
委員会活動は，1年間を通して所属するようにしている。
児童会集会活動の指導計画が作成されている。
児童会活動（代表委員会活動，委員会活動，児童会集会活動）
は，児童の計画が生かされ，児童が実践する活動になって
いる。
クラブ活動は，異年齢の児童による自発的，自治的な活動を通して，共通の興味・関心を追求す
る活動であることを踏まえ，児童の希望を尊重した組織づくりをします。
クラブ活動 クラブ活動
組織（設置と所属）の決め方のポイントは？ クラブの計画や運営をスムーズに進めるための工夫は？
児童の希望を生かしたクラブ
の設置の方法の一つに，「この指
止まれ方式」があります。この方
法では，まず高学年の児童が年度
末に設置したいクラブを考えて宣
伝し，希望者を募ります。
次に，設置希望クラブ一覧表
を掲示し，希望するクラブに自由
に名札を貼っていきますが，途中
変更は可能とします。その後，掲
示期間の最終日に人数などの条件
を満たしたクラブが成立するとい
う方法です。
また，体育館等で一堂に会し
て所属を決める方法もあります。
クラブ活動への関心を高め，自
分の興味・関心を追求するための
よりよい選択につなぐことができ
るように指導します。
職員会議での共通理解
全教職員の協力による指導体制
を整え，担当の教師がいない状況
で実施することがないよう複数配
置します。クラブの担当は，原則
として各個人の特技に関わらず，
全教職員で受けもつよう共通理解
を図ります。
　１単位時間についても計画を立
てることにより見通しがもて，自
分たちの力で活動を進めることが
できます。
　クラブ活動のねらいを達成する
ためには，時間割に位置付け，計
画的，継続的に実施できるように
します。
　また，児童の意欲を持続させる
ために年間や学期，月ごとなどに
適切に授業時数を充てるようにし
ます。学校の実態によっては１単
位時間の活動時間を60分間に設定
することも考えられます。
①児童の共通の興味・関心を追求できる。
②異学年の児童が所属し，協力して活動できる。
③学校や地域の実態に即し，特色を生かすことができる。
④年間を通して，継続して活動できる。
⑤活動場所を確保し，必要な用具が整備できる。
⑥学校の約束を守り，安全に活動することができる。
⑦極端に教科的な色彩が濃くなっていない。
⑧高額な個人負担の費用がかからない。
「クラブの計画や運営」とは，クラブの成員がクラブの目標の実現に向け，話し合って意見をまとめたり，
計画を立案してその運営に当たったりすることです。活動計画を立てることにより，全員が見通しをもっ
てスムーズに活動に取り組めるようにします。
1 年間の見通しをもつ年間活動計画の例
クラブ活動が意欲的に行われるようにするには，児童が，思いや願いを出し
合って十分に話し合い，その結果が活動計画に反映されている必要があります。
その際，年間の活動日を教師から示しておくようにします。
年度当初にクラブに所属する児童全員の話合いによって活動内容，役割分担
などを決めます。
2 1単位時間の流れをつかむ活動計画の例
活動計画は，形式を決めておき，１単位時間で話合い・活動・振り返りができ
るようにします。
クラブ見学は，次年度からクラブ活動が始まる学年を対象に行います。児童
にとって，クラブの所属を決める上で，大変参考になるものです。クラブ見学
の際には，クラブ名と活
動場所を示したクラブ見
学カードを用意し，感想
を記入できるようにしま
す。
設置希望の調査結果は，クラブの統廃合を考えるときの資料としても活用で
きます。
所属人数が適正な数を超える場合は施設・設備の面で活動できなくなること
を伝え，自主的に他のクラブへ変更することを促します。それでも調整できな
い場合は，高学年優先など，学校ごとの約束に基づいて，クラブ担当者が調整
します。
写真 2
・主として４年生以上を対象に設置したいクラブの希望
調査を行う。新たに設置したいクラブも希望してよい
ことを伝える。およその活動内容を想定して示す。
・児童の希望を第一に，学校の職員数，設置等を考慮し，
自発的，自治的な活動の範囲で行えるクラブを設ける。
・児童の希望だけでなく，地域や学校の特色，伝統にも
配慮する。
・希望調査をし，状況に応じて調整する。
・児童の希望を尊重しながら，異年齢集団による活動が
効果的に行われるように配慮する。
設置クラブの希望
調査（3月中）
クラブの設置
所属の調整と決定
人数調整とクラブ
所属の決定
1
2
3
4
（　　　　　　　　　）クラブ活動計画
クラブ長 ○○○○　副クラブ長 ○○○○　記録 ○○○○　活動場所 家庭科室
活動内容月学期
４１
準備するもの
役わり分たん（クラブ長，副クラブ長，記録）
年間活動計画を立てる
筆記用具
5
6 活動計画にそって，活動を楽しむ 材料　エプロン　マスク
材料　エプロン　マスク活動計画にそって，活動を楽しむ
7 1学期のまとめと反省
おいしい料理を作るために，みんなで仕事を分たんし，安全に楽しく活動する。
第　　回　　　　　　　　　　　活動計画　〔　　月　　日（　 ）〕
3年生クラブ見学カード
◆見学するとき，気をつけること
◆見学したかんそう
クラブ名
手芸クラブ
球技クラブ
しゅげい
きゅう　ぎ
1-3　教室
校てい
活どう場しょ かんそう
3年　組（　　　　　　　　）
始めの言葉
出席確にん
今日の活動の確にん
今日のめあて発表
活動
試合
後かた付け
ふり返り
次回の活動の確にん
先生のお話
終わりの言葉 
活　動
めあて
時　間
場　所
担　当
体育館
Cグループ
活　動　内　容 気を付けること
試合
協力して試合を進める
準備物
じゅん　び　ぶつ
2：40
2：50
3：20
体そう着，赤白ぼう，
ゼッケン，ボール，ネット
進行などの役割はグループが
輪番で行うことも考えられま
す。
活動の振り返りを行い，自分
や仲間，クラブ全体の成長に
気付くことができるようにし
ます。
12 ソフトバレーボールクラブ 10 19 〇
めあて
料 理
　き　ろくふく
ないよう
たん　　とう
ない　　よう
じゅん　び
クラブ活動の設置（内容）のための八つのポイント1 児童の話合いと活動の時間の確保1
年間活動計画と1単位時間の活動計画2
児童の希望を生かしたクラブ活動の組織づくり2
所属決定の参考になるクラブ見学3
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「クラブを楽しむ活動」を，よりよい活動にするための工夫は？ 「クラブの成果の発表」の仕方は？
自己評価の観点は，各学校の実
態に応じて設定します。各クラブ
に応じた観点が加えられるように，
空欄を設けておくのもよいでしょ
う。
学期の初めにクラブのめあてや
自分のめあてを決めます。
具体的なめあてをもつことで，
活動意欲が高まり，成果の振り返
りにも役立ちます。
下級生のことを気遣ったり，学
年の技能差に応じた役割分担がで
きたりしたことが書かれた感想か
ら，自分の成長を感じ取ることが
できます。
活動の様子を担任に知らせるた
めに，活動記録カードの隅にクラ
ブ活動状況の評価のための印を入
れる欄を作っておき，担任が記録
した後，隅を切り取り，児童に返
すという方法もあります。
　料理クラブなど，実物の作品が
展示できないクラブは，写真やビ
デオなどの記録に残しておき，そ
れを展示したり映像を流したりす
る方法も考えられます。
クラブ発表会を参観する際のポ
イントの例として次のようなこと
が考えられます。
・どのような活動をしているか。
・異学年の児童がどのように協力
しているか。
・クラブのめあてを達成するため
に，どのような創意工夫をして
いるか。
学校の実態に応じて，学期ごと
などに様々な機会を生かして発表
の場を設定することは，児童の活
動意欲を高める上で望ましいこと
です。
「クラブの成果の発表」とは，児童が共通の興味・関心を追求してきた成果を，クラブ成員の発意・
発想による計画に基づき，協力して全校の児童や地域の人々に発表する活動です。様々な機会を生
かして発表の場を設定し，児童の活動意欲を高めるようにします。
「クラブを楽しむ活動」では，児童が興味・関心を追求しながら，自分たちが計画したことを実現で
きる満足感や学級・学年が異なる仲間と協力して活動を進められた喜びを感じることができるようにし
ます。さらに，次に生かせるように活動記録カ ドーの活用の仕方を工夫します。
■ 児童の自主的，計画的な取組を促す活動記録カードの例
クラブ活動の内容や成果を互いに見合うことは，児童の活動意欲を高めるこ
とにつながります。クラブ発表会を年間行事に位置付けておき，クラブ担当の
教師は，児童が発表会に向けて計画的に準備を進めたり，運営したりできるよ
うに支援します。
また，保護者や地域の人にもクラブ発表会を公開することで，クラブ活動に
ついての理解が深まり，協力や連携がしやすくなります。
次のような成果の発表の場があります。
児童一人一人がクラブ活動を十分楽しめるようにするために，上級生が下級
生を思いやり，下級生が上級生に尊敬や憧れの気持ちをもてるように支援しま
す。そして，学年・学級の枠を超えて仲よく協力し，信頼し合えるような活動
を促します。
例えば，発達の段階や経験の違いによる技能差が大きくならないようにルー
ルや実施方法を工夫したり，個人的な活動になりやすいものは，共同制作など
を取り入れたりするように助言します。
また，活動の時間を十分に確保したり，活動記録カードの活用の仕方を工夫
したりすることで，自主的，計画的な取組につながります。
よりよい活動にしていくため，活動記録カードを活用し，活動を振り返り，
次に生かします。クラブ活動の終末の時間を利用して，5分程度で自分の活動
の振り返りなどの感想や自己評価を記入します。
■ 全児童対象のクラブ発表会の指導計画の例
年間活動計画には，クラブ発表会や発表練習なども位置付けておきます。ク
ラブ発表会は，次年度のクラブを選ぶ際のオリエンテーションの機会として活
用することも考えられます。その際，参観のポイントを指導しておくようにし
ます。
●クラブ発表会…年間の活動（まとめとして行う展示や映像，実演）
●運動会や学芸会などの学校行事
●児童会や全校集会での発表
●校内放送や展示による日常の発表
　など
クラブ活動 クラブ活動
ねらい
準備・運営
日時
場所
・活動の成果を認め合えるようにする。
・クラブ活動への関心・意欲を高め，次年度のクラブ選択の参考
　とする。
２月26日（金）第５校時
体育館
代表委員会を中心に各クラブ長との連携
次第
①始めの言葉　　　　　②代表委員あいさつ
③各クラブの発表　　　④３年生の感想発表
⑤校長先生のお話　　　⑥終わりの言葉
発表方法
・実演発表・映像を使っての発表・作品発表（ステージ）
・作品や活動資料の展示（体育館後ろや側面の壁等）
※各クラブが出入りも含め５分以内で発表する。
役割分担
その他
・司会進行　・プログラム　・放送　・会場　・記録　
・クラブ紹介ポスター作成・児童会便り発行
・ビデオ発表　　２月３日，４日の給食時間に放送
（１月のクラブ活動の時間に撮影）撮影計画は別紙にて
・展示発表　　発表会翌日から，１週間展示　　児童昇降口
　各クラブで責任をもって，２月27日までに展示する。
　３月７日，片付け（料理，手芸，陶芸，マンガ，工作）
参加対象 全児童
【1学期をふり返って】
【2学期でがんばりたいこと】
クラブ長として責任をもっ
て，自分のめあて，クラブの
めあてをがんばる。
４年生の意見を聞いてあげ
られなかった。次は，４年生
の意見も聞いてあげる。
材料をわすれてしまい，みん
なに迷わくをかけてしまった。
今度はわすれないようにする。
話し合って仕事を分たんし，
次回の計画もできた。おだん
ご作りが楽しみだ。
むずかしいところは，６年
生が分たんし，４，５年生と
も協力して調理できた。
仕事の分たんが，早くできた。
【担当の先生から】
　クラブ長として，話し合いを進めた。だれ
もけがをせず，楽しく料理ができた。
　自分の意見を言うだけでなく，もっと4年
生の意見も聞いてあげられるようにしたい。
　クラブ長として，みん
なをまとめ準備・かた付
けを進んで行っていまし
た。下級生にもやさしく
教えてあげていました。
　おいしい料理を作るために，み
んなで仕事を分たんし，安全に楽
しく活動する。
　グループの仲間と教え合い，工
夫しながら料理のレパートリーを
増やす。
【クラブのめあて】 【自分のめあて】
　　　クラブの活動の記録　　　　　年　　組　名前
?????????????
4/16
月日 活動内容 感　想
4/23
4/30
5/14
5/21
5/28
役員・めあて
決め
分たん・計画
ケーキ作り
分たん・計画
だんご作り
分たん・計画
○
○
△
○
◎
○
◎
◎
○
○
○
○
○
△
△
△
◎
◎
○ 橋
○
◎
○
◎
○
橋
橋
橋
橋
橋
（　）
6料理 1
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クラブ成員の協力と創意工夫1 成果の発表の場の決定1
年間のまとめとして行うクラブ発表会2
活動記録カードの活用2
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外部講師・ボランティアの活用
クラブ活動
地域の方との人間関係を大切に
し，毎回の活動はもちろんのこと，
１年間の活動の終わりには，丁寧
にお礼の気持ちを伝えます。
どのクラブ活動も児童の自主的，
実践的な活動が展開できるように，
教職員の協働体制がとれているか
どうかを学期末に振り返ります。
　外部講師やボランティアをお願いする際には，「募集」 「顔合わせ」 「打合せ」
「実際の活動」のおおまかな流れを示し，担当者とスムーズに連携が図られるよ
うにします。年間計画，活動内容や協力してほしいこと，児童の実態等につい
ても知らせます。特に，「クラブ活動は，児童の発意・発想を大切にし，児童
が話合いによって進めていくものであり，技能の習得だけが目的ではない」と
いうことをきちんと伝えておきます。
効果的な展開のためには，児童の発意を基本とし，児童の思いを反映することが最優先になりますが，
家庭や地域との連携も効果的です。地域の実態や特性を考慮して，外部講師や地域の教育力の活
用を工夫することも考えられます。
クラブ活動の意義について，全職員で共通理解が図られている。
児童の発意を基本とし，設置・所属の段階から，児童の思いが反映できるようにしている。
児童によって，年間活動計画が作成されている。
異学年，同学年の児童の関係が深まる活動になっている。
児童が生き生きと活動する姿を，低学年児童，保護者や地域に発信している。
発達の段階や経験の違いによる技能差に留意している。
活動後に振り返る活動を取り入れ，次の活動に生かしている。
年間を通して継続して活動している。
学校や地域の特性を生かしながら，家庭や地域の人々と連携している。
年度末に全職員の意見を出し合い，次年度に向けて内容の見直しをしている。
写真
項　目 自己評価
ボランティアの方の感想
　先日は，お手紙をありがとう。私も，○○小学校のみなさんと一しょに，
囲碁・将棋クラブの活動ができて，本当に楽しかったです。最初は，
駒の名前も分からなかった４年生が，６年生に教えられて，どんどん
上手になりました。囲碁や将棋の楽しさを感じることができたみなさ
んが，これからも囲碁，将棋に親しんでくれるとうれしいです。
　い　ご　　　しょう　ぎ
こま
88
自校のクラブ活動を振り返るチェックリストの例
外部講師・ボランティア活用のおおまかな流れ
◎十分できている　　○よくできている　　△不十分である
呼び掛け・募集 顔合わせ 担当との打合せ
学校便りやPTA組織を
活用して，広く人材を
募る。
クラブ活動の意義や
活動内容，期間の
確認をする。
年間計画並びに変更・欠席
の場合の連絡方法を
確認する。
?????
➡ ➡ ➡
学校行事
Ⅴ
学校行事
　体験活動の充実で育まれる力は？
　長期の集団宿泊活動の意義を踏まえた指導の工夫は？
　特色ある学校づくりを進めるためには？
　言語活動の充実を図るためのポイントは？
　自主性，協調性を育成するためには？
　異年齢集団による交流の進め方は？
　家庭や地域との連携の仕方は？
　年間指導計画の作成の仕方は？
◆学校行事のチェックリスト
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地域や自然との関わり，文化や人とのふれあいなどの体験的な活動を展開していく学校行事では，深い感
動を得ることができます。仲間と共に心の底から笑い，汗を流し，時には涙を流し，喜び合う体験は何物にも
代え難いものです。学校行事における体験活動では，学校生活や児童の心を豊かにすることができます。
学校行事
体験活動の充実で育まれる力は？
集団宿泊活動は，『小学校学習指導要領解説　特別活動編』では，「1週間（5
日間）程度にわたって行うことが望まれる」と示されています。それは，集団宿
泊活動の期間が長いほど，宿泊を伴う行事の教育的意義が深まるからです。宿
泊先の環境に児童が慣れるまでに2，3日かかり，その後に生じる様々な問題
と向き合うことによって，他者と協調して生活することの大切さを実感として
学ぶことができるのです。
次の調査からも，集団宿泊活動の期間が長いほど，連帯感や仲間意識が高まり，
児童同士の協力し合える関係が形成されやすくなる傾向が見られます。
現在，児童の生活体験や自然体験の機会が大幅に減少し，たくましく生きる
力や生命尊重の精神を身に付ける機会が奪われています。また，「公」の意識や
モラルの低下も喫緊の課題となり，平成18年に改正された教育基本法の第２
条（教育の目標）に，新たに「公共の精神」の文言が加えられました。
こうした状況の中，地域，自然，文化，人を対象にして体験を通して学ぶこ
とができる学校行事は，今の児童に必要不可欠な学びの機会を与えます。実体
験を通して体得された知識や技能は，生きて働くものとして実生活の様々な場
面で活用され，よりよく生きていくための土台となります。
体験活動で育まれる力を，独立行政法人国立青少年教育振興機構の調査や，
文部科学省と国立教育政策研究所による全国学力・学習状況調査から見てみます。
「自然の中で学んだことや自然観察をしたことがある」と回答している児童生
徒の方が理科の正答率が高い傾向が見られます。その他，同調査によれば，自
然の中での集団宿泊活動を行った児童の方が，国語・算数の主に「活用」に関す
る問題の正答率が高い傾向が見られます。
子供の頃の体験が豊富
な人ほど，左図の項目の
ほか，人間関係能力・文
化的な作法や教養が高い
傾向にあります。
報告書では，「学校教
育では，幅広い体験をす
る機会に恵まれた児童と，
そうでない児童の間の
『体験格差』を，どのよう
に減少させうるかという
視点が重要になる」と述
べています。
1 体験活動と意欲・関心，規範意識，職業意識
2 自然の中での遊びや自然観察と学力
資料2　『平成24年度全国学力・学習状況調査　調査結果のポイント』（文部科学省・国立教育政策研究所，平成24年９月）より
『農山漁村での長期宿泊体験による教育効果について』（文部科学省，平成21年11月）より
資料1　『子どもの体験活動の実態に関する調査研究』報告書
　　　　（独立行政法人国立青少年教育振興機構，平成22年10月）より
「自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか」
■ 児童が互いに励まし合うなど，連帯感・仲間意識が向上した ■ 共通の目標に向かって児童が協力し合うようになった
長期集団宿泊活動の実施に伴う
教師の負担については，外部の専
門家やボランティアの協力を得る
ことで軽減することができます。
また社会教育施設の職員と事前に
打ち合わせ，連携してプログラム
を実施することもできます。
　慣れない場所
での共同生活に，
早くなじむための
活動を取り入れ
る。
教育基本法第２条第３号
「正義と責任，男女の平等，自
他の敬愛と協力を重んずるととも
に，公共の精神に基づき，主体的
に社会の形成に参画し，その発展
に寄与する態度を養うこと。」と示
されたことを踏まえ，学校行事の
目標にも「公共の精神」の文言が加
えられました。
主な質問項目
【意欲・関心】
・もっと深く学んでみたいことが
ある
・経験したことのないことには何
でもチャレンジしてみたい
【規範意識】
・交通規則など社会のルールは守
るべきだと思う
・電車やバスに乗った時，お年寄
りや身体の不自由な人には席を
譲ろうと思う
【職業意識】
・自分にはなりたい職業や，やっ
てみたい仕事がある
・できれば，社会や人のためにな
る仕事をしたいと思う
長期集団宿泊活動を伴う行事の教
育的意義
・自然の美しさや神秘さ，偉大さ
などに触れ，豊かな感受性を培
うことができる。
・規則正しい，生活時間の中で，
生活リズムを身に付けることが
できる。
・自分の生活を見直し，社会の
ルールやマナーを身に付けるこ
とができる。
・共同生活の中で協調性が育まれ，
仲間意識をもつことができる。
・友達とのトラブルや生活上の問
題について，自分たちで解決す
る方法を考えることができる。
・自立心が芽生えると同時に，家
族への感謝の気持ちをもつこと
ができる。
　文部科学省では，総務省
及び農林水産省と連携して
農山漁村での宿泊体験活
動を推進している。
　前もって全ての準備を終
わらせておくのではなく，現
地で空いた時間に準備や練
習をする。
意欲・関心
????
??????
????
規範意識
職業意識
ない
ない
ない
ある
ある
ある
 ??
 ?
?
 ??
 ?
 ??
 ?
理　科理　科
当てはまる
どちらかといえば，当てはまらない
どちらかといえば，当てはまる
当てはまらない
非常によく感じる
よく感じる
どちらとも言えない
あまり感じない
全く感じない
0
20
40
60
80
100%
0
20
40
60
80
100%
42.9
49.552.1
55.752.1
58.760.162.5
※縦軸は平均正答率
【小学校】 【中学校】
長期の集団宿泊活動の意義を踏まえた指導の工夫は？
集団宿泊活動は，一定程度の長期の期間実施することによって，望ましい人間関係が形成される
などの成果が上がることを踏まえて指導に当たるようにします。
学校行事
調査対象：2泊3日で実施（66校）
調査対象：3泊4日以上で実施（112校）
調査対象：4泊5日以上で実施（61校）
調査対象：2泊3日で実施（66校）
調査対象：3泊4日以上で実施（112校）
調査対象：4泊5日以上で実施（61校）
24% 58 17 2
0
0
0
0
0
0
18% 59 21 2
28% 67 5 29% 58 13
30% 66 5 34% 56 10
　ふだんの学習で
設定した課題と関
連させた活動を取
り入れる。
　班内で問題が発
生した場合，臨時
の班会議をすぐに開
き，自分たちの力で
問題を解決するよう
にする。
　大きな活動は，1日に一つか二つにし，ゆっ
くり過ごせるスケジュールを組む。活動の全
てを学校行事にするのではなく，各教科や
道徳，総合的な学習の時間に対応する計画
を作成し時間を確保する。
　5日間の全日程で，児童の発意・
発想が生かせるように活動を工夫す
る。また，活動を選択制にして活動
を選ぶようにする。
社会教育施設，農山漁村（民泊）での宿泊活動の実践事例2
豊かな体験活動につながる長期集団宿泊活動1生きて働く知識や技能が身に付く体験活動1
体験活動で育まれる力2
9190
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平成〇〇年□□□□実施計画（案）
（起案：〇年〇月〇日  □□部）  
【昨年度の成果と課題】 【今年度のポイント】
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①積極的，自主的に活動することができた（Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ）
②他者とのふれあいを深めることができた（Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ）
③楽しんで（真剣に）活動することができた（Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ）
言語活動の充実を図るためのポイントは？
■ 体験したことを振り返るポイント
学校の伝統や文化，地域の歴史や資源を生かしたり，学校の教育目標を意図した活動を実施した
りするなど，各学校の創意工夫が特色ある学校づくりにつながります。
体験活動を通して気付いたことを振り返り，まとめたり発表したりする活動を行います。また，活動
前や活動途中にも，話す，聞く，読む，書くなどの活動を意図的に取り入れていきます。
学校行事 学校行事
特色ある学校づくりを進めるためには？
中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校
の学習指導要領等の改善について」（平成20年1月）によれば，言語とは，知的
活動（論理や思考）の基盤であるとともに，コミュニケーションや感性・情緒の
基盤でもあるとされています。そして答申は，豊かな心を育む上でも，言語に
関する能力を高めていくことが重要として，言語を基盤とした教育の必要性を
強調しています。
まとめたり発表したりする活動を通して，より相手に体験したことや感じた
ことが伝わるように表現を工夫することは，言語力を高めることにつながりま
す。また，その中で成長した自分に気付いたり自分のよさを発見したりして，
自己を生かそうとする能力を養うことにもつながっていきます。
学校行事の活動を終えて，体験したことをまとめたり発表したりする活動を
行うことに加えて，活動を行う前や活動途中においても言語活動を取り入れて
いくことで，活動の目的や自分の役割などを確認することができ，学校行事が
より充実したものになっていきます。
●「楽しかった」で終わらないように，誰が，いつ，どのようなことが楽し
かったのかについて，述べることができるようにする。
●活動前の自分と活動後の自分を比べて，変容しているところを探し，何
が変容につながったのかについて，考えを引き出すようにする。
●活動の前に設定した「自分の目標」や「心構え」について，達成できたり守
れたりしたかを確認するようにする。
学校行事では，各学校の伝統や文化を生かしたり，地域の歴史や資源を取り入
れたりして活動を展開します。そうした学校独自の活動づくりが，特色ある学
校づくりにつながります。また，それぞれの学校の教育目標や指導の重点の実
現を意図した学校行事の実施も，特色ある学校づくりを進めることになります。
特色ある学校づくりにつながる学校行事を展開していく際には，学校行事を
滞りなく実施することや学校行事の見栄えをよくすることよりも，育てたい児
童像を学校行事のねらいとして明確に示し，その実現に向けて全教職員が共通
理解を図って取り組むようにします。
特色ある学校づくりを進めていくために，学校行事を実施した後にその学校
行事のねらいが具現化されたかどうかの振り返りを行います。学校行事の評価
項目が，「期日は適切だったか」「進行はスムーズだったか」など，効率的な実施
に向けての改善を図るためのものに偏らないように，学校行事のねらいや育て
たい児童像についての評価項目を重視するようにします。学校行事のねらいに
は，地域や保護者のニーズ，児童の実態や教師の指導観などが集約されています。
毎年，そうした学校行事のねらいに照らし合わせて実際の活動を見直し，改善
を図っていくことが，特色ある学校づくりにつながっていきます。
振り返る活動の方法
・体験発表会の開催
・新聞を作っての紙上発表
・お世話になった方へのお礼の手
紙
・文集の作成
・活動ノートの作成
振り返る活動の工夫
・活動の様子を伝える写真や映像
を入れる。
・活動で使ったものを資料として
使う。
・アンケートや調査などの結果を
伝える。
・関わった人にインタビューし，
その声を伝える。
【勤労生産・奉仕的行事】
毎年，小中学校の児童生徒が地
域の方と一緒に清掃活動を行って
います。自分たちの住んでいる町
を，自分たちできれいにしようと
する態度の育成を目指します。
【文化的行事】
地域に古くから伝わる舞を披露
したときの様子です。地域の伝統・
文化を大切に継承し，豊かな郷土
愛を育み，自分の夢に向かって自
信をもって取り組む児童の育成を
目指します。
学校行事
（育てたい児童像）
地域の歴史・資源
特色ある学校づくり
地域の伝統芸能・技術継承
者，知識・文化人，地域貢
献者との交流
地域の自然とのふれあい
高齢者介護施設，障害者養護施
設，社会教育施設（博物館，図書
館等），社会教育施設との連携
学校の伝統・文化学校の教育目標
（指導の重点）
育てたい児童像が具
現化していなければ，
学校行事の何に問題が
あったのか，具現化し
ていれば次の目標とし
て何を目指すのかを書
く。
教師のコメント欄を設け，児童の活
動の様子を価値付けしたり励ましたり
する。学校行事は，学級担任以外で指
導に当たることも多いので，直接指導
に当たった教師がコメントを書くよう
にする。
自分の決まった役割や当日までの記
録，当日の記録を書く欄を設ける。記
録には，印象に残った出来事や感想を
記録として残す。自分で決めた目標に
近づいているかどうか自己評価も行う
（書く）。
最後に学校行事全体を振り返り，主
に自分で決めた行事の目標に対してど
のように実践したか，また，どの程度
の達成感をもったかなどを記述する
（書く）。
育てたい児童像が具
現化できたかを評価す
る。
結果だけではなく，
要因を明らかにする。
全教職員の共通理解
の下，全教職員で役割
分担する。
地域や保護者のニー
ズ，児童の実態や教師
の指導観を踏まえた育
てたい児童像を示す。
児童の発意・発想が
生かし，自主的な活動
が行えるように工夫す
る。
昨年度の成果と課題
を踏まえ，改善点や工
夫する点を今年度のポ
イントとして示す。
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事前の活動において，児童がその学
校行事の目標や意義を十分に理解して
おく。そこで，「学校行事カード」にそ
の学校行事の目標を箇条書きして児童
に知らせる（読む）。
学校行事の目標に沿った自分の目標
を設定することにより，学校行事に対
する関心・意欲の高まりや，自主性を
引き出すことにつなげる。そして，自
分で決めた目標を友達と伝え合うこと
で他者意識を高めるようにする（書く，
話す，聞く）。
よ
ふ
きずなを深める。
学校独自の活動を工夫した学校行事1 振り返ってまとめたり発表したりする活動1
話す，聞く，読む，書く，などの活動2
学校行事の評価2
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運動会では，各委員会を中心にした児童の発意・発想が生かせる機会を
設けることで，自分たちでつくり上げた運動会という意識が高まっていき
ます。
　入・退場門　　～掲示委員会＋1・２年生（デザイン，文字書き）
　宣伝ポスター　～放送委員会＋３年生（ポスター作成，校区内に掲示）
　会場飾り　　　～美化委員会＋４年生（国旗，紙花，案内板の作成）
　全校ダンス　　～集会委員会＋5年生（曲決め，振り付け）
　全校競技　　　～運動委員会＋6年生（競技構想，競技の実施）
異年齢集団による交流の進め方は？
■ 異年齢集団活動で育つ児童の例
学校行事の運営の一部を児童に任せ，教師の適切な指導によって自主的な活動ができるようにしま
す。そうした活動の積み重ねによって児童の活動意欲が高まり，同じ目標に向かって仲間と協力し合
う協調性が育まれます。
意図的に異年齢集団での活動を学校行事に取り入れ，発達の段階に応じたメンバーシップ（リー ダー
シップとフォロワーシップ）を育てるための教師の適切な指導を行い，異年齢集団としてのふれあいが
深められるようにします。
学校行事 学校行事
自主性，協調性を育成するためには？
少子化によって兄弟姉妹の数や児童数が地域により減っている状況を踏まえ，
学校の教育現場では，「異年齢の交流による社会性の育ち」を意図した取組が積
極的に行われるようになりました。特に，全校又は複数学年という大きな集団
で活動する学校行事は，「異年齢の交流による社会性の育ち」を促しやすい場に
なります。そうした学校行事をより多く計画すると同時に，日常の学校生活に
おいても異年齢集団で活動する機会を設け，より充実した異年齢集団活動が展
開できるようにします。
集団活動が異年齢集団の活動でも行えるように，リーダーとしての心構えやフォ
ロワーとしての心構えを指導するようにします。また，交流活動をリ ドーする上級
生が十分に準備をしたり工夫を考えたりする時間を確保することが最も重要に
なってきます。そして，上級生に負担を掛け過ぎないように無理のない計画を立
てるなど，教師の適切な指導によって，上級生のリーダーシップと下学年の児童
のフォロワーシップを育てていくようにします。
●集団としてのまとまり方を知っている児童
　　上級生は，自らの体験に基づいて集団を維持・機能させるための方法
を学び，下級生は上級生の言動からそのことを学ぶようになる。
●自分の役割を果たすことに喜びを感じる児童
　　経験の差や体力の差など，発達の段階に応じた役割が生まれ，それぞ
れの役割が果たされたことを認め合い，互いの存在の大切さが分かるこ
とで仲間意識が強まる。
●伝統を引き継いでいく児童
　　世話される側から世話する側へと役割が少しずつ推移していき，その
中で目的を達成するための知恵を引き継いでいく。
●リーダーシップが発揮できる児童
　　どの児童でも，体験から学んだことを生かせる場があればリーダーに
なれる。様々な場面でリーダーシップを発揮して活躍し，年少者に対し
て優しく関わるようになる。
●安心して学校生活を送ることができる児童
　　下級生は，頼りになる上級生の存在によって安心して学校生活を送る
ことができるようになり，これから先の学校生活に対する期待を高める。
■ 学校行事で育った自主性・協調性を普段の生活につなぐポイント
■ 運動会に児童の発意・発想を取り入れた実践例
●学校行事での児童の活躍や頑張りを称賛し，それが学級生活のどこで生
かせるかについて考えることを児童に促す。
●担任だけではない多くの教師の目で，児童の言動（協力したこと，責任
を果たしたことなど）の価値付けを行い，教師の期待を伝える。
●学校行事で印象に残った場面や成長につながった場面を学級内で想起し
合い，学級内で体験の共有化を図る。
●学校行事で生き生きと活動する児童の様子を保護者に伝え，保護者の学
校に対する信頼を得るようにする。
●学校行事での活動の様子の写真や児童の感想文を教室に掲示することで，
互いのよさや頑張りに気付くことができるようにする。
学校行事の種類によって，児童の意見や希望を実施計画に反映させ，児童の
自主的な活動を可能な限り行えるように工夫していきます。そうすることで，
児童が積極的に参加する，より楽しい学校行事になっていきます。特に，児童
会活動との連携を密にして，学校行事の一部を児童が分担し，自主的にその運
営に当たることができるようにします。
学校行事では，教室以外の校内や校外で，様々な人と関わる機会があります。
児童は，そうした活動を通して人間関係を築く力や社会性などを身に付け，自
分はできるという自信を高めていきます。そして，身に付けた力を発揮させた
いという思いが膨らみ，普段の学習や学級生活でそれが発揮されることにつな
がっていきます。
また，全校又は学年を単位として行う活動によって，学校という大きな集団
の一員であるという意識が強まり，協調性につながる「みんなのために自分に
できることをしたい」という気持ちや，「学校のために尽くしたい」という愛校
心が芽生えてきます。そうした心の育ちが，学級を単位とする様々な教育活動
でも生かされ，各学級で設定された学級目標や個人目標に迫っていく実践を後
押しすることになります。
異年齢集団（縦割り）活動例
＜日常の学校生活＞
遊び，挨拶運動，給食，校内掲示（旗，
写真，縦割り班紹介カード）など
＜学校行事＞
・遠足～縦割り歩行，縦割行動
・運動会～縦割り競技
・学芸会～縦割り班での発表
・大掃除
・幼少中連携～異校種間交流
メンバーシップとは
集団に所属するメンバーが，各
自の役割を果たすことで全体に貢献
することです。具体的には，自分の
仕事を確実に遂行する，他のメン
バーに協力する，面倒な仕事を進ん
で引き受けるといった行動が挙げら
れます。リーダーシップやフォロ
ワーシップも，メンバーシップの一
形態とみなすことができます。
リーダーシップとは
集団をまとめながらその目的に
向かって導いていく機能のことです。
リーダーとしての心構え（例）
・大きな声で自信をもって話す。
・誰が何をするか明確に指示を出す。
・下級生のモデルとなる行動をする。
・思いやりの心をもって関わる。
フォロワーシップとは
集団の目的達成に向けてリー
ダーを補助していく機能のことで
す。フォロワーには，指示に従う
だけではなく，自発的にリーダー
に意見を述べることも期待されて
います。
フォロワーとしての心構え（例）
・上級生の指示に従い協力する。
・自分にできることは何かを考える。
・困ったときはリーダーに相談する。
・みんなと仲よく協力し合う。
児童の発意・発想を学校行事に取
り入れる例
・学校行事のプログラムの一部に，
委員会活動を取り入れる。
・学校行事の活動内容について，
代表委員会で話し合って決める
機会を設ける。
・学校行事の活動アイデアを，全
校の議題箱を利用して集める。
・朝の歌や詩の群読など，学級・
学年での取組を学校行事の内容
と関連付けて披露する。
児童の発意・発想を学校行事に取
り入れる上での注意点
・学校行事と児童会の集会活動と
を混同しないようにする。
・避難訓練など，児童に任せるこ
とができないものは，教師主導
で指導する。
・発意・発想が実現可能なものに
なるように，発達の段階を考慮
して適切な指導を行う。
みんなを引っ張って
くれるお兄さんは
かっこいいな。
私も，
あんなやさしい
お姉さんに
なりたいな。
下級生のために，
何か役に立つこと
をしたいな。
下級生のよいお手本
となるように，リー
ダーシップを発揮し
てまとめていくぞ。
児童の発意・発想を取り入れる工夫1 複数の学年の児童が参加できるような工夫1
上級生のリーダーシップ，下級生のあこがれ2
学校行事で育てた力を日常生活で生かす工夫2
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平成〇〇年度　学校行事　年間指導計画
学校行事の目標
知識・理解思考・判断・実践
目　標行事名 他の教育活動との関連　　参加対象
始業式 2～6学年
入学式 全学年
健康診断 全学年
春の遠足 全学年
避難訓練 全学年
??
月
4
4
4
5
5
1
１
１
5
1
関心・意欲・態度観点
????
行事を節目としたこれからの生活に
関心をもち，学校や学年の一員とし
て厳粛な雰囲気の中で儀式的行事に
取り組もうとしている。
　学校行事を通して，学校の一員としての自覚や児童相互の関わりを深め，公共の精神を養い，
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる。
新しい生活への展開や集団の場にお
ける規律などについて考え，判断し，
実践している。
儀式的行事の意義や，その場にふさ
わしい参加の仕方などについて理解
している。
文化や芸術，平素の学習活動などに
関心をもち，互いの努力を認め合い，
積極的に文化的行事に取り組もうと
している。
学校や学校の一員としての自覚をも
ち，美しいものや優れたもの，自他
のよさや自己の成長などについて考
え，判断し，協同して実践している。
文化的行事の意義や，日頃の学習成
果を発表する方法，鑑賞の仕方など
について理解している。
心身の健全な発達や健康の保持増
進，運動などに関心をもち，積極的
に健康安全・体育的行事に取り組も
うとしている。
自己の健康や安全，規律ある集団行
動などについて考え，判断し，実践
している。
○新たな気持ちで新年度・新学期を迎
え，目標達成への意欲を高める。
・道徳の時間＜１－
（1），（2）＞
・音楽の時間での歌
唱指導
・保健の授業での健
康教育
・道徳の時間＜２－
（3），３－（2）＞
・理科の季節に関す
る授業
・学級活動（2）　カ
○本校の一員としての自覚や学校生活
への期待感を高める。
○新入生を心から歓迎し，厳粛な場に
ふさわしい行動ができるようにする。
○児童の健康状態を把握し，心身とも
に健康で充実した生活が送られるよ
うにする。
○地域の豊かな自然に触れ，平素とは
異なる活動を通して児童相互の関わ
りを深める。
○地震，火災等による災害から児童自
身が自らの命を守るために必要なこ
とを身に付ける。
健康安全・体育的行事の意義や，心
身の健全な発達，安全な生活，体力
向上の方法などについて理解してい
る。
自然や文化などに関心をもち，互い
を思いやり，積極的に遠足・集団宿
泊的行事に取り組もうとしている。
平素と異なる生活環境の中での望ま
しい人間関係や行動の在り方などに
ついて考え，判断し，協同して実践
している。
遠足・集団宿泊的行事の意義や，校
外における集団生活の在り方，公衆
道徳などについて理解している。
学校や地域社会など公共のために役
立つことや働くことに関心をもち，
積極的に勤労生産・奉仕的行事に取
り組もうとしている。
学校や学年の一員としての自覚をも
ち，よりよい勤労や生産の在り方に
ついて考え，判断し，協同して実践
している。
勤労生産・奉仕的行事の意義や，勤
労体験活動，ボランティア活動など
の社会奉仕の精神，その活動方法な
どについて理解している。
?????
?????
? ????
???
???????
??????
年間指導計画の作成の仕方は？
■ 年間指導計画作成のポイント
より多くの方の参加が得られるような日時や内容を設定します。また，様々なメディアを活用して家庭
や地域に情報を発信したり，多くの方の声を収集したりしてよりよい連携を図ります。
学校行事は，全学年で五つの種類の全てを実施することになっています。学校や地域社会の実態
に応じて内容の重点化を図り，学校行事間の関連や統合を図るなどの工夫を考えながら学校行事の
年間指導計画を作成します。
学校行事 学校行事
家庭や地域との連携の仕方は？
学校行事の年間指導計画は，特別活動の目標を達成するために各学校が作成
する「特別活動の全体計画」をより具体的に示したものです。
作成に当たっては次の点に留意します。
学校行事の年間指導計画では各種行事の評価規準を明確に示し，児童による
自主的，実践的な活動が促進されるようにします。
●学校の教育目標の実現を図る教育活動の一つとなるように，内容を十分
に検討する。
●児童数や学級数の多少，指導に当たる教師の人数や組織などの人的条件，
講堂，体育館，運動場などの物的条件などに配慮して指導計画を作成する。
●各学年段階の児童の願いや関心を把握し，集団活動の発達的な特質など
を理解することで内容が画一的にならないようにする。
●各教科，道徳，外国語活動及び総合的な学習の時間，特別活動の他の内
容と有機的に関連させるようにする。
●地域社会の人々が参加しやすいように，期日などを考慮して計画する。
＜運動会後の6年保護者の声＞ ＜運動会後の地域の方の声＞
●メールやホームページで，活動の様子を小まめに伝える。
●学校便りや学級便りで伝える。
●授業参観で，学校行事を振り返っての発表会を行う。
●児童に活動の様子をお家の人に話すように声を掛けたり，保護者に児童
から話を聞いてもらうようにお願いしたりする。
●学校行事カードを家に持ち帰り，保護者にコメントを書いてもらう。
●活動の様子を新聞社やテレビ局の記者に取材を依頼し，新聞の記事やテ
レビのニュースとして取り上げてもらう。
すごかった。子供たちの力強い演技，一生懸命に応
援する姿を見ていて涙が出てきました。そして，この
ような子供たちが私たちの地域で育っていることを誇
らしく思いました。
最近の子供は，元気がないと思っていましたが，こ
のようなすばらしい力があるんだ，やればできるんだ
と見直しました。これからも，学校から私たち地域住
民に子供たちの姿を積極的に知らせていただければ，
学校や子供を見る目はどんどん変わると感じました。
そして，私も地域の子供育成のために何かしたいと思
いました。
今年もきっと楽しい運動会になるだろうと期待していましたが，
今年の運動会は期待以上のすばらしい運動会でした。その中でも，
やはり６年生のソーラン節が最高でした。10分ぐらいの演技だっ
たのでしょうが，私には1時間くらいあった演技のように感じました。
それは，「ぼくの力強さを見て!!」という息子の声が伝わってくるよ
うなソーランを踊る姿を見ながら，小学校に入学したときから今ま
でのことが思い出されたからです。
家では毎日兄弟げんか，親の言うことに反抗してイライラするこ
とも多いのですが，全部吹き飛ぶぐらいよかったです。
他にも，小学校生活最後の短距離走で1位にはなれませんでしたが，
全力で走る我が子が輝いて見えました。今日一日，我が子の成長し
た姿に何度も涙が出そうになりました。
学校行事には，地域の方や保護者の参加を得たり，活動の様子を見ていただ
いたりする機会がたくさんあります。地域の方や保護者に，生き生きと学び大
きく成長する児童の姿を知っていただくことは，地域の方や保護者の学校に対
する信頼を得ることにつながります。そして，信頼を得ることによって様々な
場面で地域の方や保護者の理解や協力が得やすくなります。そうした中で，児
童が周囲の期待を感じ取ることができれば，一層積極的な児童の姿が見られる
学校行事になるはずです。
健全な児童が育つ学校・地域・家庭が一体となった教育環境の構築に，学校
行事は重要な役割を果たしています。
学校行事においては，家庭や地域の協力を得たり，社会教育施設を活用した
りすることで，体験的な活動を効果的に展開できるようになります。地域の行
事と学校行事との関連を図ったり，家庭に学校行事への積極的な参加を呼び掛
けたりしながら，児童の体験活動を豊かなものとするように計画します。
地域，社会教育施設と連携を図った活動を計画する際には，効率性を心掛け
て綿密な打合せを行う必要があります。短い時間で，大事なことを落とさない
ように打合せができるよう，あらかじめ話し合う項目を整理しておきます。
■ 情報発信の例
地域との連携を進めていく上での
注意点
・挨拶の仕方や礼儀・マナーなど
について事前に指導をしておく。
・連携して活動するメリットが学
校側だけのものにならないよう
に，相手方のメリットも考えて
おく。
・活動後の情報交換を行い，協力
していただいた方からの意見を
次の連携に生かす。
・活動実施後には，活動の成果や
児童の感想などを地域の方に伝
えたり，地域の方からの意見を
伺ったりして次の連携に生かす。
効率よく打合せをするための項目
⑴ 目的・意図・ねらい
⑵ 参加者
⑶ 時期，時刻，状況
⑷ 場所
⑸ 対象，内容
⑹ 方法，手段
　学校行事のねらいにつ
いて考え，判断し，実践
しているか，主に活動中
の児童の様子から見取る。
　学校の重点目標を意識
して，学校行事でどのよ
うな児童を育てたいかを
明記する。
　学校行事に積極的に取
り組もうとしているか，
活動前，活動中，活動後
に評価する。
　学習指導要領に示され
た目標や内容を踏まえ，
五つの種類ごとに評価規
準を設定し，これに基づ
いて評価を行う。
　学校行事の意義を理解
しているか，主に活動後
の学校行事カードなどか
ら見取る。
　年間，学期ごと，月ご
とに適切な授業時数を充
てるようにする。
　各教科，道徳，外国語
活動及び総合的な学習の
時間など，他の教育活動
と有機的に関連させるよ
うに年間指導計画を作成
する。
学校行事は学校理解の絶好の機会1 学校行事の年間指導計画1
年間指導計画例2
綿密な打合せと情報発信2
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教室経営
Ⅵ
特別活動を活性化させる教室環境
　児童が意欲的に活動できる教室環境は？
　学級会コーナーの効果的な活用は？
　活動の活性化を図る係活動コーナーの工夫は？
　学級活動（2）の共通事項の指導を生かす教室掲示は？
…………… 100
………………… 101
…… 102
…… 103
学級を離れ，大きな集団で行う学校行事では，集団の所属感や連帯感を深め，公共の精神を養い，
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育てます。学校行事の教育的価値
が発揮され，児童の豊かな人間関係が培われる学校行事の実施に向けて，下記のチェックリストを活
用することで実施した学校行事を振り返ります。
自分の指導を振り返ってみましょう
学校行事
学校行事の充実は 学， 校生活に彩りを与えて豊かなものにし，
家庭や地域の信頼を得ることにつながります。
学校行事の目的について，全教職員の共通理解が図られている。
学校行事の種類によって，学校行事の一部を児童が分担し，自主的にその運
営に当たることができるようにしている。
活動後に振り返る活動を取り入れ，今後のよりよい学校生活につなげている。 
児童が生き生きと活動する姿を，地域や保護者に発信している。 
異学年，同学年の児童の関係が深まる活動になっている。
活動の内容が児童の負担過重にならないように，発達の段階に留意している。
活動後，全教職員へのアンケートを行い，次年度に向けて内容の見直しを行っ
ている。
学校や地域社会の実態から内容の重点化が図られている。
各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間などの指導との関連を図っ
ている。  
それぞれの児童らしさが発揮されるように，場面設定を工夫している。
自己評価
チェックリストの例
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◎十分できている　　○よくできている　　△不十分である
項　目
学級会コーナーの効果的な活用は？
児童が自発的，自治的な活動を通し，自主的に生活改善に取り組むことができるようにするためには，
活動しやすい環境を整えることが重要です。
学級会コーナーを設けることで，学級や学校の生活づくりへの意識が高まります。学級会コーナーは，
全校のどの学級にも共通に設置して，工夫し活用できるようにします。
児童が意欲的に活動できる教室環境は？
学級会に向けた活動
の流れを，学級会コー
ナーに掲示しておくこ
とで，児童は自らの手
によって活動を計画・
実施・運営・反省でき
るようになります。
（Ｐ38参照）
「議題ポスト」や「提案用紙」のコーナーを設置することで，自主的，実践的な
力が育ちます。ただし，設置して環境を整えるだけではなく，議題を見付けた
り提案したりすることができる指導が必要です。（Ｐ36，40参照）
また，議題ポストに入っていた提案への返事など，児童が提案したことを丁
寧に扱うことも大切です。特に，取り上げられなかった議題に返事をするなど，
一人一人を大切にする学級であることを，児童が常に意識できるようにします。
（Ｐ37参照）
学級会で話し合って実践した活動や学校行事などにおける集団活動や体験活
動を「学級のあゆみ」として見える形で掲示することで，感動したことや学んだ
ことを学級全体で共有化することができ，それぞれの活動をより豊かなものと
して残すことができます。こうした活動の積み重ねを掲示することにより，学
級としての意識が高まり，活動の更なる活性化につながります。
児童にとって活動しやすい教室環境づくりが，児童の自主的，実践的な活動
を活性化させることにつながります。
1 学級活動コーナー
学級活動コーナーに，常時活動や学級会の計画委員会で使う道具が設置され
ていると，学級会や係活動などにおいて児童が自由に活用できます。使いたい
道具がいつでも使えるように，ロッカーやボックスに入れておく道具を充実さ
せます。また，学級会で使うアイテムなども設置しておくことも考えられます。
2 情報活用コーナー
情報活用コーナーを設置することで，児童がパソコンやデジカメなどのICT
機器や学級文庫の本を積極的に活用できるようにします。情報活用コーナーで
活動に必要な情報を収集したり，活動内容を工夫したりして活動内容を充実さ
せることができます。
活動の様子をビデオや写真に撮って残すのも工夫の一つです。活動の流れを
写真や言葉で表した掲示物を作成したり，活動の過程を映像で残したりするこ
とで，振り返りの活動を効果的に進めることができます。
学期ごとの「学級会カレンダー」
などを掲示するのも一つの工夫で
す。学級会ができる日を前もって
知らせることで，児童は活動の見
通しをもつことができ，活動への
意欲が高まります。
①議題箱を２種類に分けることで，
生活の諸問題についての思いや
願いを出せるようにします。
②ポストに愛称を付けることで親
しみをもてるようにします。
学級会コーナーには短冊に書い
たものを貼るなど，その短冊を移
動できるようにすることで，その
まま学級会の黒板に移動して使う
ことができます。
児童が，それぞれの活動を振り
返り，取組で意識した道徳的価値
や感想を吹き出しにして，言葉で
まとめたり表現したりします。
また，活動ごとに写真を貼って
振り返りやすくすることも考えら
れます。
「学級のあゆみ」の視覚化1 学級会までの流れ1
議題ポストと提案用紙2
学級会の予告と決まったことの掲示3
児童の自主的，実践的な活動を促す環境2
学級会を行う上で，全員が共通理解しておかなければならない「議題」「提案
理由」「決まっていること」「話し合うこと（話合いの柱）」について，事前に掲示
することで共通理解したり，各自が自分の考えを整理しておいたりできるので，
効果的に話し合うことができます。
また，決まったことのお知らせを掲示すると，実践に向けての意欲を高めたり，
準備を円滑に進めたりすることができます。
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学校クイズで
１年生に楽し
んでもらった
みんなで話し合っ
て決めたゲームで
大もり上がり
ざんねんなが
ら３いだった
けど，おうえ
んは１いだっ
たね
地いきのお年より
の方々に，とび出す
絵本をプレゼント
白組ゆう勝！
ソーランぶし
が大こうひょ
うだった
練習のせいかだ
目ひょうの200回
たっせい !
オリエンテーリ
ングでなか間と
きょう力できた
さい高の
なか間！
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こまってますポスト
改善したい学級生活の問題
やってみようポスト
係や集会に関する問題
?????????
みんなで
考えるポスト
?????????
掲示された各係のポスター
学級活動（2）の共通事項の指導を生かす教室掲示は？
係活動を活性化するために，係活動コーナーの充実を図ります。児童にとって活動しやすい環境を
整えたり，係活動コーナーの効果的な活用を促したりします。
「日常の生活や学習への適応及び健康安全の指導」と関連させた教室掲示は，自分の生活改善を
意識できるように意図的，計画的な掲示を行います。
活動の活性化を図る係活動コーナーの工夫は？
1 「話し方」や「聞き方」の指導
望ましい学習集団の形成に向けて大切にしたいのが，「話し方」や「聞き方」で
す。学年や発達の段階に合わせて「話す力」「聞く力」を育てるために，どのよう
な指導が効果的であるかを全校で共通理解して，各教室の掲示物を工夫します。
また，仲間とのつながりを意識させる話合い活動にするためには，児童が「自
分の考えを分かってもらおう」「友達の考えを分かろう」とする姿勢が大切です。
そして，その姿勢を生かす発言の仕方や話合いの流れなどを指導する必要があ
ります。
下の掲示物は，友達の意見を大切にし，しっかり受け止めて話すことの指導
に活用したものです。自分と同じ考えだけではなく，違いや多様性を大切にし
て新しい考えを生み出すことができるようにします。
2 「学習の仕方」の指導
授業における学習の約束や，授業中の姿勢や声などについての指導に関わる
掲示も，児童の実態に応じた内容のものを適宜掲示するように心掛けます。
家庭学習の仕方やノート作りの指導として，手本となるようなノートや学習
の成果物を児童が参考にできるように，工夫して掲示することもあります。
こうした指導は，学習の仕方の習得だけではなく，学習を通して思考力・判
断力・表現力を育てることになり，学習への意欲や学力を高めることにつなが
ります。
学級活動（2）の年間計画に沿って，他の教科等との関連を図った意図的，計
画的な掲示を行うことで，学級活動（2）の話合いや自己目標の決定への意欲を
高めたり，目標実現を目指す実践意欲の継続化を図ったりすることができます。
「望ましい人間関係の形成」「勤労の意義」「規範意識」等の道徳性を高める指導
においても，道徳的実践の取組を視覚化した掲示物，給食や掃除の当番表，校
内の決まりなどの掲示と関連させて指導することで，より実践的な態度に結び
付くようになります。
各係のポスターは，児童が自主的に情報を発信するもので，係活動の充実と
活性化を図ったり，各活動の内容や振り返りなどを全員が共通理解したりする
上で効果的です。係ごとに工夫を凝らし，みんなが見やすくなるように工夫し
ます。
また，いつまでも初めに掲示したものが貼り続けられていることがあります
が，活動の予告や活動の報告，みんなの感想など，係ごとに工夫して内容を更
新するようにします。
「係ポスト」には，各係への要望や感想を入れるようにし，自分の係だけでは
なく学級の係活動全体が活性化するようにします。また，アイデアをもらった
係は，「ありがとうカード」を返すようにするなど，温かな人間関係が築かれる
ようにすることも大切です。
各係の活動を記録した「係活動ノート」を作って読み合える環境にし，それぞ
れの活動について理解し，参考にするなどして活用することも考えられます。
このように，係活動を学級全員で取り組んでいると実感できるように工夫す
ることにより，活動の活性化を図ることができます。
係活動のポスターは，単に掲示物としての活用だけではなく，各係からのお
願いや学級の児童の感想などを貼るようにします。上の例は，ポスターの内容
が全面的に更新される例ですが，①②③の内容を１枚のポスターに構成して一
部更新を繰り返す方法もあります。
個人目標は，自らのよりよい学
級生活や学習づくりに向かって自
己決定するものです。個が集団の
目標に埋没しないように留意する
必要があります。
さいごまで
やりぬく子
やさしく
かかわる子
元気に
行動する子
4年生の目ひょう
名前　○○ △
友だちと助け合っ
て，係活動を
がんばる。
・自分の考えを伝えることは，自
分を大切にすることです。
・人に分かるように伝えようとす
ると，自分の力になります。
みんなに伝わる声や話し方
を意識することは他の人への
思いやりの第一歩です。
よりよい聞き方が，人と人
の心をつなぎます。
係活動コーナーのポスター1 学級活動（2）の指導を生かす教室掲示1
学習の仕方に関わる掲示2
係ポストと係活動ノート2
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♥毎月1日にその月のたん生日を
おいわいします。
♥パースデ一係から手作りのプ
レゼントをわたします。かざ
り係にとくべつなかざりつけを
してもらったり，あそび係に
学級のみんなで遊ぶ計画を立
ててもらったりして，一人一
人のたん生日をもり上げます。
メンバー
●●△△◇◇
○○▼▼
バースデー係
①（活動紹介など） ②（活動予告やお願いなど） ③（活動報告や感想など）
バースデー係
お楽しみに！
●次回のたん生日会は
　7月 1日（火）5 時間目です
●7月にたん生日をむかえる
　人は
　△△さん　◇◇くん
　○○さん　▼▼くん　です
●たん生日の人のリクエスト
　ゲームは「夏のデザートバ
　スケット」です
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〈 係活動ポスターの内容更新例 〉
　安部　恭子　　さいたま市立南浦和小学校教頭
　太田　敦弘　　鳥取県教育委員会西部教育局指導主事
　河村　雅庸　　八戸市教育委員会総合教育センター指導主事
　北原　徹也　　札幌市立南の沢小学校教頭
　中村　尚志　　佐賀県教育庁東部教育事務所指導主事
　橋谷　由紀　　川崎市教育委員会総務部担当課長
　坂東　靖記　　滋賀県栗東市立大宝東小学校教諭
　前田　　学　　京都市立松陽小学校長
◎宮川　八岐　　國學院大學人間開発学部教授
○脇田　哲郎　　福岡県教育センター教育経営部長
　（◎主査 ○副主査）
国立教育政策研究所においては，次の者が本書の作成・編集に当たった。
　杉田　　洋　　（併）教育課程研究センター教育課程調査官
　　　　　　　　文部科学省初等中等教育局視学官
この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所においては，次の者が担当した。
　勝野　頼彦　　国立教育政策研究所次長（教育課程研究センター長）
　大金　伸光　　教育課程研究センター研究開発部長
　五十嵐祐子　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課長
　沓澤　　進　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課長（平成26年3月31日まで）
　伊倉　　剛　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長
　宮武　　勲　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長（平成26年3月31日まで）
　池田森太郎　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職
※職名は平成26年５月現在
［作成協力者］（五十音順，敬称略）
